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普通 驚き ・ 
笑い 9 9 
つ お る 、 
ーー テー >ーーー で 悲し い っ 


a 
() 
細い 目 We ー 奴 り ] ] 
甘い D 目 ンー ~~ ーー 


キャ ラ の 気持 ち は っ の 顔 か 長森 


会 来 の | 喜 宗 京 楽 」 に 驚 ーー [ 虚 」 を 加え よう 


よく 「 喜 霞 哀楽 | と いう の が 顔 の 表情 表現 と し て いわ れ ま す が 、 こ の 4 つ で は 
無理 が あり ます 。 あ と 2 つ 増 や し て 、6 つ を 基本 と し まし ょ う 。 
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喜び 、 嬉し い の 気 持ち WSN 怒り の 気持 ち 。 に らむ 、 
だ け で な く 、 お か し い 、 プ 1V い 1 NN へ ヽ / / 抽 NUM A 叫 点 な ど 、 攻 撃 、 破 壊 
大 笑い な ど 、 笑顔 や 笑 | Ns ダ | A ee の 気持 ち で す 。 
い の 表 情 で す 。 NN i i me 1 ーー 
























悲し み の 気 持ち 。 寂し NN 了 8/ 1 二 議 Si HIN な ん と な く 楽 し い 、 明 
い 、 が っ か り 、 不 安 いい で 人 NN RY \\ る し 気分 の 状態 で 、 安 
不満 な ど 。 元気 の な い 還 い いい 3 4 ウッ ンク ググ A 心 、 や すら ぎ な ど 、 安 
状態 や 、 陰 気 な ど 、 暗 | NNWW | ググ 定 し て いる 状態 

い 気持 ちの 状態 で す 。 ' ドド ー ツ ] 


力 が 抜け た 状態 。 い わ 


能 い た 状態 。 飛び 上 が プリ 
上 ゆる 「 ま っ 白 」 だ け で 


る タイ プ と 硬直 する タ 
イプ に 分 か れ ま す 。 ま な く 、 ぼ ん や りな ど 、 
た 、 喜 怒 哀 な どの 気持 WMN LA | NN // 明暗 の 5 つの タイ プ が 
ち が 交 じ る こと も あり KUN、 dl Ne イイ W あり ます 。 

ます 。 デ に Wh 上 0 NN ln NN | 


同じ | 笑い 」 の 表情 で も 、 感情 は 異な る 


/ 基本 の 6 つの 表情 は あく まで 「 基 本 ] で す 。 組み合わ せる こと で 、 
し 2 キャ ラ の 複雑 な 思い を 乗せ て 、 さ ま ざ ま な 笑い に 変化 し ます 。 








ヘジン | YY 
"他意 の ある 笑い (悪意 ・ 攻 撃 ) 自 財 的 な 笑い 
(照れ 笑い ・ 苦 笑い な ど ) 








それ に 、 頭 部 や 首 の 傾き を 加え る こ 
上 = と で 、 複 雑 な 感情 や 性 格 を 反映 する 


人 @ | 攻撃 的 な 疾 い 」 を グレ ー ド アッ プ … キ ャ ラ に 深み を 与え よう a CNS お Hg 









| 詳 っ 。 1 3 "i いい iM 1 B 


W \ A i 
NN で ジ 
ON 


TN 


「 ざ まあ どら ん 」 … ア ゴ を 引 は 、 アゴ を 上 げ る と 、 よ り 「 見 下す 」 
見 すえ る 効果 で いじ わる さ が 演 出 感 が 上 が 口 、 キ ャ ラ の 「 恨 慢 さ 」 
され ます 。 が 出 て きま す 。 






ーー 


表情 (の 中 身 ) だ け で な く 、 
部 や 首 の 傾き が [感情 表現 ] に は 必要 


アオ リ ぎ み に し て 、 ア ゴ を 引 
く 、 手 を 流 え る こと で 仙 慢 さ 
に 憎 々 し さ が 加 わり ます が 、 
同時 に 「 あ た くし 様 よ 」 と い 
う | 気取り 」 の 意識 が 加わ っ 
て 、 キ ャ ラ の 「 深 み ]」 が 一 層 
出 て きま す 。 





アゴ を 上 げた まま 高笑い 。 働 慢 さ 、 意 地 

悪さ は 、 瞳 を 小さ め に する 、 ま 了 ゆ 毛 を け 

そめ る 、 口 の 端 を ひけ ね る よう に あけ る な 
ど 、 パ バー ツー つけ ひと つ に 気 を 使っ た て い 

ね いな 作画 も 基 毅 で す 。 


王 映 を 使っ て 豊か な 感情 表現 を し よう 
キャ ラ は カラ ダ も 使っ て 気持 ち を 訴え る 












グー /、 ポーズ の イメ ー ジ 。 
| グー シル エッ ト か ら 描き 
CK、 ます 。 


ヒジ を 横 に 張り 出す と 、 
さら に 「 さ あ 、 私 を ご 
らん ! 」 の 感 が 強く な 





骨格 の 模式 図 


感情 表現 の 隠れ た 決め 手 は この っ 
[上 向き ぎみ | と 「 う つむ き ぎ み 」 


上 同 き ぎみ は |「 ち ょ っ と アオ リ | の 顔 。 う つむ き ぎ み は | ちょ っ と フカ ン | の 上 顔 で す 。 
気持 ちの 陰 と 陽 、 明 暗 、 元 気 が あ る 、 元 気 が な いな ど 、 往 妙 で 多岐 に わた る キャ ラ の 
気持 ち は 、 顔 の 中 身 だ け で な く 顔 の 向き や 体 全 体 の 姿勢 に 現れ ます 。 





ちょ っ と 上 向き … | 陽 」 ちょ っ と うつ むく … 「 隊 」 
元気 、 陽 気 、 明 る さ な ど が 現れ ます 。 不安 、 陰 気 、 暗 さ な ど が 現れ ます 。 笑顔 で も 「 ち ょ っ と 


上 向き 」 の 顔 に 比べ て 陰り が 漂い ます 。 
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普通 の 姿勢 、 顔 を まっ すぐ に し た 笑顔 顔 を ちょ っ ぴ ぱり 上 向き に し た 笑顔 上 顔 を ちょ っ ぴ ぱり 下向き に し た 笑顔 


頭頂 部 は ざり ざり 
見 える か 見 えな い 一 
か ぐら い 。 ] 


髪の毛 エリ 
ア は 多く な 
り ま す 。 


と ーー 
ON 
fF | 
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si i 
髪の毛 の [ 髪の毛 エリ ア 





髪の毛 エリ ア は ーー 

普通 の 向き の 時 / WW\ J 
| より も 少な く な | 
Ne り ま す 。 | 














下向き は 、 キ ャ ラ の 
フカ ン と 混同 し や す 
い の で 気 を つけ まし 
上 まう 。 












上 向き タイ プ は 体 ご と 気 
持ち アオ リ で パラ ンス を 
見 な が ら 描 きま す 。 
フカ ン は 頭頂 部 が 
は っ きり 見 えま す 


で 


| eo 
| , 


| | る と ころ を 、 上 か ら 見 | 
| た の が 私 で す 。 う つむ お  / 
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は じ め に 


キャ ラ は 心 を 持っ て いま す 。 

マン ガ 作 品 で も 、 イラ スト で も 、 笑 顔 や 怒り 、 驚 そ き や 悲 し みな ど 、 描 か れ N 
る キャ ラ の 何ら か の 「 気 持ち お] が テー マ に な っ て いま す 。 の 
キャ ラ を 描い て いる 時 と いう の は 、 実は 「 キ ャ ラ の 気持 ち 」 を 所 いて いる \= / 
の で す 。 に 

顔 (表情 ) だ け で も 気持 ち は 伝 わり ます 。 で も 、 そ こ に 首 を か し げた り 、 | 
ちょ っ と 前 の め り に な る な どの カラ ダ の 演技 を 加え る こと で 、 キ ャ ラ が 持 
つ 読 者 へ の アビ ピー ル 度 は も っ と 大 きく な り ま す 。 存在 感 が 大 きく な る 、 ア 
ビ ピール バ ワー が 上 が る … ほ ん の ちょ っ と の 「 カ ラダ の 演技 |] で 、 普 通 の キ 
ャ ラフ は 「 生 き 生 き し た 」 輝く キャ ラ へ と 大 きく 変わ る の で す 。 


より 生き 生き し た 輝く キャ ラ へ ) 
1 章 で 、 ま ず キ ャ ラ の 状態 (嬉し い 、 哀しい な ど )、 表情 と カラ ダ の 演技 の トス 
基本 を 学び まし ょ う 。 


次 に 、2 章 で は キャ ラ の 性 格 (怒り っ ぽい 、 陽気 、 明 る いな ど )。 立ち 方 や | 
衣装 で 、 一 目 で どん な 気質 の キャ ラ か が わか る た め の 描 き 方 を 学び ます 。 
そし て 3 章 は 人 間 関 係 。 マン ガ 作 品 の ワン シー ン や 、 イ ラス ト で も テー の 


| 
| 


f 
マ に な る 、 気楽 な 関係 、 気 が 重い 関係 恋心 な ど 、「 キ ャ ラ 達 の 演技 | を 学 ぐ グ 


び ま す 。 


いわ ゆる 「 喜 療 哀 楽 ]、 そ し て 、 た だ の 「 坪 女 哀 楽 」 で は お さま りき ら な い 複 雑 な いろ 
いろ な 思い や 気持 ちの 演技 が で きる キャ ラ は 、 実は 役者 と し て | 超一流] と いえ ます 。 
生き 生き し た キャ フラ と いう の は 、 輝 いて いる の で す 。 


本 書 で 、 細 や か な 心 の 動き や 気持 ち を 自在 に 描く た め の テ ク 

ニッ ク や 、 ヒ ント を つか ん で くだ さい 。 Ne 
あな た の キャ ラ は より 一 層 、 魅 力 的 に 輝く キャ ラ に な る 可能 >/ NN 
性 を 秘め て いる の で す 。 MT, 





いい 気分 ソ 
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同じ ひと 言 で も 、 問 いか ける キャ ラ の 性 格 や 気持 ち で 表情 や ポー ズ は 変わ り ま す 。 


問い か ける 表情 い . 表情 や 姿勢 に キャ ラ の 気持 ちや 性 格 、 状 況 や 関係 が 
問い か ける 表情 いろ いろ bhi oise 








『。 に 『 
『 J 
Fa 
が 
i 
が 


に っ こり し な が ら 、 マ ジ で 心配 。 半 分 あき れ て いま す (本 人 も どう し 
た らい いか わか ら な い )。 


セ 
18 






マン ガ の 場合 は フキ ダシ も 大 きか な 効果 が あり ます 。 
フキ ダシ の 形 は 、 雰囲気 や キャ ラ の 気持 ち に 応じ て 変わ り ま す 。 


ど お な さる お つ 
も りか が かしら? 







か < / 
ELe 、/ 


『 
> 、 


[ rt, ナナ 
マジ 心配 。 深 刻 な 気分 





Mb, Lu 2 FN 
- "「| さい J EN 
| 4 テー 
jh ト 


奴 つ た 。 問い 詰め 気分 





\ MN 0 2 , 
4W て 0 | | / グ 2 に 


キャ ラ の 性 格 や 気持 ち 、 人 間 関 係 は 問い か け の ポー 
ズ に も 反映 され る の で 、 顔 の わか ら な い シ ル エ ッ ト 
で も その 状態 や 気持 ち が わ か り ま す 。 次 勢 と 腕 の 
ポー ズ を 決め ま も よ う 。 













どー すん の よ “ 
\ い あきれ て ん の よ !? 





へ ヽ 、 顔 を まっ すぐ 向け る と 、 
| | | 少し 怒っ て いる と か 、 

/ / 非難 し て いる 感じ に な 
\ # り ま す 。 


/  ]\ 首 を 少し か し げ る 
( J -} と 、 心配 ムー ド が 
ーー ジン 7 高まり ます 。 





案じ て いる 


ちょ っ と 心配 、 少 し 困っ て いる 、 あ きれ て いる 、 問 っ て いる な ど 、 
多く の シー ン に 使え ます 。 








| 
| 
| NN 少し 体 を 人 慣 け る 。 微妙 


| 、 な 距離 感 を 演出 し ます 。 
| 
の ァ ン < NN 、 






| | 前かがみ 。 のぞき 





= 





腕組み 
| NN 
; | 8 (| 





リラ ックス 





。 顔 は 少し 傾け て いま 「 顔 は や や うつ むき ぎ 
| す が 、 姿 勢 は ほほ ま | み で 、 体 は や や ナナ 
っ すぐ 、 正面 向き で / メ 向 き に し て ひね っ 
す 。 静 か な 感じ が 出 | て いま す 。 動 き が 出 
| ます 。 / 。 ます 。 

| NN } | 








キャ ラ の 気持 ち は 顔 の 表情 だ け に 出る も 
の で は あり ませ ん 。 和 首 の 傾き や 肩 も 、 そ 
の 時 の 気分 で 変わ る の で す 。 だ か ら 、 襲 
だ け で な く 頭 部 ・ 首 ・ 肩 (上 半身 ) を セ 
トト あ て 相 き まし ます 。 





胸 鎖 乳 突 筋 
(きょう さ に ゅ う 
と つき ん ) 、 





僧 帽 筋 (そう ぼう きん ) 
鎖骨 (さこ つ ) 


0 \ 
1. 生体 カイ メー ジ を 模式 図 的 に ラフ に 己 . 形 を 整え な が ら 描 き 込 み ま す 。 
描き ます 。 胴体 に 厚み を つけ まし ょ う 。 
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@⑯ 首 の 可動 域 を 知 ろう 


ーー 一 










下向き … ギ リ ギ リ 
| 口 が 見 える くら い 。 
これ 以上 は 前 か が 
み に な り ま す 。 


体 を を ら す と アゴ の 下 が 
見 えて きま す 。 









′「 気 が 晴 れ た 」 
正面 + や や 


導 持 5 い UN+ 、 / バ 


前 向き 気分 」 7 
… ナ ナメ 上 向き /" _ 回 








1 A AN W 


下向き … 暗 い 気 持ち や 静か な 気持 ち [ 気 が 沈 む 」 … 正 面 下向き 。 体 も [気分 わる …」 ナナ メ 下 向き 
前 か が が みぎ み に な り ま す 。 


1% 





肩 の 動き / 肩 と 頭 部 で 伝え る 気持 ち ) “ウド の 0 さや iD 向く 動作 な ど は 生玉 を か に する テク ニ 


ッ ク で す 。 肩 を 上 げ る 動き は 、 実は 現実 に は 驚く ほど 少な いで す が 、 
絵 の 世 界 で は 大 きか な 効果 が あり ます 。 
る 肩 ひ の 上下 運動 喜び の 度合 いや ムー ド が 変わ り ま す 。 


| 









| 


W | も \ 
へ 、 普 馬 に 嬉し い ノイ 首 を か し げ る 。 財 し 気持 4 、、 計上 げ る と 、 も っ と 
| ( へ ちか アビ ー ル され ます 。 /  \ 嬉し い 感 じ が 出 ま す 。 
ゾ る すず に ソ 
C | 肩 と 首 の 関係 0 | 9 Lo 


体 を 傾け る と さら に 動き が 出 ま す 。 いろ いろ な 訓 び の 気持 ち を 
アピ ー ル し まし ょ う 。 


人 @ 肖 選 の 動き に 加え て 、 体 を 傾け て みよ う 


間 | UT と 

い ] / こっ テー 
ちょ っ と 前 が が み 少し 前 か が が みぎ み 
に な る 場合 


の まま 、 ナ ナメ に 
傾け る 場合 


Et / 
和 虹 トム ん 
| デア に | グ 
ケー ビ ) EE 0 いり 
肩 を 上 げ て 体 を 片側 の 肩 を 大 きく 
ナナ メ に 。 顔 も 上 げ 、 ア ゴ を 上 げ 
傾け る 場合 


ぎみ に し て 、 大 き 
く 顔 を 傾け る 場合 








[0 手 の ポ ー ズ を 吉 えよ う も っ と 嬉し い 気 持ち が 伝わり ます 。 | ワン ポイ ント 


部 ) や 体 の 傾き 
に 応じ て 、 髪 の 毛 も 動 
か そう ! 











も っ と 嬉 し い 。 顔 も 少 
し 上 向き で す 。 


と っ て も 嬉し い 。 
顔 は 普通 に 正面 向 
き で す 。 


@ セク シー ポ ボーズ も 肩 の 演技 が ひと 仕事 


a 












Wy te | | 
『 | 
人 へ) | 
| 思 | 由 


顔 を 上 げた 場合 。 体 が 正面 向き 
の まま だ と 、 不 自然 な 感じ に な 





体 は 正面 向き で 顔 は うつ むき 
ぎみ 。 静か が な ムー ド が 出 ま す 。 体 を 少し 斜め に 向け る と 、 ボ ポー ズ 
と し て 落ち 着き が 出 て きま す 。 
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どり 


顔 が 見 えな い 分 、 背 中 全面 で 語り ます 。 肩 の シル エッ ト の 
変化 に 気 を つけ な が ら 、 頭 部 や 体 の 丹 き を と ら え て 描き ま 
まま 3 







マジ メ で す |! 


両手 を 後ろ で 軽く 組む 
( 胸 を そら す ) 
















肩 甲 骨 
(けん こう こつ ) 


受 を 後ろ に 引く 
と 、 肩 申 骨 は 少し 
中 央 に 寄り ます 。 





肩 の ライ ン 。 山 状 
で す が 、 曲 線 的 

ee に と ら え 
て も UK。 


/ 局 の ライ ン 。 水平 に 
取り ます 。 





軽く 組ん だ まま 
体 を 傾け る 


態 で は 、 肩 ライ ン の 
下 に 取り ます 。 







( 
| / \ | 
| の 電 括 が から 肩 へ の ライ で 
NN 7 ン は ナナ メ に な り } 
} / 


育 面 模式 図 憎 帽 筋 (そう ぼう きん ) 






率 張 ・ か な り 
不安 か も … 












肩 の ライ ン を 基準 
に 、 肩 関節 の 位置 
を 取り まし ょ う 。 


ee ー 1 
ー リロ 
| 
= 『 
1 a 」 『 
本 『 
1 
[i 
| 
| 』 


両手 を 前 に 両 局 を 上 げ る 場合 後ろ る で 手 を 組み 、 し な る 場合 


いる 場合 














肩 甲骨 の 出 方 や ラ い ヽ 
イン に も 個人 差 が 





両脚 を 前 に し て も 、 
育 中 に 力 を 入れ た 
ら 浮 き 出し た り し 
ます 。 きっ ちり 描 
く と キュ ー ト な 背 。 
中 が 演出 で きま す 。 , 


ーー ュ ai = = 
Cat = is = 
ーー デー ys = = 
: 。 ーッ ーー に 1 
mm - 


両脚 を 軽く 後ろ に 引く 場合 両手 を 腰 に 当て る 場合 





「 南 | を 描く 笑顔 で す 。「 顔 を ほこ ろば す 」 と いう 言葉 の よう に 、 覧 張 が 解け て 
ゴー ゆる ん だ 状態 。 明 る い 気 分 や 元気 が 反映 きれ る の が 基本 で す 。 
人 @ 注 し い 


上 Fp Lt 
』 1 
Mi ( 1 
1 1 M 
1 \ \ 1 
『 \ や * 1 
1 も 1 
も 1 1 
江 T | 


口 の バリ エー ショ ン 。 
ガ 避 づつ の デフ ォ ル メ 





あな い 喜 び 


どど 


デ 語 で * LT 体 に 現れ る 喜び ぴ は 、 元 気 の 爆 発 で す 。 踊り 出す 、 跳 び は ね る な ど 、 嬉 し い 気持 ち が 
@ 伴 号 で 嬉しい! 」 外 に 向かっ て あふ れ 出 し ます 。 | | 」 









頭 部 、 上 半身 、 下 半身 (骨盤 ) の 
傾き を 変え る こと で 、「 踊 っ て る 」 
な どの 活発 な 動き が 出 ます 。 


骨格 と 肉 づ け 
| の サン ブル 











、 頭 部 と 体 の 傾き で 、 体 表 の 
| 中 心 を 通る ライ ン (正中 線 ) 
| Ne 


「 


"1 アァ 


や 










体 の 動き に 合わ せ て 、 英 の 毛 や 
衣装 に も 動 寺 を 与え まし ょ う 。 


どけ 


ど 4 





怒り 顔 に は 、 感 情 を 抑え る 一 爆発 の 2 段階 が あり ます 。 目 と まゆ 毛 

「 終 」 を 描く は つり 上 げ ま す 。 日 は | へ 」 の 字 型 や 、 食い し ば る 、 歯 を むき 出す 、 
大 きく 開け る な ど 、 状 態 に 応じ て 描き 分 け ま す 。 

@⑧ 鶴 つて る ・ ム ッ と する うつ お むき ぎみ で す 。 

アー ンー トペ 

/ “ 


| 眉間 に シワ が 
、 寄り ます 。 










所 を 再び る 





諾 ) | 眉間 に 向かっ て シワ 
な っ て いま す が 、 ヽ ) が 集まる イメ ー ジ で 
抑え て いる 状態 す 。 線 の 密度 で 、 臣 
で す 。 
する 。 お も に 怒 
りや 反論 等 の 半 
時 キレ 状態 
が 顔 カゲ 入り バー ジョ ン 。 光線 


N と 関係 な く 、 カ ゲ を 落と し ま 
、 す 。 迫力 、 怖 さ が 増 し ます 。 




















人 @ 訟 り に 燃え る 


ーー ニー べり 7 全 ま る 頂上 
デ ーー へ へ 、 ・ ks、 i: A で に 達する ( 目 を 見 開 
き 、 食 いし ば っ た 口 
も 大 きく 、 左 右 非 対 
称 に 描き ます 。 目 も 
ご 口 も と な ど 、. タタ 
ワ を 増量 し ます )。 


競り を 抑え る 
( 歯 を 食い し ば る ) 


い ラダ 少し 前 が が みぎ み 。 首 は 
@⑯ 窟 り の カラ ダ すく め る 感じ に な り ま す 。 


怒り 肩 。 
肩 が 盛り 上 が り 





怒り の 燥 発 、 
(シワ を 増やし ます 。 瞳 を A 
気持 ち 小さ くし まし ょ う ) / バ 


怒り を 抑え て いる 姿勢 ーー 震え る 拳 。 怒り の 象徴 と し て も よく 用 い 
前 か が みぎ み に な り ま す 。 られ ます 。 机 を 叩い て 怒る 、 ど な る 


どら 


悲し い 、 昔 し い 、 困 っ た 、 迷 い 、 未 練 、 ウ ツ な ど 、 暗 い 気 持ち や 負 の 感情 
の ほとん ど 全 て が | 哀 ] に 含ま れ ま す 。 困 っ た 表情 や 苦し い 表 情 で 、 ま ゆ 
毛 を ひそ め る と 「 哀 」 の 顔 に な り ま す 。 








る ⑧ も っ と 哀しい 








a ea 」 
ee aa 3 
ーーーー。、 EE re ee 
ar で ーー デーー 
苦痛 の 表情 で す 。 目 を 強く つむ り ま す 。 思い 悩む 。 深 刻 度 を 増し て 表現 し た 
口 は 「 へ 」 の 字 や | 一 文字 。 い 時 は 横顔 が 効果 的 で す 。 途方 に 暮れ る 





ど D 


@ カラ ダ で 哀しい … 泣 く 








N 


了 
\ 
1 PT \ 1 
『 』 | 1 
/ | ji 1 ! | い 
/ / i | 
/ 7 | | | 
| ザ 『 | | 
{ J 『 『 | | | 


A 
顔 を お お っ て 泣く 


i 
\ 
| 
| 
1 
1 


[i i 


泣き な が ら 走 る 


どら / 


[ 楽 | を 描く | 前 向き の 気持 ち (精神 状態 ) 。 希望 、 元 気 、 明 る さかな ど 。「 喜 ん で いる | 
LR HO す 9 痕 Y の と は 違う の で 、「 喜 ]」 と は 異な り ます 。 気持 ち が 明る い 状 態 な の で 、 
発 の 毛 な ど に 動き を 出し て 、 キ ャ ラ に リズ ム 感 を 与え まし ょ う 。 



















で す 。「 喜 明 衰 ] は 、 状 況 に 応じ て 湧き 起こ っ て くる 感情 で す が 、「 楽 」 は 感 
情 と いう より 「 状 態 | な の で す 。 


スッ キリ まゆ 毛 と 、 徹 笑み の 
口 も と 、 安 ら い だ まな ざし な 
ど が ポイ ント で す 。 や や 下 向 
き の 時 は 、 陰 の 感情 が 交じり 
や すい の で 、 ま 陣 毛 や 口 も と 
に 他意 が 出 な いよ うに 気 を つ 
ば まし よう 。 


安心 や リラ ックス し て いる 状態 な の 
で 、 無 防備 感 が 出る と 効果 的 で す 。 
上 向き ぎみ の アン グル は 、 無防備 な 
感じ を 演出 し ます 。 


どけ 







ひたる 。 沙 ち 着 き 。 平安 … 静 か な 「 楽 」 少し うつ むき ぎみ は 、「 楽 」 の 
状態 で も 微妙 に カゲ が 出 ま す 。 





人 @ 「 楽 」 の 手 


力 を 抜い た 手 を 描 
寺 ま し ょ う 。「 楽 ] 
の キャ ラ の 決め 手 
で す 。 





音符 や ハー ト は 、 

[ 喜 」 と 「 薬 」、 ど ち 
ら の 気持 ち も 演出 し 
て くれ ます 。 


も っ と 上 向き で 笑顔 。 こ れ は 
「 喜 ] と 共通 し ます 。 


0 「 楽 」 の カラ ダ 


ーー ミキ 
の 


手足 を の び の びび 描 


| きま し ょ う 。 ほん 
| の 少し 首 を 傾け る 
| と 、 首 や 肩 か ら カ 
が 抜け て いる 感じ 
丸 4 に な り ま す 。 
CE 

ゆっ た り 背 筋 を 伸ばし た 姿勢 は 、 

自然 な わく わく 感 や 前 向き の 気 

持ち の キャ ラ に な り ま す 。 


どら 9 


| 驚き] に は 感情 が 吹っ飛ん だ 、 反 射 に 近い も の と 、 感 情 が 交じっ た も の が 
あり ます 。 不意 を くら っ た 時 に 見 せる 表情 が その キャ ラ の 素 の 顔 ] と も いわ れ 、 
性 格 的 に ち も キ ャ ラ の 本 質 や 、 本 人 が 意識 し て いな い 本 音 が 出 た り し ます 。 









感情 や 気持 ち が 吹 っ 飛ん だ 驚き の 表情 は 、 見 開い た 目 、 口 を 大 きく 開け る な ど 。 
胡 の 毛 が 逆 立つ 表現 も 効果 的 で す 。 8 


デフ ォ ル メ の ロ 


も 


ts i ll 」 
CI ーー I mt 半 | 


な 感覚 、 反 応 で す 。 髪の毛 
や 肩 が 「 逆 立つ ] 表現 も よ 
く 用 いら れ ま す 。 











人 @ 障 の 指 さ 万 で 、 目 を 丸く し た 感じ を 出 そ う 


い 





\N、 ) 白い 部 分 を 多く し て 、 黒 
\ い 部 分 を 小さ くし ます 。 
驚く と 瞳孔 が 収 組 す る の 
GO 人 CEGECIE と ギャ グ な ど で 多い 「 目 飛び 出す ] 表 上 
グン 0 っ の か も し れ ま せん 実際 に 目 が 飛び 出す こと は な い の に 、 
か な り 驚 いた 瞳 「 そ ん な 気 」 が し ます 。 
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\ 
| 


人 @ 計 び 上 が る 
SN 


1 = 















飛び すさ る 。 跳び 上 が る 
+ 固まる 感じ で す 。 


貢 き の 度合 い が 少な い 場 合 や 、 あ まり 派手 に 驚か な い 気 質 に 設定 し た キャ ラ の 場合 は 、 驚 き の 中 に 既 り や 
不安 、 恐 れ な どの 気持 ち が 読み 取れ る よう に 描く こと も あり ます 。 









つど 





感情 が 交じっ た 「 人 盤 き 」 


臣 の 毛 の 動き で 、 驚き の 大 き さ や ショ ッ ク 度 を 演出 する こと が で きま す 。 
ま 了 ゆ 毛 と 口 に 注目 し まし ょ う 。 


手 の 動作 が と も な う 「 頑 き ] 





か な り び っ くり 





ちょ っ と ぴっ くり 。… 好 奇 心 、 あ きれ る な ど 


介 葉 き の 度合 いで 髪の毛 の 
ボリ ュー ム は 変わ る 


ー ちょ っ と びっ くり 
… 普 段 と 同じ 髪 の 
毛 の ポリ ュー ム 


か な り び っ くり 
… 状 の 毛 の ポリ ュ 
ー ム が 少し 大 きく 
な り ま す 。 






: tl | | EE 」 た 1 Ehn も 軒下 昌 1 
md に i 1」 fr - っ | 
rr 1 : 1 * i ra 1 
+ WM | re 中 
計上 い *- | 
L] に L # ーー EE rr § 
・ | ド FT < 骨 
ua ーー FI は 1 1 
! 1 
と ヽ 
8 a 
= 


ご こく びっ <b 
ド すこ くる げっ を 

… 散 の 毛 の ボリ ュ 

ー ム を 大 きく と っ 

則 | いい \、) て 、 動 き を 大 きく 

【」 \、 出し ます 。 


| 旬 [ “ ( ( 1 h ユー 沿 A | ll | | 
2 驚き が 大 きく な る ほど 、 回 の 毛 の 動き も 大 きく し 、 
— 目 の 描 方 も 変え まし ょ う 。 
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[ 虚 | を 描く | いわ ゆる | 放心 状態 」 や | 無 表 情 ] で す 。 放 心 状態 は 陰陽 2 タイ プ あ り ま す 。 
J 陰 : 暗い タイ プ … 虚 無 、 絶 望 、 極 度 の 疲労 、 超 ショ ッ ク 、 ま っ 円 タイ プ 
ーー- ーーー、 陽 : 明 る い タ イプ … ぼ ん や り 、 ぼ ー、 ほ わ ー、 の 一 ーーー ん ぴり タイ プ 
購 い 虚 … | 長 」 の 末期 


デー の 
1 
\ 






絶望 や 死に そう な ほど の ショ ッ ク を 受 
けた 状態 。 気力 は 義 え きり 、 力も な く 、 
立っ て いる の も いや 。「 悲 し み 」 や 「 疲 
れ 」 の 究極 状態 を イメ ー ジ し て 描き ま 
し ょ う 。 


トト 、 脱力 状 態 の 姿勢 





\ うつ むく 元気 も な く 、 
NK 1 ぼーっと 顔 を 前 に 出 
| | す 感 じ に な り 、- 目 
| で た だ の 陰気 と も 違 


/ 1 
rb う の が わか り ま す 。 
[| \ 必 





寄り か か っ て いま 
す 。 気力 の 喪失 が 
』 」 演出 され ます 。 


目 の 玉 ( 障 ) を 描か な い | 白目 ] 表現 は 、 暗 い タ イブ の 「 虚 | 表現 の 代表 で す 。 





暗い 虚 の 延長 で 、「 疲 れき っ て 無 表 情 ] と いう ケー ス が 多い よう で す 。 疲れ て いる 、 気力 ナシ 、 
が っ か り 、 絶 思 な どの 状態 で 、 あ か ら さ まな 感情 が 出 な いよ うに 描く 政 要 が あり ます 。 何 も 
見 えて いな い 瞳 、 ま ゆ 毛 と 口 を 、 直 線 的 に 描く の が コツ で す 。 な お 、 設定 その も の が ニュ ー 
トラ ル に 「 無 表情 ] と いう キャ ラ も 多く な っ て いま す 。 


ず 





34  ※「 販 目 ] 表現 は 、 決 れ を いだく よう な 思い で 見 る 時 や 大 き な 驚 き 、 激 し い 既 り の 状態 な ど に も 用 いら れ ま す 。 


ーー Tie ぼーっと する ・ ぼ ん や りす る … 何 も 考え て いな い 状 態 で す 。 ゆっ た り ま ゆ 毛 + 小 さく 口 を 
明る い 虚 … 「 楽 」 の 完 極 前 け る な ど 、 カ の 抜け た 、 リ ラッ クス 状態 の 作画 を が け ま し ょ う 。 













ぼーっと し て いる 表情 は 、 寄り 
目 が ちや 、 左 右 に 目 が 離れ ぎみ 
な ど 、 目 の 焦点 を 合わ せな いよ 
うに 描き ます 。 








びっ くり し て 意識 が どっ か 
に いっ ちゃ っ た 状態 。 これ 
も 、 代 表 的 な 「 虚 | 表現 の 
ー つ で す 。 


@ ほん や り 物 思い 頭 や 心 は 動い て いる の で 、 実質 的 な 「 虚 |] で は あり ませ ん が 、 見 た め は ぼん や り し て いる よう に 見 えま す 。 


デア 舞 横顔 や うつ お むき は 、 口 と まゆ 毛 で 、「 悲 し い 」 や 「 迷 い 」 な どの 
目 も 口 を 小さ べ め に し て 、 二 重 まぶた に する と 、 寝 | 感情 や 思い が 出 や すい の で 、「 ぼ ー .…] と か 「 ほ わ ー」 な どの 描 
起き 顔 に も 見 える 表情 に な り ま す 。 き 文 字 で フォ ロー する の も 有効 で す 。 


づら 





表情 変化 の 作画 ポイ ント を 対比 で 見 て み ま し ょ う 。 










どちら か で も な い は ず の 表 本 
に も 、 明 る さ 寄 りか 、 暗 い 感 
じ か が 現れ が ち で す 。 口 を 描 
く 時 、 直 線 、 長 さ 、 曲線 の 傾 
さき を 変え る な ど 、 い ろ い ろ た 
めし て み ま し ょ う 。 


どっ ち で も な い 











瞳 は 上 向き で 、 ま ゆ 毛 は ゆる や か な カー ブ 。 隊 は 下向き で 、 まゆ 毛 も 下 に 反り ぎみ 。 
口 も と は 笑み 口 な ど (口角 / こう か く 。 口 の 両端 を 上 げ る ) 口 は へ の 字 口 や 四角 っ ぽい も の な ど 。 


#/ 


] ーー mW 
気分 が 良く な る 気分 が 悪く な る 


気 が 上 向き に な る の で 、 顔 も 姿勢 も 上 向き に な り ま す 。 気持 ち も 下降 する の で 、 顔 も 姿勢 も 下向き に な り ま す 。 





に 15 





( 気楽 ( 明 ) と 気 重 ( 暗 ) を 描き 分 ける ) LO | 箇条 と 、 暗 気分 の 「 気 重 」 で は 、 姿勢 も 動き 





” 気楽 ( キ ら く ) 気 が 軽 い 状態 で す 。 特に 心配 ご と が な い 明 る 気 重 ( き お も ) 気 が 陳 い 状 態 で す 。 何 か 心 配 で と を 抱 
0 系 ( さ らく ) い 気 持ち な の で 、 符 ス ジ が 他 び て いて 、 動き @ 穫 是 (ば えて いて 、 気分 も 暗い 。 姿 勢 は 前 か が 
が あり ます 。 み に な り 、 ほ ん と は 動き た く な い の で 

歩幅 も だ ん だ ん 狭く な り ます 。 


し ょ ん ぼり ーー 
歩き  / よ 、 







弾む よう な 元気 な 
歩き 方 が 特徴 で す 。 


編 こ まる よう に 背 
中 を 丸め て 、 と ぼ 
と ぼ 歩 きま す 。 


a 


腕 も 大 きく 振り 、 歩 
幅 も 大 きく し て 、 足 
取り の 軽 さ を 演出 し 
まし ょ う 。 







ーー | WW 
( / 
足 が 上 が り い 
Ne ませ ん 。 | 
eS NN 
> 
胸 を 張る 。 歩幅 も 大 きい 背中 が 丸い 
歩幅 も 狭い 
OW 
由 を 飛ん で 歩く … 嬉 し い 沈み きっ て 歩く … 落 ち 
時 や 浮か れ て いる 時 の イ 込み 、 が っ か り 、 し ょ 
メー ジ で す 。 | 足取り D 軽 ん ぼり な ど 。 「 足 取り の 
や が 」 を 絵 に し まし ょ う 。 重 さ ] は 、 気分 が 床 に 
_ め り 込 ん で いる イメ ー 
ヽ ジ で 描き ます 。 





づ / 


で 描く こと が 、 明 る い 笑 顔 に 共通 し た 重要 な ポイ ント で す ( ま 了 ゆ 毛 
を びり びり そめ る こと で 、 複 維 な 心境 や 哀しい 笑顔 な ど に な り ま す )。 


= 明る い 気 分 、 楽 し い 気分 、 気 分 が いい 、 陽 気 、 気 持ち いい な ど 。 笑 
気軽 ・ 気 楽 … い ろ い ろ な 笑顔 顔 の バリ エー ショ ン は 瞳 の つむ おり 方 や 口 の 開け 方 で 喜び の 度合 い を 
還 変え ます 。 ほっ と ゆる ん だ 状態 な の で 、 ま ゆ 毛 を ゆっ た り し た 曲線 





嬉し い ! 





気楽 に する 






気 が 軽 く な る 
… ほ っ と する 





気 が 楽に な っ た 用 | ペ 





に 1 に 





気 が 重 い … い ろ い ろ な 暗い 気分 」 


目 を 開け て いる 場合 。 
目 は 開け て いて も 、 見 すえ て いる の は 心 の 中 な の で 、 
何 も 見 えて いな いつ も り で 瞳 を 描き 込み まし ょ う 。 





暗い 気分 。 気 が 滅入る 、 気 分 が 悪い 、 気 が 沈む 、 気 を 
落と す な ど 。… 心 の 苦し さ を 紛 ら わ す の に 、 目線 を 落 
と し た り 、 そ らし ます 。 





目 を そら す 。 半 眼 ぎみ に し て 瞳 も 白っぽく 描く と 、 つ 
らい 虚脱 感 や 逃避 し た い 気 持ち が 出 ます 。 





苦し い ・ つ らい ・ 悪 し いな ど 、 苦 痛 や 不安 の 表情 。 笑顔 の 解放 ] に 対し て 、 
気分 の 暗 さ や 宣 さ は 、 継 続 し た 「 緊 張 」 の 状態 な の で 、 ま ゆ 毛 に 力 が 入り ます 。 
け ひそめ た 「 困 っ た まゆ 毛 」 で 苦し げ な 表情 に な り ま す 。 う つ お き ぎ み に 描 き 


(I 


NN いて 
Ne 
\ > | 





気 が 重 い 、 気 が 重く な る 。 気 持ち が 内 面 に 入る の で 、 
目 を つむ り ま す 。 





目 を 強く つむ る 場合 。 苦し さ に 耐え きれ な い 、 悲 し い 
思い 、 つ らい 思い な ど 。 





苦し い 表 情 で 前 か が み に す る と 、 お な か 
が 痛い と か 、「 心 底 お 詫び ] の 気持 ちの 
お 辞 儀 に な り ま す 。 
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A 落ち着か な い 気 分 の 「 動 ] : ひそ め た まゆ 毛 イラ イラ 不満 心配 


る 気 が す まな い 感情 の 乱れ 。 イラ イラ 、 奴 り 、 心 配 、 不 安 の まっ た 


だ 中 に ある 、 と て も 心 が 落 ち 着 か な い 状態 。 





アゴ を 引く 





「 や りか け 」 の 状態 と 同じ な の で 、 背 骨 が 緊 アオ リ … 決 意 に 
張 し て いま す 。 く つろ げ な い の で 、 イ ライ ラ 共通 する 表情 
状態 で す 。 こ ん な 時 は 、 キ ッ と 結ん だ 口 も と へ 0 


に な り ま す 。 


B. 心 静 か な 状態 の 「 静 |] : ゆる ん だ まめ 毛 や れ や れ 落ち 着き ひと 息 - 


生か が = ずっ と 気 に な っ て いた こと が 片 づ い た … 緊 張 が ほぐれ て 、 背 
人 の 称す ん た 骨 も 体 も ゆる み ま す 。 顔 も ゆる み ま す 。 






満足 感 、 沙 ち 着き 、 喜 び の 表情 … 了 ゆっ た り カ ー ブ の し な や か 
ま 了 ゆ 毛 ライ ン が 決め 手 で す 。 






W/ 


め 


7 










静か に 見 守る 気分 (余裕 が 


生ま れ た ) 
ヽ 所 ee / 少し うつ むい て [安心 」 を か み 締 め る 。 
少し 上 向き 。 喜び ( 口 を 大 きく 開け て 、 安心 し て うな ずく ニュ アン ス 。 静か 


喜び 気分 いっ ぱい で も OK) ン な 達成 感 に も 通じ る 表情 
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A 落ち着か な い 「 動 」 : 気 が す まな い IHD> D. 心 静 か な 「 静 ] : 気 が す ん だ 


@ 体 の 変化 


ーー\ \ こわ ば り 状 態 
ト 1 
1 


、 ) | 気 が す まな い 。 
| て | 気 が 休 ま ら な い 。 


て 緊張 ・ 硬 直 状 態 > 
怒り 、 イ ライ ラ し て 
いる 状態 で す 。 


| [| | 
| | ) 
/ 

| 





ナー ブー 締め て いま す ) 


人 @ 足 の 状態 






こわ ば り 状 態 


持ち が 上 が っ て いる の で 、 前 方 に 
体重 が が か っ て いま す 。 


足 の 指 を 曲げ て 描 | 
きま し ょ う 。 / | 
! 








W に mr 邊 | 
へ 深呼吸 
F 3 ー 『 


強引 に 気分 を 変え る 


て 胸 を そら し 、 気 を 
取り 直し ます 。 


深 呼 明 | / 





ニー カカ 
UW / Y 


甲 の 部 分 か ら 自 然 に 力 が 抜け る 
感じ に 描き まし ょ う 。 足 の 指 が 
開く 感じ で も OK で す 。 


実際 に は 指先 は 浮き 
ませ ん が 、 指 先 が 浮 
く 感 じ で 描き ます 。 
指 は 曲線 を 描 ぐ よう 
に 描き まし ょ う 。 





ます 。 大 きく 人 息 を 吸っ 





シー/ て リラ ックス 

)| 7) / 体 が ゆる お 

人 気 が す ん だ 。 

| < ゆる み > 

/ | 宮平 常 状態 

| | // なんとなく 明る い 気分 

に な っ て いる こと も あ 
り ま す 。 


ーー | ゆる お ・ 力 を 抜い 
ーーー" た 手 


リラ ックス 


) 

0 | 

| 

{> A mm ー 


ゆっ くり 候 を 吐く と 、 ほ ぼ 
まっ すぐ に な り ま す 。 


足 の 指 を 自然 に 
まっ すぐ で 描き ま 
し ょ う 。 









定 の 裏 全 体 に 
力 が 分 散 さ れ 
て いま す 。 
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ER EE 同じ 心配 で も 、 切 迫 感 が ある 状態 で す 。 何 か が ば れ や し な いか 
ぇ が 所 じゃ な い 気 分 な ど 、 心 配 と 不安 の 表情 は ひそ め た まゆ 毛 が 決め 手 で す 。 


@ | ば れ た ら ヤ バイ 」 … 切 迫 し た 心配 こと いろ いろ 






は いて くる の 
忘れ ちゃ っ た 












アゴ を 押さ えて 
2 考え 込む ポー ズ 


没 ち 着 か な い : 藻 ち 着 か な い 状態 が そわそわ し た 動き に 出る 

浴 ち 洋 が ない 演出 も の と 、 沙 ち 着 か な い 気持 ち を 抑え る た め に の _ で Ns 
es 手 や 脚 を 組 お も の の 8 タイ プ が あり ます 。 ンー ナ 
固 ま 


せわ し な く 指 を 動か す 
机 を トン トン 叩く 


心配 の 演出 ポー 中 つ 心配 ご と を 持っ て いる と 、 体 が こわ ば り ます 。 
0 心配 の 演出 ボー スズ 「 必 配 し て 待つ 手 や 首 、 肩 な ど に 力 が 入っ て いま す 。 


アオ リ ぎ み 
視線 は 遠く を 見 る 


な ん か が 胸 も と が 苦し い の 
で 、 無 意識 に 手 を 胸 も と 
に 当て ます 。 あ れこ れ 思 
い 悩 ん で いる の で 、 指 は 
握っ て いて も 力 は 入っ て 
いま せん 。 





うつ むき ぎみ 








| | 「/ | 、 身 の 置き 所 が な い 状 態 
計り | | い で 、 座っ て 待つ ボーズ 。 - 
NN 顔 は アオ リ ぎ み で 天 を 
ぼん や り 仰ぎ ます 。 






、 


腕 に 添え た 手 を 、 ぎ ゆっ 
と 握り 締め た 感じ に する 
と 、 不 安 を 抑え て いる 緊 
張 感 が 出 ま す 。 


動作 と し て 「 頭 を 抱え // 
て 」 いる わけ で は な い |/ 
で す が 、「 頭 を 抱え て | 


いる 」 ボー ス で す 。 イ ] ン と 


ーー ここ: NE 
/ J 背筋 を 伸ばし 、 ま っ 






すぐ 前 を 向い て いま 
す 。 見栄 で 平静 を 装 
う 、 厳 格 な 性 格 設定 
の キャ ラ が 演出 され 
ます 。 
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EE 不機嫌 の 表情 で す 。 門 色 真 楽 で 言え ば 「 色 り ] の 一 つ に な り 
イラ イラ 気分 ます が 、「 抑 えた 怒り | で す 


人 気 が 立 つ / 気 が 立 っ て る 口 は キッ と つ お り 、 ま ゆ 毛 を ちょ っ ぴり ひそ め ま す 。 





つり 上 が り ま ゆ 毛 
(怒り まゆ ) 


引き 締め た ロ ca 

真剣 さ 、 緊 張 を 表現 。 完全 白眼 に する と 、 異 
常 状 態 。 バー サク モー 
ド な ど 、 狂 気 の 怒 り の 
目 に な り ま す 。 


夫 気 が 荒 れる イラ イラ し て る 、 い ら 立 つて る … | 落ち 着 か な い 」 状態 の 最終 形 で す 。 めっちゃ 不機嫌 
" そう な 感じ 。 つり 上 げた まゆ 、 目 も と の クマ や 食い し ば っ た 口 も と な ど で 「 抑 えて いる 
グ | 、 怒り 」 を 表現 し ます 。 











ほとん ど 怒 っ て いる 状態 。 で も 、 
爆発 さす られ な い の で 、 ま ゆ は 
「 困 っ た ま 了 ゆ 毛 」、 口 も 歯 を 食い 
し ば り ま す 。 


^ へ 


@ 殺気 立つ ^" ほとんど 手 気 の 状 態 で す 。 瞳 を 小さ く 白目 周 に し た り 、 カ ゲ を 落と し て ムー ド を 高め ます 。 5 


目 は に ら み つけ る よう な 三 白眼 












| に 造 い 詰め られ て (ケン カ や 暴力 が お 仕事 の 
] i 人 お 場合 ) … 怒 り まゆ 、 決 意 の 
違う 瞳 や カゲ で [心理 的 口 、 真 剣 な まな ざし な ど で 、 


に 普通 じゃ な い 」 の を 表 
し ます 。 


氷 張 感 を 演出 し ます 。 


顔 の | 動 ] か ら |「 静 | へ の 変化 
@ 気 が 休 ま ら な い @ 式 を 静め る ⑯ 気 が 沙 ち 着く ・ 気 が 休ま る 


女のコ の 場合 


壮 の 毛 は ほつれ 、 
ば さつき を 表現 








| 所 1 1 『 『 
ut WI s ¢ 記す 
| | uk tt 1 | | 
1 』 | i 
1 | | ーー | 『 
| J 
1 | リ 
| 
| j | 「 
i 『 | 
| 
『 * Fr i 1 
a EE Cs 1 
i ーー i 
" ーー a 


目の下 に は クマ 。 三 日 眼 ぎみ に し て 、 深呼吸 。 現 実に まだ 苦し い の で 、 ま ゆ ー 目 も と を 優し くす る 。 目じり が 下がる 
示 傘 が な い 、 沙 ち 彰 か な い 、 追 い 詰め 毛 は ひそ め た まま に する と 、 一 生 懸 命 目 づ つき か ら 力 を 抜く (抜け る )。 口 も と 
られ て いる 精神 状態 を 演出 し ます 。 気 を 静め よう と し て いる 感じ が 出 ます 。 も ゆる み ま す (ほんのり 笑み 口 )。 


静か に 目 を つむ お る 


リリ 1 | 
Ml [| ! ( 1 | | 1 
I / 「 へ 肩 は 少し 上 が り ま 
了 の ん す 。 気持 ち 後 ろ に 
〆 / | 


の 引か れる 感じ で す 。 
ヘン 











息 を 吸う に つれ て 
胸 は そら し ます 。 


LE 凍 雷 凍 箇 箇 箇 箇 和 者 箇 革 攻 箇 箇 和 箇 衝 還 箇条 箇 箇 箇 生還 


お じ さ ん の 場合 


"- i a 











本 ea 7 9 LF ] 1 届 
『 5 へ デ 0 
a ず i 
=k , いい 


目 を つり 上 げ る 、 瞳 は 小さ め [お ち つ け 、 落 ち 着 け 」 と 自分 に 言い 聞か ほっ と する … ま ず 第 一 に まゆ 毛 が 
引き 締め た (緊張 口 ) せる 表情 。 意 の 力 を 無理 に 行使 する の で 、 ゆる み 、 目 も と か ら 力 が 抜け ます 。 
苦し い 決意 の 表情 に な り ます 。 
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お 酒 を 飲む と 、 多 く の 場 合 感情 が 解放 きれ ます 。「 硬 い 」 
か ら 「 和 柔らか く 」 な り 、 多 く の 場 合 、 静 か ら 動 へ 同色 長 
楽 が さま ざま に 現れ ます 。 有 瞳 に 変化 を つけ た り 、 口 を デ 





⑯ いろ いろ な 酔い 方 フォ ル メ し て 描き まし ょ う 。 










骨 1 ! ! | 
| 回 1 1 \ 
| 1 | 1 | \ 
1 1 


ae 7 NE 
少し 赤く な る 程度 静か な 酒 … 楽 
(ちょ っ と 恥じ らい 顔 ) 上 品 な 酒 、 楽 し む 酒 。 飲ん で も ほとん ど 
変わ ら な い が 、 気分 は いい 








お 酒 が 入る と 気 が 

大 きく な る ぅ ? 

人 が 変わ る の よ 
あか が から あ に イ ? 










1 Mt i | 
5 | FE i 
1 1 』 『 i の が A 1 
i HH 豚 記 7 ガリ 
- 1 

ン ” ノン NN 

a 

! [ ] PR er = ! 


陽気 な 酒 … 喜 

( \ や か まし い 酒 。 や た ら 陽 気 に な る 声 も 大 きく な る 、 笑い 上 戸 な ど 
) W パ ! 

迷惑 な 酒 … 怒 

暴れ る 酒 。 絡む 、 怒 り 出す 、 酒 乱 な ど 


柔らか 


mg 


な っ た 


* a | 
RT | 


飲む 前 (酔う 前 ) 酔っ た 一 顔 が 赤く な る 。 | / = 





{| 


目 が 座る 。 口 も と が だ EE 
らし な く な る な ど 障 穫 な 消 … 氏 
泣き 出す (泣き 上 戸 )、 黙 り 込む な ど 





46  ※ い わ ゆ る 酒癖 に 「 驚 ] と 「 虚 ] は 数 えら れ て いま せん が 、 や た ら 驚 く 、 和 全く 驚か な い ケ ー ス の ほか 、 寝 て し まう 、 ぼ ー っ と する 「 虚 」 な ど は あり ます 。 


@ 横顔 の 変化 。 





飲ん だ 





普通 。 飲む 前 (飲ん で も 変わ ら 
な い タ イプ も ある ) 


縮む 笑い が 止ま ら な い ね お む お … (ぼーっと する 。 虚 ) 





酔っ て な い 時 目 が 座る も っ と 目 が 座る 。 目 が 充血 。 箇 走り まな こ 
めちゃ 目 つ き が 悪く な る 


4/ 





気分 は 心 の 動き で す 。 姿勢 や し ぐさ と し て 体 に 出る も の 
で す が 、 心 の 動き は 目 に も 強く 現れ ます 。 


づ 顔 の 向き や アン グル で 、 顔 型 や シルエット だ け で 
な く 、 目 の りん か くも 変わ り ま す 。 


レン ー デ デ に SN 
ナナ メ 向 き // グ 
i | fh が i | | 










ノ 瞳 の 動 き 還 は 上 下 左右 、 ぐ る り と 動き ます 。 


// 








う まぶた の 動き に よる 効果 限 や 目 を 閉じ る な ど 、 上 下 の まぶた が 動き ます 。 


| が / | 
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ザー ] 瞳 の 大 小 。 実際 に 、 瞳 孔 の 収 編 な ども あり ます が 、 個 人 差 こ し て 大 きい タイ プ 、 
上 の 構造 こ 障 表 現 小さ い タ イブ が あり ます 。 ま た 、 コ ンタ クト で 大 きく 見 せる こと も あり ます 。 


目 の バ ー ツ の 名 称 


上 ま 京 た 


瞳 が 大 きい タイ ブ らい 用 ジジ ルン ※ 厳 密 に は 瞳孔 の まわ り に 
ーー へ 、 彩 が あり ます 。 瞳孔 と 光彩 を 


/ rN 。 。 ひと まとめ に する と 黒い 部 分 
目 が し ら WN が 大 きき く な り 、 目 ぢ か ら が 強 
| く な り ま す 。 


光彩 (こう さい ) 


下 ま 点 た 


まつ げ を 強調 し た 場合 


光 の 映り 込み 。 景色 や 顔 を 
描く こと も あり ます 。 


NsSN イタ ー ジ 
= 人 | 


ーー に 
ーー 


較 が 小さ い タ イブ se < 放射 状 に 、 曲線 で 描き まし ょ う 。 


正面 向き の 目 で は 、 実 は 睡 は 
や や 顔 の 中 央 寄り に な り ま す 。 


ま 点 た の カゲ 





ぃ エッ ラー ギリ に 太 か どら 実際 に 眼球 は 丸く 、 瞳 も 丸い で す が 、 タ テ 長 の だ 円 形 や 、 円 形 を 感じ させ な い 
4 日 を キ し まし デザ に 年 7 て フ 変形 タイ プ な ど キ ャ ラ デ ザ イン で は デフ ォ ル メ す る こと も 多い で す 。 


\ 


2 oo N 
a 





ヨゴ ヨコ 長 の 目 リア ル 点 う の 瞳 





タテ 長 地味 目 タテ 長 黒 目 が ち 変形 キラ キラ 深い 光 を 感じ 明る さ を 感 じ さ 変形 キラ キラ 
させ る 瞳 せる 幅 
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目 の 形 を 描く こと か ら は じ め ま す 。 代表 的 な 
アン グル で の 目 の 形 の 違い を と ら え まし ょ う 。 





横向 き の 左 目 の 形 バラ ンス 。 
d ( 目 が し ら ) は 見 えま せん 。 


HAAN NN) ナナ メ 向 き は 遠近 効果 が か か り ます 。 8 と C は 少し 奥 の 方 向 に ずれ ます 。 
] 目 の 形 と 障 は 、 奥 の ほう が 小さ く な り 、 細 っ ぽく 変形 し ます 。 


b と d を つなぐ ライ ン は 、 ア オリ で 
は 上 向き の 曲線 に な り 、 フ カン で は 
と N 下向き の 曲線 で と ら え まし ょ う 。 





| | アオ リ の 目 の 形 フカ ン の 目 の 形 
アオ リ (上 向き ) RR フカ ン (うつ お むき ) バラ ンス 
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いろ いろ な 表情 顔 の 向き 、 ア ング ル 、 瞳 と まぶた の 動き を 組み 合わ せる こと で 、 い ろ い ろ な 気持 ち ・ 表 情 の 表現 が で きま す 。 





ノ [ 瞳 の 動き 瞳 は 、 丸 い 眼 球 の 表面 に ある と 考え ます 。 ま 正面 か ら は ほぼ 真 円 
〔 [ で す が 、 動 き に 応じ て だ 円 形 に な り ま す 。 
正面 アッ グル 


正面 向き の 暗 / 






ナナ メ の 動き 


ーー 


つら ど 


ナナ メ 向 き ア ング ル ) 


正面 向き の 障 


Cd 









十文字 で 瞳 の 中 心 
を と ら え ます 。 


り J 


ら 4 








も 


仙人 四 生生 三 全 球 呈 人 


| 」 
半分 つむ っ た 
[1 


半 眼 の 手前 





目 を つむ る まぶた の 動き と 、 目 の 形 の 変化 を 見 て み ま し ょ 3 う 。 








ナナ メ フ カ ン | 


唱和 


NR 
着 


eececeoeeeeeep 


つむ お り 始 め 
目 を つむ る 


/ 





| 
| 


C3( A a ( 9 


つむ っ た 目 で も 、 ま 了 ゆ 毛 と 口 の 組み 合わ せ で いろ いろ な 表情 が 生ま れ ま す 。 
っ 5 





、 ぎ ゆ っ と 目 を つ お る 


上 また と 下 ま 点 た の 曲線 に 注目 し まし ょ う 。 





り / 


和賀 上 悪 王 弄 克 委 唱 吉 章 





] ( | *] . ee ; he 」 es ! 
ュー たつ トス に CS Ft で < 
① “ ④ 


9 ③ 


上 まま 上 高 た が 
下がり ます 。 








下 ま 点 た も 上 が り ま す 。 シワ が で きま す 。 通常 は 省略 し ます 。 


人 @ 止 面 ・ や や うつ むき 





前 を 見 て いる 瞳 


前 を 見 て いる 睡 





上 目 づ か い 上 目 づ か い 








目 を つむ お る 





っ 8 


目 の 開 け 方 を キャ ラ デ ザ に 


/ 


I 月 が 


切れ 長 タ イプ の 目 な の 
で 、 お 姉さん か ふう の キ 
ャ ラ に な り ま す 。 


生か す 






0 





通常 の 目 の 形 で キャ ラ デ ザ イン する 


も の 。 上 ま 点 た は 上 向き の カー ブ 















いつ も 眠 そう な 目 。 ク 


半 眼 : し っ と り タ イプ 


半 眼 占う の 目 の 形 で デザ イン する も の 。 
上 ま 点 た 下向き の カー ブ で 取り ます 。 





セ の ある 、 味 わい の あ | 


る キャ ラフ に な り ま す 。 






ら ヨ 


日 の 形 と 瞳 で キャ ラ に いろ いろ な ムー ド や 
個性 を 与え ましょ う 。 


目 の 形 と 瞳 の 組み 合わ せ で 、 パ リエ ーション は 無数 に あり ます 。 瞳 の デザ イン 
に 見 られ る いろ いろ な 「 光 と カゲ の 表現 ] を 見 て み ま し ょ う 。 

















光 の 〇 が た くさ ん 。 瞳 の 色 UL ノー や や 黒目 が ち に な る よう に 
も 負 線 で 淡い 感じ に し て 優 W 光 は 少な め を 意識 し ます 。 
| 【 MA /」 し い イ メー ジ を 出し ます 。 N デザ イン し ます 。 瞳孔 も 大 
I 人 い きめ で 、 や や ボカ シ ぎ み 。 
N 瞳孔 ( 瞳 の ) _ 
' 中 心 ) Pd っ 
っ ヽ Ns、 ー ) もめ 
J し と や か ・ 杏 気 ・ 寂 し げ タ イプ @ マメ 
大 き な 光 の < ) 光 で りん か く が 
映り 込み 消え て いる 表現 タッ チ を 入れ る 前 
とっ 
= 





半 円 状 に 光 を 描い て 三 白 


眼 風 の 鋭い 瞳 を 演出 。 瞳 光 や 瞳孔 を 省略 。 タッ チ で 
孔 も タテ 長 に し て 少し 特 グラ デー ショ ン 状 に し ます 。 
殊 な イ メー ジ に し ます 。 





タッ チ を 入れ る 前 タッ チ を 入れ る 前 


光 を どの よう に 入れ る か を 意識 し な が ら ア ウト ライ ン を 取り ます 。 黒 い 部 分 や 色 の 
イメ ー ジ も 意識 し な が ら 、 タ ッ チ で 塗り の 濃淡 を つけ まし ょ う 。 








ーー = 
Et L | ] / a 
( ゆ 9 “ | 
= WW yy 
5 0 人 ーー で 
i A 
2 で 
大 き な タ テ 長 、 き ら び 小さ め の 瞳 。 キュート た れ 目 、 や や ミス テリ アス つり 目 。 きつ い イ メ 


や か な イメ ー ジ な イメ ー ジ で 、 寂し げ な イメ ー ジ ー ジ 
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( 気持 ち で 変わ る 瞳 ) 同じ キャ ラ 、 同じ 生気 持ち に 応じ て 、 目 の 形 と 瞳 は 変わ り ま 。 





' | PT | | 











優し い 目 、 笑顔 の 目 。 

/ 目 を 細め た 笑顔 で 、「 目 じ り を 
ーー 下げる] 言葉 の まま に 「 た れ 目 」 
を 強調 し ます 。 嬉しい 時 の 目 の 
キラ リ 感 を 出す 時 は 、 日 い 部 分 
を 多め に し ます 。 


怖い 目 、 き つい 目 。 

「 目 が つり 上 げ る 」 まま に 、 
つり 目 に し 、 ま つ 毛 も 少 
な ぬ め 、 暗 も 小さ く 、 三 白 
眼 を 強調 し ます 。 



















衣 し い 目 ・ 寂 し い 目 。 
まぶた の 曲線 を ゆる や か に と っ 
て 、 力 な く 目 を 開け て いる 感じ 
や 、 重 た いま 点 た を 演出 し ます 。 


快適 気分 、 笑 顔 の 気持 ちの 
目 。 元気 が ある 状態 で す 。 
力強い 曲線 で まぶた の ライ 
| | ン を 描き ます 。 瞳 も 白い 部 
/ 分 、 黒い 部 分 、 グ レー の 部 
ル / 即 で コッ トラ スト を つけ て 、 
くっ きり 感 を 出し まし ょ う 。 











いい も eu | 


(本 2 
し es 
L い 
1 \ 
| Ph 
『 A ロ 1 
も し 
1 | 
| Wu 
MW 1 I 
| F 
| 中 ーー 
1 a 
a i 
1 
1 





| NN ペン ぴっ くり まな こ 。 驚き 目 。 弓 Fs | | 何 も 見 て な い 目 、 死 ん で る 
へ へ な り の シャ ー プ な 曲線 で ま ぶ ーー 場 ] 目 。 まぶた の ライ ン を ほぼ 
た の ライ ン を 描き まま し ょ う 。 ! EE 直線 で 描き ます 。 瞳 も コン 
大 きく 見 開い た 感じ を 出し ま (し | トラ スト の な い 、 塗 りつ ぶ 
す 。 瞳 は 小さ く 描き ます 。 | || し た 感じ に する と 、 キ ャ ラ 
WN ー アリ / | の も 閉 さ され て いる 感じ 
| 有川 | が し ます 。 / 













虚 の キャ ラ ・ 無 表情 キャ ラ 


ピカ (気づき 効果 ) 





何気ない カッ ト に も 、 光 と 
カゲ を 利用 し て いま す 。 「 ほ 」 (赤み 効果 ) 


本 2 oi 


ューーーーーーーーーーーー「 
| 
i p ; 
Pi Fl F F = 
「 ドイ 3 
{ x Pr コ 
TE 
mmm っ 
7 PF 
の イデー ーー 
TE F が F 
Er ey Pi 
Cy J a Q 
PT a 
a 』 Ff 7 Fr 
「 ; yr が 
Fm 
T ーー nd 
: の EE | 
ry a PR | 
a の 
a PT 
# 店 デ ゴ 『 
| i 
mm コキ ーr 
F 『 『 『 
『 。 
府 F iF | 


pe 薄明 か り 。 物 体 が ある 
状態 。 まっ 黒 で 、 何 の が 見 えて きま し た 。 
も 見 えま せん 。 





5 ど 





キャ ラ の 気持 ち は 表情 や ポー ズ に 現れ ます 。 こ こ に 光 や カゲ 
明確 に し た り 


の 演出 を 加え る と 、 キ ャ ラ の 気持 ち を さら [ 


強調 する こと が で きま す 。 


意味 あり げ 効 果 (マジ 効果 ) 


説明 図 的 な 表現 





太陽 の 光 が 差 す と 、 物 体 が 
は っ きり し ます 。 


マン ガ 表 現 (省略 + デフォ ル メ 


+ 光 + カゲ ) 


EE a 


カゲ こと し て 描く 終 線 や 


ペダ で 
1. 立 体感 
ら . 色 

3. 質感 


3 つの 要素 が 組み 合わ #$ 
さっ て 、「 ム ー ド ] の 効 8 





四 


な ど を 表現 し ます 。 


、 果 が 生ま れ ま す 。 


ei 
し 』 a mm 
Nr We 


Mh a rl 


ーー 
yk 





カゲ を 入れ な い 場 合 。 
光源 も 考え ませ ん 。 





上 か ら や や 強い 光 。 
少し 濃い カゲ が で き 
ます 。 





ま 下 か ら 人 引い 光 





光源 の 場所 に よっ て 生じ る カゲ 。 光源 と は 、 太 陽 や ライ ト の こと で す 。 


どこ か ら 光 を 照ら すか に よっ て 、 カ ゲ の 位置 が 変わ り ます 。 作 画 で は 、 
この ライ ト の 位置 を 日 分 で 考え て 決め て 描き ます 。 





ナナ メ 左 上 か ら の 弱い 光 。 
カゲ の 色 は 薄め で す 。 ど ご 
く 簡 単に ちょ っ と カゲ を 
入れ た い 時 に 利用 し ます 。 





ま 横 か ら 強 い 光 

濃い カゲ で す 。 カ ゲ の 色 
を 薄め に すれ ば 、 弱 い 光 
が 演出 され ます 。 





ま 後ろ か ら 強 い 光 (逆光 ) 
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か 


ら の 区 


上 半身 の カゲ 





ま 横 か 








= ューー 
ーー ーー 
ko ー- 








ま 下 か ら の 光 


54 


複 A 光 に fF 次 カ ゲ 光源 を 2 つ 以 上 設け る 効果 で す 。 太 陽光 だ け だ っ た ら あ り 得 な いよ うな カゲ が で きま す 。 
i ee 立体 感 に 加え て ミス テリ アス な ムー ド を 出し た い 時 な ど に 用 いま す 。 


光源 ( 光 ) 












単 一 光源 の 効果 。 明暗 
の み で す 。 





複合 光源 の 効果 。 明 中 暗 






が で きま す 。 
ナナ メ 左 上 か ら の Ps ら の 只 い 学 
弱い 光 
カゲ の 部 分 が 組み 合わ さり ます 。 
明る い 部 分 は 洲 り ます が 、 明 中 暗 
が で き て 、 存 在 感 が 深まり ます 。 


逆光 を ベー ス に し た 祝 合 通常 は 逆光 で は カゲ で まっ 黒 に な り ま す 。 ぼんやり 明る いと ころ を つく 
9 だ こし た 複合 光 = る 「 手 心 を 加え た 演出 」 で 、 顔 や 表情 を 見 せ た い 時 に 用 いま し ょ う 。 





通 和 の 逆 6 





光源 を 考え る カゲ と 人 違い 、 伝 統 的 な 手法 と し て の タッ チ や 斜線 を 主体 に 用 いま す 。 
実際 に で きる カゲ の イメ ー ジ を 利用 する も の や 、 斜 線 に よる 色 表 現 な ど が あり ます 。 


* ーー ーーーーーーー- ー・ ーー: 5 
上 I Lt s] 計 
| 1 9 | a 


























メ ! ) / / 
| | | パル kB | 


ーー ヒー 顔 の 赤み の 終 線 を 必要 に 応じ て 加え まし ょ う 。 ちな み に [ 坪 | 又 逆光 を 利用 し た 斜線 カゲ 。 人 迫力 や 重 苦 し さ を 演出 し まし ょ う 。 
CF は キャ ラ そ の も の が 「 光 を 出し て いる 」 状態 で す 。 2 


色 表 現 (赤み や 青ざめ 感 ) の タッ チ 、 暗 い 気 分 を 反映 し た 「 顔 カゲ 」、 気 づき の 「 ピ カ 」 な ど 。 
組み 合わ せ て 演出 し ます 。 必要 に 応じ て 、 こ れ に 「 立 体感 の カゲ |] を 加え まし ょ う 。 


I 


/ Kj | 













| 
・ 
| 4 
1 
1 
| 
ーーー 
ーー 









育 景 も 暗め の も の が 効果 と し て よく 利用 され ます 。 


( ST 喜 : 別 パ \ー ジ ョ ン 。 顔 赤み Up 怒 : 別 バージョン 。 上 か ら の 光 
| を 利用 し た 顔 カ グ 効 果 
| | 
UI 
\ \ N = 
EE _ = 3 | ) 2 9 
ーー | 青ざめ | の タテ 線 。 基 本 的 に 「 陰 ・ 暗 い 」 イメ ー ジ な の で 、 い NNN、- ググ | 胃 : 0ー ジ ョ ン 。 下 か ら 5 の 光 と 
宮 NN / |/ / | 上 か ら の 光 で で きる カゲ を 合成 す 


る イメ ー ジ で す 。 
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シレ ーー 


eu 
く E ノ タッチ の 効果 は ほとん ど 不要 で す 。 立 体感 や 輝き 感 
の 演出 と し て 、 髪 の 毛 の て か りや 軽く 顔 カゲ を 沙 と 

し て 、 立 体感 を 強調 する こと は あり ます 。 








暗い 虚 な ら 「 哀 ]」 の タテ 線 、 明 る い 虚 な ら 「 楽 」 の 赤み を 
表す 対 線 な ど 、 目 的 に 応じ て 描き 込み ます 。 





虚 : 暗い タイ プ 。 哀 表 現 を 利用 
し て 、 深 刻 な 雰囲気 を 演出 。 


FF 


| 


顔 に 赤み の 終 線 や 、 目 の 下 に 驚き 強調 の 「 ク マ ]」 斜線 
を 加え る こと が あり ます 。 ま た 、 他 の 感情 と 交じっ た 
驚き も 多い で す 。 








hr 


驚 : 喜 タ イプ 。 口 と まゆ 毛 で 喜 
び 表 現 。 顔 に 赤み の 斜線 を 入れ 
ます 。 


区 : 哀 タ イプ 。 目の下 に タテ 線 
を 入れ ます 。 















































虚 : 明 タ イプ 。 ぼ ー ッ と し た 感 
じ 。 口 が 決め 手 で す 。 


6/ 


立体 表現 の カゲ 効果 は 、 マ ジ 気 分 や キメ 気分 な ど 、 迫 力 や 重き 
を キャ ラ に 与え たい 時 に 用 いる こと が 多い で す 。 お も に 存在 感 






左 か ら 差 す 光 で 
で きる カゲ を 応 
用 し まし た 。 


上 の 脇 や 顔 の 側面 、 ア ゴ の 下 に ちょ っ と カゲ を 入れ た だ け で 、 
キリ ッ と し た 表情 に 、 気合 い (真剣 さ ) が 加わ っ た た 演出 効 
果 が 生ま れ ま す 。 


際 の 日 を 拡大 。 
日 い 部 分 を 多め 
に つく り ま し た 。 





本 来 カゲ に な る 目 の 
部 分 も 効果 と し て 日 
く 抜 いて いま す 。 


ほお に 小さ く 光 が 当 
た っ て 、 光っ て いい る 
演出 。 顔面 に アク セ 一 一 一 
ント が 生ま れ ま す 。 





逆光 演出 を 利用 し ま 
す 。 際 が 曰く な る 現 
昌 を 反映 し 、 実 際 に 


りん が か くに そっ て 、 
際 (きわ ) を 白く 
抜き ます 。 


は カゲ の 部 分 は 均一 

の 濃 さ に し ます 。 
カゲ の 部 分 の 指定 。 よ り ミ ステ リ 何気ない 「 楽 」 の 横顔 に 、 目線 を こち ら に 向け て 逆光 効果 を 与え た 
アス ムー ド を 出し た い の で 、 瞳 の も の 。 意味 あり げ な シー ン に 効果 が あり ます 。 
位置 も 憶 正 し まし た 。 
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Pe 





キメ 気分 。 カゲ を 入れ る 前 


ほん の 少し カゲ を 落と の カゲ を ベタ 状 (濃い 色 ) に 
す だ け で 、 充 分 決ま り し て コン トラ スト を 強調 。 
ます 。 イン パク ト 感 は 絶大 で す 。 


キュ ー ト & セクシー が テー マ で す 。 顔 
の 赤み 表現 「 楽 ] に 立体 感 の カゲ 効果 
を 演出 し まし た 。 光源 (太陽 ・ ラ イト ) 
の 位置 は ほぼ ま 上 に 設定 し て いま す 。 





前 


カゲ を 加え た 部 分 





カゲ の イメ ー ジ も 描き 込ん だ 
下 描き 完成 。 カ ゲ の エッ ジ ( 境 め ゆめ ) を 入れ な い バ パー ジョ ン 。 カゲ の エッ ジ を 入れ る タイ プ 。 
肉感 が ソフ ト な 印象 に な り ま す 。 キリ ッ と し た 印象 に な り ま す 。 
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レフ 板 -1 


単 一 光源 (片側 か ら の 光 ) で も 、 光 の 
反対 側が 薄い ダレ ー に な っ て いる こと 


サプライ ト ら 8 
が あり ます 。 これ が 反射 光 効果 で す 。 サブ ライ ト 3 2 
床や 、 ま わり の も の に 当たっ て は ね 返 

っ た 光 に 照ら され て で きる 部 分 で す 。 撮影 現場 で は 、 幾 つも の ライ ト や 反射 光 で 、 普 通 は 


あり 得 な いよ うな 印象 的 な カゲ 効果 を 生み ます 。 


eh] TR 
反射 光 と 複数 の 光源 を 想定 し た カゲ 効果 。 
光源 が 太陽 や ライ トー つ だ と 思っ て いた ら 理 解 で き な い も の に な り ま す 。 カ ゲ つ け は 
必要 に 応じ て 、 複 数 の ライ ト や 反射 光 を 考え な が ら 行 いま し ょ う 。 


レフ 板 (反射 板 )。 反射 光 
を 意図 的 に つく る (与え る ) 
板 状 の 道具 で す 。 


レフ 板 に よる 

演出 効果 

・ 明る さ の 違い を つく る 
(明る め 、 暗 め な ど ) 


* 反射 光 が 当 た る 場所 や 
範 団 を コン トロ ー ル す 
る (広げ る 、 狭 め る な ど ) 








2。 
キャ ラ の 気質 を 
描き 分け よ う 


明る い 性 格 
( 





呈 


7 1 


白 た = と へ = 陽気 は 明る さき 、 元 気 、 活 発 さ な ど に 通じ 、 陰 気 は 暗 き や 
了 坦 拒 | メレ お と な し さ な ど に 通じ ます 。 


全体 印象 の 違い 





華やか で 目線 を こち ら に 向け る 「 陽 ] と 、 地 味 め で 目 を 合わ せな い 「 陰 」。 
姿勢 や 背 型 、 衣 装 や 衣装 の 色 な ど 、 対 照 的 に デザ イン し まし ょ う 。 


頻 型 は 、 額 が 少し で 際 の キャ ラ 
ーー 








も 見 える スタ イル に す 
る と 明る い 感 じ に な り 
ます 。 









呈 の 毛 で 額 を 完全 に 
隠す と 、 暗 い 感じ の 
印象 与え る こと が 


で きま す 。 
目線 は まっ すぐ 


| 前 を 向き ます 。 


視線 を 落と し た り 、 
そら し ます 。 





\ 
\ 


ee 人 を 
衣装 は 動き や すい も = 本 


L 


の 。 ポ ティラ イン が | 


は っ きり わか る シル | A \ 
エッ ト の 服 や 、 短め | 一 /- | \ 
の スカ ー ト な ど 





/) 衣装 は ヒザ 丈 以上 
「/ の 長 さ の スカ ー ト 。 
スタ イル も 見 せな い 
ハ ゆっ た り め の も の 


| 


a L 
_ |  \ 
a ュ 1 Tt | 
J 了 Pi 1 \ \ Ss ーー 
P 『 | WM デ 


PT TT ルン WN 


華やか さや 可愛 ら 
し さ を 演 出 


1 


/ [ 
| 

| | 
1 | 


1 
| 


| 


a 
a 


日 ・ 淡 い ピ ンク や ブル ー な ど 、 華 や か な イメ ー 
ジ に する と 「 陽 」 の 印象 が 強く な り ま す 。 感じ や 落ち 着い た イメ ー ジ を 与え まし ょ う 。 


黒 や グレ ー な どの モノ トーン に し て 、 地 了 味 な 
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/ 
姿勢 ・ シ ル エ ッ ト の 違い | 
@ 顔 の 向き の 特徴 履 の も 部 人 が | 


ノ PhS. 


に 


ーー 


ーー 髪 の モ の 生え 
ぎわ 


陽 タ ィ プ / 


| 


1 
』 


少し 上 を 向く 
(上 向き ぎみ ) 





上 向き の 曲線 


元気 で 明る い 印 
象 に な り ま す 。 
自然 な 局 の ライ ン 





0 勤 さ 万 の 特徴 


陽 タ イプ の 女のコ キャ ラ は 、 
貞 を 横 に か し げ る 、 肩 を ち 
よっ と 上 げ る な ど 、 ア ピー 
ルポ ー ズ が あり ます (男子 
の 陽 タイ プ は ま 正 面 向 きか 、 
や や 上 向き )。 





キャ ラ デ ザ の 領域 か ら 
森田 和 明 アド バイ ス 


スト 





/ | 通常 の ま 正面 
で # 


落 の 毛 の 部 分 が 
多く な り ま す 。 


陰 s ィ テッ // ヾ さい 


ぎわ 








少し 下向き 


下向き の 
= い 

" 元気 が な い 感 じ 
月 を 下 け ま 1 、 に な り ま す 。 


悲し げ ・ 寂 し げ な ムー ド に 向い た シル エッ ト 








陰 タ イプ は 顔 を アピ ー ル 
し ませ ん 。 顔 を そお け て 
うつ むき ぎみ な ど 、 対 岩 
(正面 か ら 向 き 合う こと ) 
を 避け ます 。 





ま 了 息 毛 と 口 の 距離 が 

長い ほど 「 陽 」 | 
| 短い ほど 「 陰 」 の 度合 い が 」 
、、 大 きく な り ま す 。 [ 


「 顔 の バー ツ の 配置 、 い わ 
陣 る キャ ラテ デザ す る 時 も 
な ん で す が 、 ま 了 毛 と 口 
の 位置 関係 で も 、 遠 いか 
近い か で 、 明 る く 見 える 陽 
タイ ブ と 、 ど っ が 暗い 、 際 
タイ ブ の キャ ラ に な る …」 
(森田 和 明 談 ) 
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ー 陽気 さき は 、 笑 顔 と ハツ ラ ツ と し た 動き に 現れ ます 。 気性 と し て は 
陽 式 な キャ ラ 楽天 的 、 楽 観 的 、 天 真 制 温 な ど 。 

























容 勢 や 顔 は 上 向き 
ぎみ で す 。 





下面 向き = 少し 上 向き 


ワン ボイン ト : 顔 の 角度 (横向 き ア ング ル )。 
上 向き ぎみ や 正面 向き の 微笑 み で 、 自 然 な キャ ラ の 明る さ 
が 生ま れ ま す 。 


肢 を 外 に 開く 感じ に 
する と 、 開 放 感 が 出 
て 、 動 き に 陽気 ご が 
出 て きま す 。 


アゴ を 引く と 、 同 じ 笑 顔 

| で も 微妙 に 含み の ある 表 

ーー 情 に な り 、「 陽 気 さ ] と 
は 印象 が ちょ っ と 違う も 
の に な り ま す 。 


M 
少し 下向き 


[陽気 ご] を 演出 する キー 

ワー ド は [純真 」[ ル ツラ ツ 」 
[楽し い 」。 見 て いる ほう が 、 
楽し い 気分 や 明る い 気 に な 
る の が 、 こ の キャ ラ の ウリ 。 
笑顔 を 描き まし ょ う 。 





歩く 容 勢 は や や 前 傾 。 歩 
幅 を 大 きく し て 、 弾 ん で 
いる 感じ に 描き まし ょ う 。 
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デザ イン と 表情 の ポイ ント 



















リノ "ショート へ ア 、 ま と 


| ) め 髪 (ポニ ー テ ー ル 
00、 な ーー な ど ) は スポ ー テ ィ 
な り ます な 印象 の キャ ラ に 向 

いて いま す 。 
ま 防 … ひ そめ な い 。 
ゆる や か な カー ブ 





瞳 が 小さ い キ ャ ラ や お と 
な 顔 ( 目 と 口 の 距離 が 苑 
れ て いる ) の 場合 は 、 沙 
ち 着 いた 印象 に な り ま す 。 


微笑 み を 主体 に すれ ば 、 ど ん な デザ イン 
で も 陽気 さ は 出 ま す が 、 髪 の 毛 が 長 いと 
「 お と な し そう 」 な 印象 に な りや すい で す 。 


ちょ っ と 危な い 個 性 派 お 姉 様 。 明る さ 、 元 気 、 解 放 的 、 活 動 的 、 
笑顔 な ど 、 陽 気 キ ャ ラ に 必要 な 要素 を 全て 満た し た 「 陽 気 キ ャ ラ 」 
で す が 、 性 格 、 気 性 、 嗜 好 性 の 要素 を ひと ひね り し た [5 気質 ] 
キャ ラ 。「 裏 の 性 格 (8 面 性 )] な ど 、 ド ラマ ティ ッ ク な 設定 は 


陽気 に 生き シリ アス に も コメ ディ に も 生き て きま す 。 


| 





際 式 な キャ フラ の 衣装 デザ イン 
@ 陽気 な 気分 を 反映 し た ファ ッ シ ョ ン 












コン セプト … 楽 し い 気 分 を 
反映 し ます 。 

・ 可 愛 い … ひ けら ひら し た 感じ 
や リボ ン な ど 。 

・ 明 る い 色 合い 。 薄 い 黄 色 や 
淡い ピン ク な ど 。 





スポ ー テ ィ な 面 を 強調 し 
た 衣装 。「 陽 気 な キャ フラ] 
は | 元気 キャ ラ ] に 通じ 
ます 。 


シュ シュ を リス ト 
バン ド に 


プレ アー スカ ー ト 


里子 の 坦 会 陽気 な 気分 を 衣装 に 反映 する こと は 少な いよ う 
@ カイ の 場 生 で す 。 また 、 女子 より 衣装 の バラ エ テ ィ 度 は あ 
メグ koo り ま せん 。 自 分 の ポリ シー に 応じ て 、 カ ッ コ 良 
プ // A さ 、 ク ー ル な どの 「 自 分 スタ イル 」 は それ な り 
| 6 Ol に ある の で 、「 こ いつ は 気分 に 応じ て 明る い 色 
合い ・ 暗 い 色合い な どの 服 を 選ぶ キャ ラ 」 か 、 

そう で な いか を 決め まし ょ う 。 


ン ルル 


「 明 る い 気 分 だ か ら 服 の 
気分 を 変え て こん な の 
に し て みた 〆」 
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 。 .。。 右 づ みき ' 「 陽 気 な キャ ラ 性 」 は 「 優 し い 感じ ] に ち も つ な がり ま す 。 特に 年 配 者 の 場合 、 

際 所 な 年 配 首 au が 俊 し い 陽気 さ は 年 齢 の 厚み かと し て 「 穏 や か さ 」 や 「 優 し さ 」、「 親 し み 」 な どの バ パーソ 
ナリ ティ と し て 反映 され ます 。 
気 の い い お ば さん ング シン 

… 明 る くっ て 親切 (Nf ング TESSPL 

力 を 抜い て リラ ックス し た ま ea | | …' 穏 や か で 親切 。 優 し 

へ 、。 了 ゆ 毛 の ライ ン と 、 笑 み を た た | リノ グ 一 = _ !| げ な まゆ 毛 と 、 楽 し げ 
| えた まな ざし を 描き まし ょ う 。 MS で FY に 語っ て いる 口 も と で 、 

NA | 話し や すく て 落ち 着く 


0 NW / 感じ が 出 ま す 。 何 気 な 
\. い ボ ポロ シャ ツ の 清潔 感 





| TT も 好 印 象 の 要素 で す 。 
ク ググ / ン ノン 
| i k | 
/ 笑い 目 の り ん が く 。 ン 員 > 
上 まぶた と 下 ま ぶた 」 | 
, の 曲線 ライ ン に 注目 | 導 0 
A し まし ょ う 。 \ Ye \ 


所 立 て の いい 女 持 (お か み ) 

… 気 が 利く 、 親 切 。 明る く て 、 な 
ん か 顔 を 見 る と 落ち 着く と いう 魅 
力 を 持つ キャ ラ で す 。 若 々 し さと 
元気 が 特徴 で 、 目 と 口 も と が 決め 
手 に な り ま す 。 


目 : 瞳 は 小さ く て も 、 ぽ ばっ ちり 
し た 目 で 、 若 々 し い 印 象 に な り 
ます 。 

口 : 大 き な 口 を 開け て し ゃ べ る 
の が 、 屈 託 の りな さや 親近 感 を 与 
\ えま す 。 


まゆ 毛 の 形 と 口 も と だ け で 、 目 の 形 や 瞳 の 大 き さ に 関係 な く 優し い 感じ 
が 出せ ます 。 








ちょ っ ぴり キツ い 目 ば ぱっ ちり し た 目 た れ 目 
(知性 派 風 ) (スポ ー ツ 派 敗 ) (お っ と り 風 ) 


ほん の 少し 首 を 傾け る 仕草 
は 、 陽 気 さ を 演出 し ます 。 
が わい らし さだ け で な く 、 
優し く 応 じ る 演出 に も 用 い 
ます 。 





作画 ポイ ント 
・ 了 ゆる や か な 弓なり の ま 了 ゆ 毛 
・ 笑み を 浮か べた 口 も と を 描き まし ょ う 。 


の が 


@ 気 が 若い オヤ ジ 





シワ の 線 は 必要 最低 限 に し て 、 


描き 込み すぎ な いよ うに し ま 
し よう 。 


体 の ライ ン が 出る と カッ コ 良 く な り ま せん 。 オ トコ の 衣 
装 を 描く 時 は 、 体 の ヲイ ン を 隠し て 、 カ ッ コ 良い シル エ 


ッ ト を 心がけ まし ょ う 。 





胸 を 張っ た 容 勢 で 描き を ます 。 ジャ ケッ ト と パン ツ シ ル エッ ト で カッ コ 良 く 見 せま し ょ う 。 
本 来 の 体 の ライ ン を 服 で 隠し 、 服 で カッ コ 良 く 見 せま す 。 


スー ツ ス タイ ル : 立ち ポー ズ で キメ る 


・ メ タ ボ タイ プ 6 御 絢 
の 場合 MP 






・ 通常 タイ プ 
の 場合 


RN 局 に あま り 丸 み 
NNN を 持た せま せん 。 
NN = N | ン 
病 を が っ ちり こい / 
見 せま す 。 _。 \ ご ご 
/ mh ) 
I 
| ! 












服 の ポー ズ で 
すさ 問 を つく 
り ます 。 
オヤ ジ 体 型 ll Un 
※ー 般 に 胴 長 、 短 足 、 と | いい MN 
いう 場合 の 「 肌 長 ] は 、 | 、 
頭 部 か ら 股 ま で を と ら え | 
ます 。 1 ] 4 
| \ 1 
人 1 | 。。 上 服 和 と 妥 線 は 直線 的 な シル エッ 
a | || し ト に な る よう に 描き ます 。 
ll 壮 主 
| | J hs 
h ュ メタ ボ オ ヤジ も カッ コ 


_ 良く な る ! 


スソ が か か る 
くら い に 


カジ ュ ア ルス タイ ル の 場合 


ダー、、 ヽ カッ コ 良 い 着 こなし … セ ンス が ある 


SN 





いま いち の セン ス 


びっ ちり し て 
体 の ライ ン が 
むき 出し に な 


ペー ゆとり が あり っ て いま す 。 


ます 。 


い サイ ズ に 少し 


少し 丈 に 了 ゆ と り が 
あり ます (スソ が 
款 に か か る )。 


= 


店 た 


、 や へ NN、 、 靴下 が 見 える 


似合わ な い フ ァ 
ッ ジ ショ ン 


気 が 若 い お 年 寄り 












控え め の ネ ッ ク レ ス 
を ダブ ル に 、 シ ョ ー 
ル 。 ド レス コー ド を 
、 意識 し た の 





三 つ 揃い に ハッ ト と 
ステ ッ キ で キメ まし 
た わ 






理想 や 希望 を 見 すえ る 輝き を 持っ た まな ざし 。 
まゆ 毛 を キリ リ 風 ( 目 に 少し 近づけ る ) に する こと で 、 
失わ な い 意 志 が 宿り ます 。 


- ー いた ずら っ 気 や 、 な ん か 楽し そう な ムー ド を 
/ ググ / ー N た た えた まな ざし 。 





奈 目 っ 気 の あ る 、 何 か 企ん で いる 
よう な まな ざし 。 目 の り ん か く と 
まゆ 毛 の 効果 で す 。 
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老人 の 顔 
る お じい さん を 描い て みよ う 


ー 髪の毛 の 生え ぎ 
ーー わが 後退 し ます 。 










ンーー ヒ タ イ 部 分 に 波 
線 状 の 長い シワ 
が で きま す 。 


、 ツー 頭 が い 骨 の ヘリ 
| が 見 えて きま す 。 


レー 目 が くぼん で で 
| きる シワ で す 。 


目じり に で きる 
ジワ 。 カ ラス の 
定跡 と も 言わ れ 
ます 。 


「 ノー 注 袋 の シワ が 大 
さく な り ま す 。 


ーー ほう れい 線 
鼻 の 肪 に で きま 
す 。 


正 両 | で 還 庁 2 4 へ 、 ーー PH の 際 に 源 い ッ 
= S で ワ が で きま す 。 


ーー 肉 が 減っ て ノド 
OR も と の スジ が 浮 
い シ ワ が 出 き 出 し て きま す 。 
ィング ン ーー - ここ ます 。 


\ 





a KY 
pa I 
J "トメ 
首 の シワ は よれ よれ 
AA へ ヽ / と し た 線 で 描き ます 
3 4 | ーー (着い 時 か ら で き ま 
ンー す が 、 若者 の 場合 は 
レデ ルー シャ ー プ な 線 を 用 い 
ナナ メ の ます )。 
頭頂 部 まで は げ 上 が / 
っ て いま せん (この 
キャ ラ の 場合 )。 
首 の 後ろ 側 に シワ が 


で きま す 。 正面 側 と ーー 
違い 、 上 向き の 曲線 
で す 。 







/ 


アゴ も と に も 骨格 の ヘリ 
が シワ と し て 出 て きま す 。 





ほお 骨 の へ リ が 出 て 
いま す 。 


頭 が い 骨 の へ リ 


シワ は 皮 の た る み で す 。 | 皮 の た る み ] を 意識 し て 描き まし ょ う 。 


が 浮き 出し て い 


ます 。 









ーー 
ーー ーー 
ーー ニー 


る お ば は あさ ん を 描い て みよ う 男性 (お じい さん ) の 場合 と 、 現 れる シワ は 基本 的 に 同じ で す 。 











/ ほう れい 線 の 曲線 で 、 
お じい さん より ふく よ 楠 





か な 感じ を 出し ます 。 女性 の ほう が 男性 より 
脂肪 が 多い の で 、 細 か 
い シ ワ が や や 多め で す 。 
ノド も と の スジ の 浮き 出 
し も 、 お じい さん より ソ 


フト に し まし ょ う 。 


ナナ メ の 直線 的 な 首筋 
の 線 を 描か ず に 、 曲 線 
的 な 弓なり の シワ を 長 
く 入 れ ま し ょ う 。 


さ が 出 ます 。 若年 層 に 用 い 
* る と 、 [疲れ た 」 感じ が 出 
~ ます 。 


り | *、 ほつれ 骨 表 上 。 生 記者 っ ほ 
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A = ーー 陰気 さき は 、 元 気 の な さ 、 姿勢 の 悪 き 、 不 機嫌 そう な 表情 な どの 「 暗 さ 」 
際 所 な キャ 2 が 特徴 で す 。 元気 に 見 えな い キ ャ ラ を 描き まし ょ う 。 
特徴 … 時 っ ぽ さ 

= @ 陰気 な 表情 の 特徴 






| NI 豆 は 下向き 
NN 上 目線 は 下向き や 、 
まい 者 村 に そら し ます 。 










派手 な 髪型 や 衣装 の キャ ラ は 、 
いま ひと つ 「 陰 気 な キャ ラ | に 
見 えま せん 。「 不 機嫌 そう 」 と か が 、 
単純 に 「 辛 気 / し ん きく さい 顔 
友 し て いる 」 な ど と いわ れ ま す 。 








| 笑っ て も 寂し そう と か 、 
] 不機嫌 そう 、 つ ま ら な い 、 苦 し そう な どの 表情 が 基本 で す 。 不気味 に 見 える 演出 を さ 
' 気性 と し て は 内 向 的 、 悲 観 的 、 考 え 込み すぎ な ど 。 れる こと が あり ます 。 


悪い 色 の 服 








1 
アイ コン 占う 表現 
目 も と の カゲ や 、 全 体 に 暗 
さ ( 黒 っ ぽ さ ) を 出し ます 。 





歩幅 は 狭い で す 。 八 
キハ ルキ と 歩か な い 成 
じ (元気 の な さ ) を 
演出 し まし ょ う 。 





顔色 が 悪 
現し ます が 、 こ れ に 加え て 下向き 、 
こち ら を 見 な い 、 わ け も な く 眉 を ひけ 
そめ て いる な どの 要素 を 加え る と 、 
障 気 な キャ ラ 性 が 出 て きま す 。 


能 の 毛 や 衣装 に 動き を 
与え る と 、 ド ラマ チッ 
ク に な る の で 、 「 際 ] の 
ムー ド が な く な り ま す 。 





8 ど 


隙 気 キャ ラ の 
@ ポ ジテ ィ ブ アレ ンジ 








カゲ の ある キャ ラ は 魅力 的 な 味わい を 


中 A 


| 
IEE 
I 







気 に 病む … 心 配 事 や 不安 に と ら わ れ て いま す 。 重度 の | 不 機 議 キ ャ ラ 
場合 、 心 記 ご と を 抱え る こと を ステ ー タ ス に し て いる | ま 正 面 を 向 か な い 。 目線 を そら す 。 左右 非 
場合 も あり ます 。 対称 の まゆ 毛 や 、 へ の 宇 型 の 口 を 用 いま す 。 








辛 気 くさ い (し ん きく さい ) 
「 辛 気 … つ らい + き 」。 つら 
い 状 態 、 苦しい 状態 。 外 見 
だ け か ら 無 責任 に 「 不 景気 
な ツラ 」 と 言わ れる こと も 
あり ます 。 


ミス テリ アス な キャ フ 

伏せ 目 。 く っ きり マユ 、 が すか が か な 微笑 み を 

浮か べた 口 も と な ど 、 口 も と に 感情 を 出す 

6 2 だ け で 、 自 信 や 穏やか な り に も 元気 な 感じ 
| 補 記 

SN 棒 立 ち カ 決め手 が 出 ま す 。 


同じ 「 心 配 そ う 」 な 顔 で も 、 心配 し 
て の ぞ き 込む 場合 な ど は 相手 を 見 す 
える 目 と 語り か ける 口 で 「 元 気 」 な 
状態 が 表現 され ます 。 前 か が みぎ み 
の ポー ズ も 重要 で す 。 


@ 心配 顔 @ ポジ ティ ブ な 心配 顔 


心配 し て いる 顔 の 特徴 

ま 了 ゆ 毛 … ひ そめ て いま す 。 
目 … 開 いて いて も 、 見 て 
いま せん ル ん 。 

口 … 笑 っ て いま せん 。 





前 かがみ に な っ て な い 場 合 。 
役者 と し て は 演技 の シロ ウ 
ト に 人 見え ます 。 
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まっ すぐ 立つ 前 か が み 
姿勢 が 良い 姿勢 が 悪い 


@ 頭 ・ 首 ・ 胴 の つなが り 
a a 

/ | し 

ケル プ 





ーー 








、』 』 
首 は 頭 部 に ナナ メ 首 と 胴体 の つなぎ 


TT 、 寺 





姿勢 が 良い … 「 陽 ] 姿 支 が 悪い … | 隊 」 の 角度 で つい て い の 目安 。 水平 
明る さ 、 若 さ な ど 元 気 な イメ ー 暗 さ 、 疲 れ な ど 際 気 な ます 。 は な く 、 ナ ナメ の 
ジ に な り ます 。 イメ ー ジ に な り ま す 。 ライ ン で す 。 


# 正面 か ら 見 る と 、 肌 
NN 、1 体 に 顔 が 埋まっ て い 
人骨 | / る よう に 見 えま す 。 





会 釈 程度 の 前 か が み の 場 合 


姿勢 が 良い 場合 。 ア ゴ と 肩 の 距離 は 前 か が が みぎ みな ど 、 姿 勢 が 悪い (猫背 ) 
場合 アゴ と 肩 が 近づき 、 首 が ほとん ど 


離れ て いま す 。 
見 えな く な り ま す 。 
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本 ・ ン ソン ぎみ の 作画 次 勢 が 悪く な る に つれ て 、 頭 部 に 隠れ る 腸 体 部 分 が 多く な り ます 。 
る ナナ メ 同 でき ドド カン を は の 上 胸部 ( 首 - 肩 お わり ) で 体 の 厚み を と ら えて 描き まし ょ う 。 


アタ リ | | 


上 胸部 A MA 
( 首 - 肩 ま わり ) | 





こい 


2 
| N \ | 


に \ 3 | | | || | 
NN A 
| | NN \ | | SA | / \ 
電 1 1 \ | | い | ] \ 


N | 


で 


かい 








姿勢 が 良い + まっ すぐ 前 向き 姿勢 が 悪い + うつ お むき ぎみ 腰 の 曲がっ た 老人 姿勢 
「 気 が 張っ て いる 」「 元 気 な 時 ] な ど 「 肩 を 落と す 」「 気 を 落と す 」「 気 が 
抜け る 」「 元 気 が な い 時 ] な ど 





\ | N ] ' | ] [ トド | \ 
ニタ | INNII NS 


元気 で 健康 そつ な 青年 何と か し た い 気 持ち は ある けど 、 普通 に 元気 な お 年 寄り 
な ん か 元気 が な い 、 ぬ めん どく ぐ くせ ー、 
と いう 気分 の 青年 


0 子ども の 場合 < 


ジ / 和 < 元気 そう に 見 える 


衝 本 ノ 


。/ ざさ デズ ーー 」 | 向き 。「 気 が 老い て る 」 

あめ 、、 て 走る な ど 、 動 き (活発 感 ルレ し 隊 で す 。 心から 疲れ 

| | )7 | て いる よう に 見 えま す 。 
1 


疲れ て 見 える 
子ども 


姿勢 が 悪い 。 と ぼ と ぼ 
歩く 。 伏 せ 目 が ち で 下 







a 





よう 。 顔 も 上 向き ぎみ に 
する と 効果 的 で す 。 





A 
手 は 意志 や 気持 ち を 表し 
a ます 。 握っ て いる 時 は 、 
歩幅 は 狭い 心 は 疲れ て いま せん 。 





/ 


歩幅 は 広い 
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た = コテ ーー 強気 は ポジ ティ ブ 、 積 極 的 。 暗 気 は わり と ネガ ティ ブ で 
忠和 と ロス 消極 的 で す 。 
i 


: 強気 キャ ラ は つり 目 で 活発 、 麗 気 キ ャ ラ は た れ 目 で お と な し そう 
全体 印象 の 違い に 見 える デザ イン で す 。 


















人 @ 95 


強気 キャ ラ は 自信 家 。 
攻撃 的 。 あ か ら さ ま に 
好戦 的 で な く て も 、 万 
事 に 積極 的 。 


登場 シー ン で 目線 を 
こっ ち に 向け る と 、 
弱気 感 が な く な り ま 
す 。 


弱気 キャ ラ は 受け身 、 引 
っ 込み 思案 。 目線 を そら 
| し た が る 、 伏 せ 目 が ちな 
// ど で 「 翌 気 」 が 表現 され 
ます 。 


が AN 
ky 









【 ツジ CI 
N [ 
シグ 


※ 女 の コキ ャ ラ の 場合 、 体 に 


自信 を 持っ て いる の で 見 せつ ※ 女 の コキ ャ ラ の 場合 、 すごい 紀男 
ける と いう 演出 も 多い で す 。 プロ ポー ショ ン で も 見 せ た が り ' 
ませ ん 。 
強気 な キャ ラ … 気 が 強い 。 前 に 出る 弱気 な キャ ラ … 気 が 弱い 。 後 ろ に 隠れ た い 
見 る か ら に 活発 そう な キャ ラ が わか りや すい で す が 、 外見 や 障 気 な キャ ラ に 思わ れる こと も あり ます が 、 陽 気 な キャ ラ も 
人 当たり は 穏やか と いう キャ ラ も 多い で す 。 つ り 目 、 元 気 、 多い で す 。 自信 を 持て な い 不安 げ 、 マ イナ ス 思 考 、 ウ ツウ 
前 向き 、 プ ラス 思考 、 自 信 家 な ど が 特徴 で す 。 ツ の 場合 も あり ます 。 基本 的 に 気性 は 穏やか 。 た れ 目 、 静 か が 、 
※ ツ ン デ レキ ャ ラ の 基本 形 は 「 強 和 気 キ ャ ラ | で す 優し い 、 癒 し 系 な ど が 特徴 で す 。 





_ 決め手 は 「 目 | 
強気 キャ ラ は つり 目 





ワン ポイ ント 効果 : アゴ ワン ポイ ント 効果 : りん か く 


ちょ っ ぴり アゴ を 和 突 ら せる こと 、 強 完 な 雰囲気 が 出 ま す 。 丸っこい 顔 型 、 丸 み の あ る アゴ に する と 、 優 し げ な 雰囲気 
に な り ま す 。 


顔 の りん か く は ご つ 
ご つ し た シル エッ ト 
、 に する と 強気 な ワイ 
、\ パト ルド 感 が 出し や すい 
\ \ | Cs 





顔 の りん か が か く は 、 
丸っこい シル エッ 
ト に する と 、 優 し 
げ な 「 弱 気 ・ 内 気 」 
な 感じ が 出 ま す 。 


ャ ラ の 厚み に つい て : 意外 性 ・ 漫画 な どの 作品 で は 、 最初 の 印象 で キャ ラ の 表 の 性 格 を 印象 づけ て お く と 、 
@ キャ ラフ の 司 み に つい て : 鍋 外 性 ・ ら 面 性 展開 や 演出 で 見 た 目 (思っ て いた も の ) と 違う キャ ラ の 「 意 外 性 」 や 人 間 


的 な 厚み 、 面 白 さ が 表現 で きま す 。 





ーーー、 くい 
フ = ンー さ ヽ 
い 1 P | \ 1 
PA /M NNWW や 
MMU 用 LT 提 
MA RE 3 ) NU NS 
| | 1 | | N NS | 
N を MM ん IN ーッ 4 | 
た oe 0 | ーー \ 
変身 。 何 か あ る と 、 見 か け も 性 格 も 変わ る 設定 見 た め は 自信 家 で 強気 内 面 は 内 穫 で 赤 義 不安 が ち 


※ 「 副 気 キ ャ ラ 」 の 進化 形 は 「 内 気 (うち き ) キャ ラ 」。 社 交 性 が 逐 し い 女 の コキ ャ ラ に 多かっ た で す が 、 昨 今 は 草食 系 男子 に 代表 され る か も 。 
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つり 目 と た れ 目 の 描き 分 け ノン 〒 


基本 形 (正面 アン グル ) 


目じり を 中 央 に 描く と 、 
通常 の 目 の 形 に な り ま す 。 








つり 目 





| 目じり を 中 央 より 
上 に し ま し よ つう 。 


| に 








ーー 


ea 
いい て へ | | : 上 下 の 中 央 


i ) 
が 


目じり を 中 央 
より 下 に し ま 
し ょ う 。 


Fa 
店 





@ ま ふ た の ライ ン と 目 の 形 デザ イン の いろ いろ 通常 の 目 、 つ り 目 、 た れ 目 は 、 目じり の 位置 を 意識 し て デザ イン 
[ ] し 


まし ょ う 。 


つり 目 
RN 


a 


"Wa 


い の 


2 


Ei. 


し っ 


we 


⑯ チビ キャ ラ の 目 の 形 デ ザイ ン と 単純 化 
日 レー 





単純 化し て も 見 分 け の つく 形 に デザ イン し まし ょ う 。 


た れ 目 
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強気 キャ ラ は 、 男 子 の 場合 は 以前 は 渡世 人 (ヤク ザ )、 今 は ヤン キー、 
強気 な キャ ブ な 子 は アネゴ タイ プ だ : 現在 は キツ い 委 員 長 な ど に 代表 され ます 。 


荒く れ 、 気 が 荒い 、 気性 が 激しい な ど 、 男 子 の 強気 キャ ラ は 、「 社 会 の 枠 ] に 
お さま ら な い ほ どの 激しい 気性 の 持ち 主として 描か れる こと が 多い で す 。 





PP EN 
人 [1 [Je っ 内 
ルク AA に i 落 髪 な ど 
22 IN 












ヒゲ や 郁 型 な ど は 、 
時 代 の 若者 文化 や 
は や り も の を 反映 
し ます 。 





細く 鋭い 目 、 小 さい 瞳 


fy 人 MM 


間 | 


「 ヤ ン キ ー」 は 以前 は 「 不 良 」「 荒 くれ 者 」 
な ど と 言わ れ て いま し た 。 時 代 に よっ て 流 





行 の ファ ッ シ ョ ン を 微妙 に 崩し た 独自 の 
「 お し ゃ れ 文 化 」 が あり ます 。「 ど っ か が 、 普 今 避 う の シ ャ ー プ な 
通じ ゃ な い ]| の が 時 民 を 超え て 共通 で す 。 スタ イル 。 半 グ し レ 、 


ご ろ つ き な ど 古典 的 な 学 ラ ン ( 短 ラ ン ) 


0 


@⑯ 「 に らむ 」 (すご ん で みせ る ) 









フカ ン ぎ み 。 の そ き 込む 、 ミ う 。 グ 


よう に し て すご お 大 、 








NN アオ リ 。 見 下 し て 
し NNN すご お 





N 
まゆ 毛 と 目 を いび つ に し て 、 
脅し ます 。 


気質 と し て 認識 され る 「 気 の 強 さ 」 を ヤン キー と し て 特徴 づけ る ポイ ント は 「 人 迫力 」 
で す 。 監 型 や 目 つ き に と げ と げ 感 を 出し まし ょ う 。 


1. 普通 の キャ ラ ど . 目 を 小さ くす る 。 瞳 も 3. 丸 さ を と る 。 髪の毛 を ば さ 4. 目 つき を 鋭く し 、 全 体 に と 

瞳 も 大 きく 、 普 通 に 気 が 小さ く 、 ま 了 ゆ 毛 も 短め に 。 ば さ に 、 ほ お も 少し 細く 、 ア げ と げ し さ を 出 し ます 。 髪型 

強い 青年 風 。 まだ 普通 の 域 で す 。 ゴ も 和 突 り ぎみ に 。 少し 荒 々 し を 決め 、 目 の 下 に 少し クマ 。 
さ 、 ワ イル ド 感 が 出 て きま す 。 


女子 … 委 員 長 キャ ラ 何ら か の 使命 感 に と ら わ れ て いる こと が 多い キャ ラ で す 。 陽気 さ を 前 面 に 出す 
[ ヤ フ タイ プ も あり ます が 、 基本 的 に は 行動 的 で 「 も の 申す 」 キャ ラ で す 。 


一 ーー 

























誤る ・ 非 難 す る 


に ら み つけ る 目線 に ら み つけ る 
突っ た アゴ 行動 派 


攻撃 的 一 図 暴 
な ど が 特徴 で す 。 





RK 


UH | 
| ! 


: PF 

. 制服 の 着こなし は 

| 』 校則 厳守 (腕章 を 
| し て いる こと も あ 
り ま す )。 

| 


に 
1 に 
1 


N | 、 N 
\ 1 和 LM 
NN M st 

」 | 1 い い | 


4 
1 
\ 0 
1 LT 
1 L1 
! 1 
い [| 
1 





1 
I 
\ 


| i 
「 | 
| 

| 








\ の ムッ と し て に ら み つけ る 、 少し 顔 を 前 
か わい げ の な い 口 の 開け 方 。 台 形状 に する と 、 に 出し た 感じ を 、 首 の ナナ メ の ライ ン 
が み が み 感 が 出 ま す 。 で 表現 する と 効果 的 で す 。 

] 念 代表 的 な 「 強 気 女子 」 





た ま に 見 せる 「 副 
気 の 表情 ] は 、 こ 
の キャ ラ 性 演出 の 
ポイ ント で す 。 






秘書 女 捜 査 官 
や り 手 OL 


@ 強気 顔 …… ま きり っ と し た 顔 の 作画 つり 目 と きり り と し た まゆ 毛 、 き ゅ っ と つむ っ た 口 も と で 「 キ リッ と 感 」 を 
」 「 出し ます 。 


ナナ メ 向 き 






うつ お き タ イブ 顔 ト げ タ イブ 


ま 正 面 向き 


まゆ は 非対称 に し て 
も 意味 あり げ な 効果 
が 出 ます 。 


W ( が 1 1 te ング | 
2 NN いい = | 顔 ト げ タ イプ 


@ し っ か り 者 強気 キャ ラ は 、「 し っ か り 者 」 に も 通じ ます 。 倫 た れ 目 キャ ラ の 「 キ リッ と 効果 ] 


4 


、 
に 1 







た れ 目 キャ ラ で も 、 
まゆ 毛 を キリ リ と さ 
せ て ニヤ リロ に する 
と 強気 に 見 えま す 。 


睡 を 大 きめ に する と 、 
少し 穏やか な 、 ソ フト 
な イメ ー ジ に な り ま す 。 
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4 


た = [弱気 」 は その まま で は 、「 情 け な い 」 「 引 っ 込み 思案 ]」 な ど 、 今 ひと 
弱 抽 な キ 0 ン つ ネ ガ テ ィ ブ な 印象 が あり ます 。 憶 気 な キャ ラ の 側面 と し て | 控え め 」 
ーー 穏やか な 気性 ・ 優 し い 気性 一 | 優し き ] な どの 穏やか な キャ ラク ター 人 性 を と ら え て 描き まし ょ う 。 












困っ た まゆ 毛 、 二 重 ま が た 、 
伏せ 目 が ち 、 少 し 困っ た よう 
な 口 も と な ど で 、 調 気 な 感じ 
に な り ま す 。 ま 了 ゆ 毛 を ひそ め 
な いよ うに し まし ょ う 。 


『 


すく め る 









弱気 な キャ ラ は ヤラ レ 役 や 被害 者 役 な どの ほか 、「 穏 や か な 気性 の 
キャ ラ 」 や 「 知 性 派 」 な ど と し て 活躍 し ます 。 古典 的 な 「 お 姫 様 」、 
曲 え キャ ラ に も 定番 の 性 格 で す 。 


@ 男子 キャ ラ の 場合 


Tt 
3 NM \ 
2 | 
“a NN 


ンク 





ーー 派手 な ヘア スタ イル で 
口 も と を 箕 わ せる と 、 大 き な 口 に する と 、 た He 
口 も と は 普通 に 閉じ させ ます 。 た れ 目 、 二 重 ま が た 、 普通 の に や け 顔 キャ ラ れ 目 で も 、 「 弱 気 ・ 穏 一 ゲ ! 
力 を 抜い た 弓なり ま 了 ゆ 毛 で 、 穏 や が な 感じ に な り ま に な り ま す 。 や か | な キャ ラ に は 不 i 
す が 、 ど っ か 情け な い 印 象 に な り ま す 。 向き で す 。 | 





@ 優し げ キ ャ ラ ゆっ た り し た まゆ 毛 に た れ 目 、 役 笑み は 、「 弱 気 ] より 「 優 し げ な キャ ラ 」 に な り ま す 。 


a a 






頭 の 丸 さ が 出る シル エッ ト は 、 キ ャ ラ に 
来 ら か な 印象 や 優し い ム ー ド を 与え ます 。 


/ ん 
y 


肩 の ライ ン が 入る と 、「 き 
ょ と ん | と いう キュ ー ト 
な 印象 が 強まり ます 。 


まゆ を ひそ め る の は 、 世 持 ち に 基づい た 意志 と 力 が 
必要 で 、 一 時 的 な 「 状 態 ] で す 。 ず っ と この まま で 
は な い の で 、 通 常 は キャ ラ と し て は 立ち ませ ん 。 
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人 た ke 気 の 強 さき ・ 弱 き に 対し て 、 気 が 大 きい 
ヌス \ さい カカ ソ ハ で さい キャ ラ は | こだわ ら な い 」 気 が 小 さい 


キャ ラ は 「 こ だ わる ・ 気 に する 」 な ど 、 
より 「 メ ンタ ル な 気 の 強 さ ・ 員 さき 」 で す 。 


全体 印象 の 違い 同じ T シャ ツ と ジー ンズ で も 、 
| | 着こなし と 立ち 方 を 変え まし ょ う 振る 舞い の 違い を と ら え まし ょ う 。 








相手 を まっ すぐ 
見 る 


自信 家 堂々 タイ プ 。 細 
が か いこ と に こだわ ら な い !。 
人 前 に 出る の も 平気 


上 向き 美味 
目 も ば っ ちり 大 きめ に する 
/ ' と 、 キ ャ ラ と し て 押し 出し 
/ \ | が 効き ます 。 





9 立ち ポー ズ は 「 堂 々 と 
(FF し て いる 」 感じ に する 
だ fF ど ご 良 し 1。 





マイ ナス 面 : と も する と 無神経 な 
くら い 大 ざっ ぱな 面 も あり 、 無 礼 、 
遠慮 し な いな ど 

マブ ラス 面 : 前 向き 、 積 極 的 、 器 が 
大 きい (親分 肌 ) な ど 
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活発 で も 控え め 。 遠慮 タイ プ 
普段 か ら あ まり 目立た な いよ 
うに し よう と し て いる 。 で も 
隙 和 気 で は な い タ イブ 
(陰気 で 気 も 小さ く て 、 と い 
う キ ャ ラ も ある ) 


少し アゴ を 引き ぎみ や 、 
っ うつ むき ぎみ に する と 、 
気 が 小 さい 感じ が 出 ま す 。 








うつ むき ぎみ 
伏せ 目 が ち に する と 、 気 
が 大 きい キャ ラ と の 差 が 
は っ きり し ます 。 


マイ ナス 面 : 小さ いこ と に 
こだわ る 、 神経質 、 後ろ向き 
気分 に な りや すい 。 

遠 褒 し すぎ て 変 に 大 ざっ ぱに 
思わ れ た りす る こと も 

マブ ラス 面 : マ ジ メ 、 川 帳面 、 
し っ か り し て いる 





※ ス タイ ル は 良かっ つた りす る 









\ 





の び の び 堂 々 立ち 。 
目線 は こっ ち 







デザ イン 失敗 例 。 目線 を 落 
と す だ け だ と 、「 困 っ て る 」 
と 「 お な か が 痛い 」 | 恐 編 
し て いる 」 な どの イメ ー ジ 
が 強く な り ま す 。 








全 が ある 二 人 メン タル な 気 の 強 さと 弱 さ は 借金 な ど で も 
@ 借金 が ある 人 2 








男子 は 「 堂 々 ] タイ プ で 育 ス ジ 女子 は | 遠慮 」 タイ ブ で 、 
= 村人 } ! を 伸ばし て ヒジ を 外 に 張り 出し 、 ヒジ を あま り 張 り 出 さ ず 、 
気 が 大 きい 気 が 小 さい 脚 も 開き ます 。 脚 も あま り 開 きま せん 。 





ヨ / 


問題 に 直面 し た 時 、 気 が 小さ い ほ ど 真 剣 に な りや すく 、 
気 が 大 きい キャ ラ は マイ ペー ス だ っ た り し ます 。 


集中 する 、 注 意 する 、 羅 張 の 顔 で す 。 ま じ め な 顔 は 、 つ り 上 が り ぎ み の ま ゆ 毛 や 
引き 締め た 口 も と が 基本 で す が 、 物 事 に 対 詩 す る 際 、 そ の 性 格 に よっ て 「 叩 配 顔 
に な る 」「 普 通 の 顔 で すむ お 」「 笑 顔 で ゆい れる 」 な どの 個性 を 決め て 描き まし ょ う 。 


- キリ リ ま 隊 。 あま り 
ーーー けけ て めす ぎ な い よ 
i うに し ます 。 


緊張 感 の 演出 に 、 つ り 上 が り ま ぎみ に 
目 を 描く こと も あり ます 。 有 瞳 は 三 日 





eo 眼 風 に する と 、 真 剣 さ が 「 眼 お か ら 」 
と し て 現れ ます 。 





グリ / | グ 
が の り | ] 
F ーシュ ーー 9 \ a 
た れ 目 の 「 の ん びり 風 キ ャ ラ 」 で も まゆ と 真 刻 の 緊張 感 に 耐え られ る タイ プ 不安 に な る タイ プ 
口 を キリ リ と 描く と 真 麟 さ が 表現 で きま す 。 口 も と に 奈 裕 が 出 ま す 。 口 も と に 必死 さ が 出 ま す 。 


真剣 に 物 で と に 向かっ て いる 時 の 顔つき の 違い 同じ 「 真 剣 ]「 腎 張 」「 マ ジ メ 」] で も 、 性 格 と キャ ラ 性 に よっ て 「 普 
@ 貞和 に 物 ご と に 回 が - 時 の 痕 つ き の 違 通 の まま 」「 不 安 が ち 」「 笑 顔 に な っ ちゃ う 」 な どの 違い が あり ます 。 


『 








普通 に 真 刻 。 気 を つけ る 対象 を 意識 する 不安 が ち に な る タイ ブ 。 | 真剣 ] の 緊張 感 が 好き な タイ ブ 。 
(し っ か り 見 すえ る ) ま な ざし が ポイ ント 。 ま 孔 毛 と 口 に 不安 が 出 ます 。 … | ニヤ リ の 口 」 で す 。 
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ゆる 顔 、 の ん びり 顔 … 気 を ゆる め る 
@ ゆる ふわ ぼん や り 












タイ プ (天然) 


面 長 。 目 と 口 の 
距離 を 長め に と 
り ま し ょ う 。 


へ ヽ 


ば っ ちり 目 、 無 邪気 に 見 つめ る な ど を 強調 し ます 。 
0 掴 関心 タイ プ 
まゆ 毛 の 力 を 抜い て 、 


や る 気 の な さ を 出 し ま 


無 表 情 を 心がけ ます 。 


※ ま 了 ゆ 毛 の 力 を 抜く 
ーー 直線 ぎみ の ゆっ た 
り し た カー ブ を 描き 
ます 。 





きょとん 顔 。 ま 了 ゆ 毛 、 瞳 は 描き 込 
まず 、 お ちょ ぼ 口 に し まし ょ う 。 


す 。 口 も 直線 的 に し て 、 


「 う わ の そら 」 や 「 無 関心 」「 反 応 が すご く ゆ っ くり 」 な ど で 、 態 度 の 
上 か ら 「 無 責任 」 と か | 不貞 面目 ] と いう 評価 が 下さ れ や すい キャ ラ 
で す が 、 本 人 は そん な 評価 も 気 に し な が っ た り し ます 。 



















ゆっ た D り まゆ 毛 
た れ 目 


二 重 ま 点 た … 虐 
そう な 感じ で 、 
ころ そう な イメ 
ー ジ を を 演出 


どこ を 見 て いる の か 
わか ら な いき ょ と ん 
と し た 目 


半開き の 小さ な 口 


呼ば れ て こっ ち を 見 た 。 まゆ 毛 を 
目 か ら 広 く 離す と 、 時 間 そ の も の 
が ゆっ くり 流れ て いる よう な 、 ほ 
ん や り し た 反応 を 印象 づけ ます 。 


| | キツ イ 目 の キャ ラ の 
| 場合 。 不満 げ 、 乗り 
// | 気 で な いよ うに 見 え 

| る な ど 、 意志 や 気持 
、 ち が 出 や すい で す 。 





ポイ ント 
ぼん や り し て いる 感じ の 表情 は た れ 目 、 小 さめ の 口 、 
面 長 ざ み に 描く と 良い ! 
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J Es 3 根っから 脳天 気 、 気 に 病 ま な い 、 気 に し な い 、 器 が 大 きい な ど 、 時間 」 や 
いろ いろ な の ん き キ ャ ラ [まわ り の 出来 ご と 」 に 対す る 意識 が どっ か 違う キャ ラ で す 。 




















引っ た り ・ ゆ ゆっ < くり 
何で も 楽し い 。 何 で も 





/ / 
WU ! 
ルク 
グ た れ 目 、 二 重 ま が た に し て 、 や や 眠 そ うな 感 
じ に する と 、 の ん びり 屋 さ ん と か 、 の ん き キ 
ャ ラ の 感じ に な り ま す 。 微笑 み も 重要 で す 。 






ゆっ た り め の 服 な ど 、 
どこ か ルー ズ な 感じ 
が ある と 、「 の ん き ]」 
さ = ほん や りさ ん の 
感じ が 出 ま す 。 





普通 な ら 驚 く と ころ で も 動じ ませ ん 。 


る ③ 気 が 小さ い キ ャ ラ と 比べ て みる 
~ー あ ん まり 親しく な い 友 達 の お 家 に 行っ た 場合 ~ 

の ん き キ ャ ラー 

県 張 感 も な く 、 全然 同 も 


警戒 し ませ ん 。 部屋 の ま 
ん 中 で くつ ろ げ ます 。 







と 気 が 小 さい キャ ラ 
ヒザ も 閉じ て 、 小さ く な っ 
て 座り ます 。 万 事 に | 守り 」 
の 反応 。 だ だ っ 広い 部 屋 に 
案内 され た ら 、 部屋 の 隅 な 
ど に 小さ く な っ て 座り ます 。 





足もと に は 可愛 い 感じ = N 
ビー と か 、 こ だ わり を 持っ 2 か 
て いた り し まし ょ う 。 ヽ = 
グ ヽ 、) 5 」 / 





100 lc 。 記 


上 藤 男子 の 場合 … ぼ ん や けり D り 点 う 
2 


lL | N 1 1 MW 
0 2 MaMWMN 











肩 が 落ち て いる と リラ  \ 
ックス 感 が 出 て 、 気 台 
いと は 無縁 の ゆっ た り 
感 や 、 了 ゆる 了 ゆ る ナマ タ 
ラ な キャ ライ メー ジ に 
し や すい で す 。 


二 重 ま 点 た を 強め に し て 、 眠 そう 
( な 感じ を 強調 する と 、 の ん びり 感 
気 の 長い キャ ラ の 「 の ん びり 感 」 と 、 気 短 な キャ ラ や 頼り な さ が 出 て きま す 。 
(P108) の だ らし な さ を 合 わせ た 感じ で す 。 


、 ボタ ン の か け 間 違い 
と か 、 シ ャ ツ の スソ 
が 出 て いる な ど 、 ど 
こ か だ らし な いく ら 
_  /) いで も 特徴 が 出 ます 。 


入試 の 前 日 。 [危機 感 」 と 
は 無縁 。 あ る 意味 、 究 極 
の 「 マ イペ ー ス | キャ ラ 
を 演出 し まし ょ う 。 


タイ プ (気質 ) の 違う 3 人 の 女の子 が 水着 で 現れ た ! 


= 


Pa 1 記 = 
『 De 


好き な 子 が 水着 で も 気がつか な 
っ た り し ます 。 ポ ケ キ ャ ラ の 器 
り を し て いる こと も あり ます 。 
普段 ボケ まく り で も 、 彼女 の 髪 
型 が 変わ っ た と か に すぐ 気 が つ 
いた りす る と 、 キ ャ ラ と し て 別 
の 魅力 が 出 ます 。 
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電気 と -E [ う し .、 対比 し て 描く と わか り や すい i 
i ー < 1 ミ 五 . a , = kh | 


閣 語 に は その まま すず ばり | 長短 」 と いう 演目 も あり ます 。 


全体 団 象 の 違 \ 体型 や 着こなし な ど 、 対照 的 に 設定 し 、 描 き 分 け ま し ょ 3 う 。 


@ 短気 な キャ ラ そそ っ か し い 、 せ っ か ち 、 落 ち 着 を が な い 、 乱 雑 





、 傘 気 長 な キヤ ラ て いね い 、 ゆ っ くり 、 焦 ら な い 、 
な ん か いつ も イラ イラ し て いる 長 急 が な い 
人 グ on グン プペ い 
NIS 半 2 (AA ecuukvc 
床屋 で イラ イラ し / AUNN) て tA le Tut 
で 3 側 び た ま | (Pe tr に どの 4 
ま の 髪の毛 内 い 1 ゾ だ け そ っ た の AN 
Ne N a ガ Ka や ' 
A / 寺 一 へ ポタ ン は 脱ぐ 時 に 引き / | 本 
アト // ” \ ちぎ る の で 何 個 か な く | \™ 
/ W J | な っ て いる 。 留 め る の 
| 0 本 / | | が 面倒 な の で 半分 くら 
RA NF デ 「『 \。 い 留め て いな い 
| | 数 少な い ボ タン も 段 
, | 違い に 留め る 。 また 、 
『 | | 最後 まで 久 め る こと 
/ ル / は し な い 
\ \ 
トー ee | 
ー バ 、 
Y 
KV シャ ツ は 片側 だ け 
ノミ 適当 に つっ 込ん で | |1 ーー 
| で ある | \ アイ ロン も 自分 で 
| | い か け て た りす る 
| 1 
| 
| | | 
| | | | 
| | 電 







| 
| 
衣 | 


| 








※ 設 定 : 身長 は 同じ で す 。 
短気 キャ ヤラ は 5 一 6 頭 身 (ずん ぐり 風 )、 気長 キャ ラ は 7~8 頭 身 ( ス リム 風 。 長 身 に 見 える ) 
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女のコ キャ ラ は 、 お し ゃ れ な ど 、 そ れ な り に 「 外 見 を 気 に す る こと 」 は 忘れ ませ ん 。 外 見 に 無頓着 な 
キャ ラ の 場合 は 、 む し ろ | 無頓着 ] と いう こと を 個性 と し た 設定 に する の が 合理 的 で す 。 こ こ で は 、 
短気 ・ 気 長 と いう 個性 を 生か し た 衣装 や キャ ラ デ ザ を 見 て み ま し ょ う 。 


※ 


設定 : 丸 顔 と 面 長 顔 


0 短気 な キャ ラ 短気 … 子 ども っ ぽ さ を 生か し ます 。[ 気 短 」 @ 気長 な キャ ラ 気長 … お と な っ ぽ さ 。 落ち 


と いう こと か ら 、 そ そっ か し ざ 、 う る さい く 着い た 感じ 、 お 病 さ ん っ ほ ぽ さ 
らい 元気 、 な どの 個性 を 生か し て デザ イン し 


を 意識 し よう 。 


まし ょ う 。 


双 .… カ ンタ ン に 可愛 くま 
と まる ポニ ー テ ー ル な ど 





髪 … 手 入れ に 手間 の か 
か る ウェ ー ブ ヘ ア な ど 


顔 は 刃 顔 萌 は 面 長 

目 と 口 の 距離 も 短め に 目 と 口 の 距離 を 離す 。 

(子ども 顔 ) 目 も 小さ め に する と 、 
お と な っ ぽ さ が 出 ます 。 

めん どー だ か ら お 化粧 

し な い お 化粧 、 ア クセ サリ 、 


へ ヘア アレ ンジ な ど 、 気 
長 な 性 分 に 任せ て て い 
ね いか が かつ 細やか が に 


服 … ば っ と 脱着 が で き 服 … 重 ね 着 な ど 


る も の 


頭 身 は 、 や や 高め の 
7 頭 身 ~ 8 頭 身 くら い 


頭 身 は 下げ まし ょ う 。 

5 6 頭 身 くら い に す る 

と 、 子 ども っ ぽく 動き 回 る 、 
活発 な 印象 が 生ま れ ま す 

(短気 = 落ち 着 か な い 子 ど 
も っ ぽ さ を 印象 づけ ます )。 





ブー ヅ ツ など 、 ゆ っ くり 
座っ て は くも の 


凌 … ゆ る め の ス ニー カー 
と か カン フー シュ ー ズ な 





ゾック ス の 長 さ が 左 ど 、 カ ンタ ン に 属 い て 出 
右 違う と か 。 そそ っ られ る つっ か け (草履 
か し さ を ど こ か に 澤 う の も の ) な ど で も Ft 
出し て も 良い で す 。 | 


Pe を 
見 せよ う ! MN 


へ 








みか ん を 食べ る シー ン を 
見 て みる と … 
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顔 の 長 さ や 目 つ き な ど 、 パ ー ツ 
も 対比 きみ に デザ イン し ます 。 












sky 役人 
し HT 


} BN / \ の ん びり / 


、 電 短 和 気 キ ャ ラ は 丸 顔 系 @@ 気長 キャ ラ は 面 長 に 

7] イラ イラ し て いる 感じ を 出す (の | 一 ) の ん びり し て いる 感じ を 出す 

ツ ま 了 ゆ 毛 は つり 上 が り ぎ み (非対称 で DK)、 瞳 \ ウ ア まゆ 毛 は ゆっ た り 「 へ 」 の 字 、 た れ 目 、 切 れ 
a は ば っ ちり 、 口 は 「 へ 」 の 字 。 うつ むき ぎみ 。 ン 長 ぎ み で 瞳 も 黒目 が ち に し ます 。 口 は ゆっ た 
が み が み オヤ ジ 好 々 弟 (こう こう や ) り 笑 顔 ぎ み 。 





頭 部 も 、 短 気 キ ャ ラ は ツン ツン ヘア 、 と げ と げ し い 感 じ の シル エッ ト 、 
丸 長 キャ フ は 丸み を 出す の も 効果 的 ! 


0 ※ っ た 顔 の 違い ンー 


[ダメ じゃ ん か し 4 IN 


コッ ニャ ロ 1 アア (MM NN 





目 も 層 も っ つり上げ て )、 ァ ーー 


口 も 大 きく 開い て 自 リバ ーー 
己 主 張 | | 





瞳 の 下部 に 大 きめ の 光 の 曰 を 短気 キャ ラ よ りや や 上 に 目 の 位 置 を 取り まし ょ 
入れ て 、 三 日 眼 ぎ み の 小 さめ う 。 和 面 長 キ ャ ラ は それ だ け で お と な 顔 に な り ま 
の 瞳 に 見 せま す 。 落ち 着き の す 。 目 の 位 置 が 低い 短気 キャ ラ は 子ども っ ぽい 
な い 感 じ が 出 ます 。 バラ ンス に な り 、 違 い が は っ きり 出 ま す 。 


怒っ て る よう に 見 
えな いく らい で も 
UK で す 。 
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丸 顔 タイ プ と 面 長 タイ プ 、 ツ ン ツ ン 系 の 頭 と 丸い シル エッ ト の 頭 な ど 、 
基本 は 男子 と 同じ で す 。 





@ 気 知 キャ ラ 


短気 ・ 活 発 感 を 出す ポイ ント 

了 顕 の タテ 幅 は 短く 、 ま つ 毛 と ま 了 ゆ 毛 も 短め 。 
活発 感 が 出る の で 、 口 は 大 きく て も 「 ら し さ 」 が 
> | 出 ま す 。 瞳 も くっ きり 、 ば っ ちり させ まし ょ う 。 


@⑧ 気長 キヤ 首長 めで す 。 


妨 の 長 さ ・ の ん びり 感 を 出す ポイ ント 

顔 の タテ 幅 は 長く 、 ま つ 毛 と まゆ 毛 も 長め 。 口 は 小さ め 
に し ます 。 化 粧 や へ アス タイ ル も 手入れ に も の すご く 手 
| 間 が か か る も の に する と 「 ら し さ 」 が 出 ます 。 





@ 歩く 姿勢 の 違い 


気長 キャ ラ は 、 別 に 歩 こ うと 
いう こと も 考え な いで ぼん や 
り 歩 を 進め られ ます 。 少し の 
け ぞ り ぎ み に し まし ょ う 。 お 
っ と り し た 感じ が 出 ます 。 


短気 キャ ラ は 気 が 短 い の で 
前 へ 前 へ と 気 が 急 ( せ ) い 
て いま す 。 前のめり 、 前 か 
が みぎ み に 描 きま し ょ う 。 
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本 所 と = た を 三 体 や 気持 ち が 元 気 な キャ ラ と 、 療 れ て る な どの 元気 が な い キ ャ 

ノブ LU ! 4 ド ラ を 見 て み ま し ょ う 。 

A 

| 全体 印象 の 違い 元気] と | 病気] は | 陽 ] と | 陰 ] で す 。 ア オリ ぎみ か うつ むき ぎみ 
か な ど 、 姿 勢 や 顔 の 向き 、 目 線 が 描き 分 け の ポイ ント で す 。 


ャ ラ 「 り ん が か がく が は っ きり し て いる 」 
イメ ー ジ で す 。 







( SN 


元気 な キャ ラ は 、 自 分 に 自 
信 が ある 。 目 信 が な く て も 、 
元気 を 取り 柄 と し て 前 向き 















( \ SSSSN WW いで We 
N W NN い A 1 
い Mu N \ NN 2 | | M 

KS いい い 


1 
1 い au 

1 っ 1 中 
LT 





\ 





髪の毛 も 元気 で す 。 は じ 
ける 明る さ 、 一 緒 に いて 、 
まわ り も 楽し く 、 元 気 に 
な り ま す 。 





NN N // 1 | 
| NN 1 / / ! / 


\ 元気 キャ ラ を イメ ー ジ し た コス チュ ー ム は 、 
K ダン サー な ど 、 ス ポー ツ を や っ て いる キャ 
) 





RN トイ 
に CAEERFYy ラ を イメ ー ジ する と デザ イン し や すい で す 。 


0 
1 i 『 1 | 





生気 と は 活力 や 生き 生き 感 な ど で 、 元気 や 
気力 に も 通じ る 命 の 力 で す 。 物理 的 な 力 と 
いう より 、 輝 き を イメ ー ジ し まし ょ う 。 





両 ヒ ジ を 構 に 張り 出す 立ち ポー ズ で 、 自 信 に 
あふ れ た 元気 な 自分 を アビ ー ル し ます 。 
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@ 生気 が な い キ ャ ラ 「 生 気 が な い ]「 元 気 が な い ]」 と いう の は 、 疲れ や が っ くり の 状態 、 放心 状 態 、 無気力 な ど で 、 一 時 
] 的 な [陰気 」 の 状態 で す 。 元気 に な ろう と いう 発想 が 湧か な い の が 陰気 キャ ラ 。 生気 が な い キ ャ ラ は 、 
きっ か けが あれ ば 元気 に な り ます 。 














立っ て いら れ な い 。 肩 を 
、 落と す 。 うつ お いて いる 。 
| 前 を 見 な い 。 痛 中 が 丸い 、 
脱力 し て いて 、 手 も だ ら 
ん と し て いる … な ど 





と ぼ と ぼ 
らら か ら 


圏 需 の よう な 、 お ほろ 
で 力 の な い 状態 も あり 
ます (りん か く が は っ 
きり し ませ ん )。 





生気 に あめ ふれ て ます 。 希望 に 満ち 、 気力 が っ か がり 、 し ょ ん ぼり な ど 、 気力 を な くす と 少し 気力 を 取り 戻し た 。 生 気 が 戻 
も 元気 も 満ち あめ ぶれ て いる 表情 で す 。 生気 が 失わ れ ま す 。 肩 を 落と し ます 。 り ま し た 。 上 体 に け ね り が 出 ます 。 


10/ 


代表 的 な キャ ラス テー タス : 歩き 方 と 姿勢 の 違い 
人 @ 女のコ キャ ラ 






楽し そう 、 リ ズム 感 。 わ くわ く 、 ハル ツラ ツ 感 。 は じ け る 、 腕 も 大 きく 振 姿勢 は よく 、 上 半身 に 歩く 時 の 
少し そり ぎみ の 姿勢 で す 。 っ て 歩き ます 。 外 に 開く イメ ー ジ で す 。 ひね り が 少し 出 ます 。 


姿勢 が いい ! 


@ お じ さ ん の 背中 





前 か が みぎ み 。[ 風 
を 切っ て 歩く ]」 な 
ど 、 そ れ な り に 気 
取 D の つも りり 
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肩 を 落と し て 
首 を か し げ る 











局 を 落と す 育 中 を 丸め る 。 元気 が な い の で 、 ほ と ん ど 肥 を ひね ら 
ず に 歩き まま す 。 そ の た め ゆめ に 歩幅 も 狭い で す 。 


人 姿勢 が 悪い 





AN 
| 


MD 


\V 
元気 が な い | 


に 
= 1 





0 手 と 定 の ステ ー タ ス 





、 元気 な 手 。 力 が 入っ て い 
ます 。 


/「/// 


/ | リ 


や る 気 の な い 手 ( 指 に 余 
計 な こと を 考え て いる ボ 
ー ズ が 出 ます )。 





踏み 締め る 足 は 元気 な 
印象 に な り ます 。 


元気 や や る 気 が あ ] 

る よう に 見 える 足 

は 、 指先 に も カ が 。 | 

入っ て いま す 。 力 

強 さ を 表現 し ます 。 | 」 
i 







元気 な 足 
(踏み 締め 、 踏み 出す ) 


脱力 し て いる 足 | 
GI) 


』 
| 
の / 
ーー デ rr 
デデデ > 


デー の 
js 





| 
HN 
由 


/ 


リ // ル 
ay 


に 


や る 気 の な い 足 
(踏み 出し た あと 。 踏み 出す 
時 も 同じ 形 に する と 、 や る 気 
や 元気 が な く 見 えま す ) 


つま 先 か ら 下 ろ す 
足 を 描く と 、 表 か / 
な 印象 に な り ま す 。 / 


元気 シル エッ ト 森田 和 明 直伝 
うつ むき 顔 と アオ リ 顔 を 描く ポイ ント 





表情 な し で も どっ ち が 元 気 そ うか が わか り ま す ーー 
| | 
頭 部 の アオ リ は 、 キ ャ ラ が 
元気 に 見 える シル エッ ト で 
す 。 表 情 が わか ら な く て も 、 
元気 や 明る さ が 伝 わり ます 。 
普通 タイ プ 
元気 シル エッ ト 元気 の な い シ ル エ ッ ト 
普通 タイ プ アオ リ / 上 向き 顔 





基本 形 。 首 の 線 に 注目 





首 の ライ ン A が 短く な り 、B は 少し 長く な 
り ま す 。 う つむ く と 通常 は 前 髪 部 分 が た れ 
る の も 重要 で 、 回 の 毛 の 表現 で 重力 も 表現 





され ます 。 
首 の ライ ン A が 少し 長く な り ま す 。 BB は 
ほとん ど 変 わら な いか わり に 少し そり ま うつ お き 顔 は 髪の毛 部 分 の 面積 を 
す 。 胴体 も 気持 ち ア オリ ぎみ に する と 良 少し 多く 取り まし ょ う 。 


いで す 。 
「 大 き な ア オリ や フカ ン の 構図 で は な い の で 、 目 や 鼻 の 形 は アオ リ 顔 も うつ むき 顔 も ほとん ど 同 じ !! 
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作画 ダイ ジェ スト 
上 向き 





% ① 顔 の 向き を 大 づか み に 和 丸く 描き ます 。 
胴体 部 分 の 中 心 を と ら え る 目安 の ライ ン も 
引 し て 作画 を 進め ます 。 


< ① 頭 部 を 大 づか み に 描 いて 、 胴 体 の イメ ー 
ジ を ラフ に 所 きま す 。 








④ 上 向き の 顔 の 髪の毛 ライ ン と 同様 、 重 力 を 
聞 識 し て 髪の毛 を 描き 込み ます 。 [これ が 、 
結構 重要 で す (森田 )」 





"| 





(4 
③ 頭 部 の 丸み と 髪 質 、 重 力 を 考え な が ら 
皿 の 毛 の 曲線 ライ ン を 引き ます 。 


/ . 語 


② 上 向き の キャ ラ は 、 胴体 も 気持 ち ア オリ 
ざ み に 描い て 、 頭 部 と 体 の バラ ンス を 見 な 
が ら 顔 の 中 身 や 上 の 毛 を 描く 必要 が あり ま 
す 。 











] | / 
⑫) 胴体 の 形 が お お よそ 描け た ら 、 顔 の りん か 
く 友 決 め つ つ 、 首 の ライ ン を キメ ます 。 


③ 目 和 健 な どの アタ リ で 顔 の カム ー ド を と ら え な 
が ら 、 首 の ライ ン を 描き 込み ます 。 


| 
1 | 
N 問 
1 
| 
\ 


| 





U 
⑧ 「 こ の 、 首 の 伸び 編み で すね 。 顔 の 中 
身 だ け で な く て 、 上 向き や 下向き に 応じ 
て 長 さ も ライ ン も 変わ る が か が ら 。… な の に 
案外 、 お ろ そ か に し が ち で す (森田 )」 


> ① 頭 部 の アタ リ に 、 頭 が い 骨 を 意識 し 
な が ら 首 の ライ ン を 決め て いき ます 。 
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ー* た ー 人 人 本 活発 、 行 動 的 な スポ ー ツ 少女 な ど 、 ア クティ ブ な キャ 
葉 キャラ の へ ヘア スタイル ラ の イメ ー ジ に は 、 シ ョ ー ト へ ヘア や まとめ 敵 が よく 利 


用 され ます 。 

















@ ショ ー ト カッ // N さ NN 


小さ め の TT シャ ツ 
( 体 に ピッ タリ ) 







横 分 け は 基本 的 で セン プル な へ アス タイ ル で す が 、 分 け 目 や 
つむ じ な ど 、 髪 の 毛 の 流れ を 設定 し て 描き まし ょ う 。 


石 側 。 額 が 見 えま す 。 左側 は 額 が 見 えま せん 。 


: まとめ ゆ 能 の 代表 は 、 長 め の 英 の 毛 を 1 つ に まとめ る ポニ ー テ ー ル と 、 
@ まこ め 放 ら こつ に まとめ る ツイ ン テ ー ル で す 。 


] NN 
/ | / | “ 
/ ul 







{ 
ポニテ ーー ツイ ン テ 


(ポニ ー テ ー ル ) (ツウ ツインテール ) 


ポ ボ ポニー テール ポニ テ 、 ツ イン テ と も に 、 ま と め る 位置 や 長 さ 、 ま と め 方 は いろ いろ あ 
り ま す 。 まとめ た 位置 に 集まる 髪の毛 の 流れ を 描き まし ょ う 。 


1 が 所 に 集まる 髪の毛 
の 流れ を 描き ます 。 


中 央 か ら 左 右 の 8 点 に 集まる 髪の毛 の 
流れ を 描き ます 。 










ツイ ン テ ー ル は 上 か ら 
見 た も の を 描い て 、 房 
を 描く 位置 を 設定 し て 


上 か ら 見 た 場合 





het ese 


垂れ 髪 平安 時 代 リボ ン な ど 3 
ご ろか ら あ る 元祖 
まとめ 髪 で す 。 a 





盛り 髪 。 ゴー ジャ スタ イプ ブ 。 
ポニ テ の 応用 で す 。 





横 か ら 見 た オー ル バ ッ ク 状 態 。 
医 の 毛 は 後ろ に 流れ ます 。 


/ / 。 耳 の まわ り に は 回 の 
ル ん 毛 は 生え て いま せん 。 
NN 
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スポ ー テ ィ ー で 動き や すそ うな イメ ー ジ に 加え て 、 爽 や か さ を 意 識 し まし ょ う 。 
男子 の 場合 


上 ささ 感 表 現 
SS SI り 込ん 








だ 髪の毛 表現 


@ 五 分 刈り 頭 部 の 形 が ハッ キリ 出 ま す 。 タッ チ で アウ トラ イン を 描き まし ょ う 。 


a グー。 


1 ニーー 
ー いい ーー ーー 
= *L na a つ ーー デー 
ニー デー io 表 ーーー ーー 
デー - i = 
っ 一 まま 
〆 き 
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NL_ 


ヌ NNN NN 
NNN 
WN 












ーー 
1.1 


1 1 * 
| [| 





ギ キザ キザ の シル エッ ト を 設定 し ます 。 英 の 毛 の 
房 の 重なり の 方 向 を 決め て 描き まし ょ う 。 


IN 」| うつ むき ぎみ 。 
| 目の下 に クマ を 
描き まし ょ う 。 


2000 年 代 の 元気 少年 000 年 代 の 元気 が 1900 年 代 後半 一 
な い 少 年 末期 の 元気 少年 
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病 ん で る キ ャ ラ 不健康 な り に も 「 元 気 」 が 特徴 。 極 端 な ほど 派手 な 感情 表現 で 個性 や 特徴 
[ “ を 持た せま す 。「 マ ジ の 病気 キャ ラ 」 が 元気 が な く 、 感 情 も あま りあ ら わ 


ーー どっ か ゆがん だ 元気 キャ ラー に し な い の に 対し て 、| 病 ん で る 」 キャ ラ 達 は 感情 表現 を 豊か に し まし ょ う 。 







顔色 が 悪い 、 元 気 が な い 、 疲 れ て いる 感じ を 出し ます 。 目 に 力 が あり ませ ん 。 
※ 目 に 力 が な い ・ 人 SRI 


体 の 具合 が 
悪い 


うつ むき ぎみ 

目 は 腫れ ぼっ た い 
目の下 に クマ 
少し 痩せ て いる 
ほお は こけ ぎみ 
川 は ば さぼ さ 





体 の 具合 が | (A 
悪い テー" 


曜 は 細い 線 を 継ぎ 足す 、 重 ね る な ど 。 太 く 
くっ きり し た 線 で 描か が な い の が コツ で す 。 


普通 と は どこ か 違う 

風 に 見 える こだわ り 

ele 特殊 な キ 体 の 具合 が どこ か 痛い 顔 。 不 機嫌 で す 。 
ャ ラ を 演出 し ます 。 悪い ひそ め ま 了 ゆ を 強調 し ます 。 


丸 顔 (健康 的 に 見 られ や すい ) 
で 具合 が 悪 そ うな 場合 





怪 が ぼ さ ぼ さ 。 単純 に マジ で 怒っ て いる 場合 。 不 自然 な は ほど 自己 顕示 欲 や 自己 表現 に こだわ 


これ だ け で 具合 が 目の下 に クマ や ほお カゲ を 描 り ま す 。 | 異質 ] と 紙 一 重 の 個性 で 、 自 己 ア 
悪 そ うな キャ フラ に いて も 、 あ まり 病気 に は 見 え ピー ル や 喜 水 喜楽 が 激 し す ぎ た り 、 片 寄っ て 
な り ま す 。 ませ ん 。 妹 り は [元気] で す 。 いた り し ます 。 


どう か ん > み | = 障 そ の も の は 「 お ぼろ 」 で も 、 視 線 を は っ きり させ ます 。 眼力 、 
、 で る いろ いろ な | 病 ん で る | 表現 目 お か ら が ある の が 、 病 ん で る キャ ラ の 特徴 で す .。 


k  」 
F iy / \ 1 
『 | 
意 | 『 1 
i f 1 
) | NRN、 \ 
| モ 。 LL 
f 1 | WN - 1 1 
| 1 1 1 | 
f | 1 1 " 『」 | 
| 上 th に j 
i, | | ォ 4 
1 1 f 導 | 
| | 1 "hg 1 "| 1 
F ™ リ | | 
Ff 
『 Ea 
ーー 
日 ke 1 
| 本 | F 
} 庫 en 』 
T 










笑み が な いと 、 実 
際 に 体 の 具合 が 悪 
く て 、 不 機嫌 、 不 
快 そ うに し て いる 
よう に も 見 えま す 。 


困っ た まゆ と 「 じ と 目 ]、 
不満 そう な 口 で た だ じ っ 
と 見 つめ ゆる 。 そ し て 同じ 
姿勢 の まま まっ た く ぐ 動 か 
な い 。… と いう の は 、 結 
構 怖 い キ ャ ラ に な り ま す 。 


1 ( Mu | デ 
! 、 5 ミ \ 」 1 \ 
FE \ we 1 も 


日 も と の クマ 表現 で どこ か 「 不 健康 そう ] な 感じ を 与え まし ょ う 。 





- くせ の ある ニヤ リロ 。 困っ た | 
まゆ 、 三 白眼 の 上 障 。 首 を か し RE 
げ る 演技 も 不気味 さ up に 効 眼球 を 強調 。 不気味 度 が 


果 的 で す 。 強調 し ます 。 Up し ます 。 





生気 が 戻っ た (回復) 


生気 が な い (死に を う ) 一 NAM | . 
まゆ 毛 の 下 に タテ 線 で カゲ 。 = 少し アゴ を 上 げ ま す 。 ま ゆ 毛 も 普通 に し 、 
眉 の モ も ば さ つ か せま す 。 ほお に も 赤み の 斜線 を 加え まし よう 。 


狂気 の 表情 感情 が エス カレ ー ト し て 正気 で な く な る 演出 は 、 文 学 ギ ドラ マ で も よく 取り 上 
I ] げ ら れ ま す 。 異常 状態 の 表現 に よく 用 いら れる デフ ォ ル メ を 見 て み ま し ょ う 。 


る 目 。 注 気 の 表 現 は 目 で 危な い 感じ を 出し ます 。 












ーー ロー 
ng 


T /// 画 を 小さ くす る 
7 目の下 に クマ 

( 血 ま る ) 
ペー 還 を 描か な い 


狂気 が 入っ た ! | ーー ニー ec 


@ 口 と 髪の毛 
っ 語っ の 





= 
LT a 
に m 1 1 -。 rv 
し 旧 1 
』 


口 は 気持 ち を 反映 し ます 。 意図 的 に 形 唇 を ゆがめ る 。 よだれ を 流す 。 髪 歯 を むき 出し て 口 を ゆがめ る 


を 変え られ る の で 、| 変 わっ た よ 」 と い の 毛 も 異様 な 動き ・ 形 に 変化 し て ( 目 意識 異常 な ど ) 
うこ と を スト レー ト に 表現 で きま す 。 精神 状態 の 変容 を 演出 し ます 。 


Lae 


アオ リ ぎ み で す 。 目 も と の クマ 、 
小さ な 瞳 、 に ら み つけ る 視線 。 
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狂気 の キー ワー ド は 「 執 着 」 夢中] で す 。 発 明 、 恋 、 金 、 色 ご と な ど 、 
1 受 四 」 か ら | 狂気 」 シー な ん ら か が の 「 夢 中 ]」 の 状態 が 「 こ と ら わ れ 」 と な り 、 捕 析 の 安定 を お し は 


お に 至っ て 「 虹 常 で な い ] 状態 と な り ま す 。 
異常 な 感じ へ エス カレ ー ト ーー 


間際 - 前かがみ に な っ て 
II くる (前 の め り ) 


の い 





上 奏 の 毛 が パ サ 
つい て くる 





まゆ 毛 が つ り 上 が る 。 | \ 


クマ が 出 て くる / / い 
// \ 









F 


か な り 夢 中 髪の毛 の ば さば さ が ひ どく な っ て 
くる 。 目 つ きも 変 に な る (目じり 
が つり 上 が る )。 歯 を 食い し ば る 


狂気 「 笑 い 」 
( ひ ー っ けっ け ) 
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受 さ れ キ ャ ラ と 憎まれ キャ ラ 


好感 を 持た れる 優し く 暖 か い ぃ キャ ラ と 、 い じ わ る で 高慢 、 稚 た く て 
嫌 わ れる 対照 的 な キャ ラ を デザ イン し て み ま し ょ う 。 





優し い イ メー ジ 。 布 地 が 多め で 
シン ブル な 曰 の 下着 


笑っ つた イメ ー ジ 。 布 も 少な く 、 
派手 な デザ イン の 下着 





愛さ れ 役 … 暖 か い 。 「 N 憎まれ 役 … 身 勝手 冷た い 
地味 目 、 素 直 な お っ と りお 嫌 。 手 も 一 目 で 違い が わか る 、 対照 的 な ンー" 派手 好き で いじ わる な お 賑 。 
謙虚 、 控 え め 、 純 粋 、 優しい 、 親 切 デザ イン を 心がけ ます 。 散 慢 、 目 立ち た が り 、 冷 淡 
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ト oi ドコ J 『 1 
F 見 FE H 
a 上記 た TEE 店 Fs 
1 TE 
a he 
i LIN 


mi TI 
rd 5 | 


FE 
ロ 


相手 に まっ すぐ 向かっ て 、 
照れ ず に 思い っ きり 笑顔 
に な れる 
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つり 上 げた 眉 、 ゆ が め た 辱 、 小 さ な 剛 。 普 段 は 相手 を まっ すぐ 見 る こと も 


殺意 が あっ た り し ます 。 


ーー 
a 


し よう と し ませ ん 。 ま っ すぐ 見 る 時 は 、 す で ( 








不快 ・ 拒 絶 の まな ざし 





攻撃 的 な 肩 と 
に 
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気 は 十 色 … く せ の ある キャ ラ た ち 5 演 人 








欲張り 。 あ れこ れ 身 に 
は た も … と て と ビ て 
な り に 、 そ れ な り に ま 
と め ま す 。 





まとまら な い 場 合 

ご て ご て させ る 場合 は コン セプト を そろ えま 
す 。 麦わら 帽子 は 、 重 ね 着 に は 今ひとつ 合い 
ませ ん 。 丈 や サイ ズ 感 に メリ ルリ を 効か せま 
す 。 適 度 な 露出 な ども 有効 で す (長い 丈 や オ 
ー バ パー サイ ズ の も の を 着込ん 々 で いく と 重 苦 し 
く な り 、 か が っ こ 悪 く な り ま す )。 
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ー 性 の な い 、 パ ラン ス に 欠け た も の に し まし ょ う 。 


むら 気 キャ ラ むら 気 キャ ラ は 落 の 毛 、 ト ッ プ ス 、 ボ ポト ム … そ れ ぞ れ に 
: ーー A 、 こだわ り ま す が 、 場 所 こと に 気 が 変 わり ます 。 あ えて 統 
リク > 


頭 部 … ピ ンク 


上 は 可愛 く 


トッ プ は セク シー に 





ウエ スト 

ゴー ルド 
ボトム は キュ ー ト 
~ 高 級 感 

ボトム 

… レ イン ボー 


脚 部 は 派手 に 





ラフ デザ イン 
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1 ゃ ! 3 決め て か ら 、 変 わり ます 。 一 緒 に いる 人 が 迷惑 する 、 振 D り 回 され ます 。 
気まぐれ キャ ラ 


奇抜 な 感じ を 前 面 に 出し て デザ イン し よう 





スト レー ト + ウェ ー ブ 





欲張り と いう より 、 
天才 的 な トビ か た 


上 は シッ ク に 、 下 は 


ラフ に と か 、 諾 右 非 
対称 な ど 


片足 は 縮 、 片 足 は 
ダメ ー ジ 加工 


キャ ラ 劇 場 : こん な や つ 1 





組織 に は それ な り に な じみ ます 。 た だ し 、 行動 は 来る か が 来 な いか どっ ちか 、 
と いう くら い は っ きり 極端 。 それ が それ な り に 、 認 知 さ れ て いま す 。 


キャ ラ 劇 場 : こん な や つら 


… と 思っ た けど 美容 院 に し た 














人 P 


気 取 り 屋 キ = 気 取 る 。 か っ こつ け キ ャ ラ で す 。 強 い 自己 顕示 、 自 己 主張 で 、 内 面 で 自分 に 酔う ナル シス ト 
サン 気質 が ある の が ポイ ント で す 。 これ は 転じ て 、 現 在 は 「 ど や 顔 | に 通じ ます 。 






衣装 、 着 こなし に 隙 は 





気取り 顔 は アオ リ の 笑顔 で す 。 
自己 主張 な り に 控え めで 、「 ニ ヤリ 」 
の ニュ アン ス が ピッ タリ 合い ます 。 









気 取 り の ア ピー ル 。 
振り 向き の 演技 も 効 
果 的 で す 。 


li il 


ラフ テ ザ イ シ 


128 ※ 気 を 「 取 る 」 …「 人 の 意識 を 集め る 」 関心 を 奪う 」 な どの 意味 合い が あり wm ンー 


= 
iF 






ど や 顔 コ ツ は アオ リ で アゴ を 強調 し ます 。 見 下す よう な 挑戦 的 な 
まな ざし 、 了 ゆがめ た 笑み 口 な ど が 特徴 で す 。 





# 
『。 


代表 的 な 願 の アオ リ 


ど や 顔 は 、 基 本 的 に 「 人 を 見 下す 」 意識 の 
権化 で す 。 見 て 「 気分 が いい も の で は な い ]」 
も の に な りや すい で す が 、 こ れ も キ ャ ラ の 
個性 の ー つ 。 魅力 的 に 見 せら れれ ば 、 強 烈 
な 印象 を 残せ ます 。 






供 好感 の 持て る 気取り 決め ポー ズ や 決め シー ン で の 「 キ メ 顔 | で す 。 






通常 アン グル 
タイ プ 















JF | 
tT | "a 
Tm priT 「 


気取り や 、 ど や 顔 の アオ リ は 通常 
の アオ リ の 時 より も 顔 を 大 きめ に 
描く の が コツ で す 。 
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ーー デ 


傘 古典 的 な 気取り : | ツン | 高慢 な お 嬢 様 な ど 、「 お 高く と まる 嫌 わ れ キ ャ ラ 」 に よく 登場 し まし た 。 


デッサン 
「 偉 そう 」 な 感じ は 、 そ り 返 っ た 
姿勢 を 用 いま す 。 





| 気まぐれ 」 キャ ラ と 違い 、 そ も そ も い ろ い ろ 定 め る こと を し ませ ん 。 
いわ ゆる 「 風 来 坊 」 気質 で す 。 そ の 代わ り 、 そ れ な り に スタ イル は 、 
は っ きり し て いる (1 本 通っ て いる ) 個 性 で す 。 組織 に は な じみ ませ ん 。 











気質 と し て は 雲 を イ 
メー ジ し ます 。 必 然 
的 に 特徴 と し て 「 動 
きやすい 」 と いう の 
が 、 へ ヘア スタ イル や 
コス チュ ー ム の 桜 に 
な り ま す 。 





キャ ラ 劇 場 ・ こ ん な や つ 
学生 時 代 。 み ん な 制服 の 中 に 、 一 人 だ け 私 服 。 そ れ で も 孤立 し な い 
の が この キャ ラ 性 で す 。 












マジ メ 、 誠 実 を 演じ て いま す 。 通常 
は 見 た めで 「 移 り 気 ] と か 「 浮 舞 性 ] 
だ と わか り ま せん が 、 こ こ は 、「 移 り 
気 気質 ] を 売り に する キャ ラ を デザ 
イン し て み ま し ょ う 。 


小 悪 魔 系 ファ ッ シ ョ ン 
ひら ひら や レー ス で 可愛 い 
感じ を メイ ン に 、 ち ょ っ ぴ 
り セ クシ ー。 ペ ー ス は キュ 
a ト で す 。 


こ i ー 
a ーー r 
FT, 


ファ ッ シ ョ ン は 「 動 
きやすい 」「 需 楽 さ 」 
を テー マ に まとめ て 
み ま し ょ よう 。 


「 チ ャ ラ 男 ]。 甘い マス ク 、 
お し ゃ れ 、 ホ スト 点 う 





第 9 晶 


人 間 関係 に お ける 








| 『 
[ I 
LI 『 
1 f 
も 中 FF 
i 
Lt ボリ 
ニュ ーー が 4 『 『 
mt 
ーー ドコ 
a 
ーー 





| | | 
Wo 
| 7 NAS - 
デ 1 a a 
『 | | Ll お 
『 中 a, i 中 
| 』 』 
fl RT 
= a ¥ 
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よく ある 人 間 関係 の 気持 ち 5 


る 和信 』 女子 は 感情 表現 や 状態 が 極端 に 明らか に 現れ ます が 、 関 係 
3 日 * 
Aa ブ * わな J その も の は 結構 フク ザ ツ で す 。 男子 は 面 と 向かっ た 感情 表 











現 は 控え め が ち で 、 関 係 そ の も の も 割 と 単純 で す 。 





喜び 。 嬉し い 。 楽し い 。 わり と は し ゃ ぐ 、 盛 り 上 が る 表現 が 似合い ます 。 つこ で 


衣装 や 趣味 が 違っ て も 、 気 が 合う 時 は 気 が 合 いま す 。 
(女のコ っ ぽい 外見 の コ と 、 ボ ポー イッ シュ な 外見 の コ な ど ) 





| | / 
気 が 合う 、 普 通 に 楽し い 。 気 が 合 うか ら と いっ て 抱き 合う こと や スキ ンシップ は あま り CC NY 一 、 


あり ませ ん (お 国柄 や 文化 的 背景 に も ちよ る よう で す )。 に = 
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… 楽 し く な い 、 不満 、 不快 、 競 る な ど 





| | 

a * 
| 3 FM 
L に ーーF 
i [| 


Fs 


どっ ち も 不 愉快 、 片 方 だ け 怒 っ て る な ど 。 
な ぜ か 、 気 が 合わ な く て も 向かい 合い ます 。 


/ 
0 TT 
PV WMW 1 | 
| 
| | 
| / | | 
『j | 
| / | | 
1 | | 
\ \ ] | 
| 1 | | 
| | | 
1 | 
| | | | 
| | | | | 


| 』 E } ] 


mr m= 





口 を きか な いな ど 。 お 互い に 避け ます 。 





気 が 知れ て る 関係 


@ 気 が 合う シー ン の いろ いろ grayas. 





気 が 合 っ て る 二 人 で も こう いう こと は 
な ん か いつ も お ゆめ 一 と 一 緒 だ な あり ます 。 





意気 投合 、 と っ て も 楽し い 
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と さい ふさ 。 リ [気心 が 知れ る 」 | 気心 が 知れ て いる 」 と いう の は 信頼 
( Mb が 知れ る 知れ な い し て る 関係 で す 。「 何 か を 安心 し て 任せ られ る 」 な ど で 、 
苦手 や 失敗 の 可能 性 も コミ コミ で 任せ られ る 間柄 で す 。 








Pa | 


まかせ て 安心 。 安心 の 表情 … 笑 顔 (微笑 み ) で す 。 





※ 肩 の ライ ン に も [安心 」 が 出 ま す (ゆる や が か に 下がっ て いま す )。 


気心 が 知れ な い 





は / ハ 
V1 1 | | | 1 N | 
| | | | | 
) 1 | | / ) M | 
まだ 気心 が 知れ な い 間柄 。 何 を し で か すか 安心 で き な い 。 | 人 SS | 
まだ 信頼 関係 に な い 状態 で す 。 不 安 顔 に な り ます 。 WM メラン 
心配 ・ 不 安 顔 … ま ゆ 毛 が ポイ ント ※ 肩 の ライ ン に も 「 心 配 / 不安 ] が 出 ます ( 肩 が 上 が る 。 変 に 力 が 抜け ませ ん )。 
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気 が 置 ける … く つろ げ な い 相 手 、 気 を 許せ な い 相 手 










互い に 気 を 許せ る 関係 


[ 気 が 置 け な い 」 


上 気 記 まり で な い 。 気 
づか いい し な く て い 
し い 。 気楽 な 間柄 


= 販 気 を 許せ な い 。 油断 
ロフ ヾ で き な い 関係 





ll I | 
| 
どっ ち も 気兼ね し な い 。 
互い に 遠慮 し な い お 友 達 
| | 大 分 に くつ ろ る げ る 


互い に 気 を 許せ な い 、 沙 ち 着 
か な い 関 係 










「 気 が 置け る 」 相手 

ー な ん と な く 打 ち 解 けら れ な い 
気兼ね する 必要 が ある 

(自分 が 気 薬 ね し な きゃ な ん な い ) 





「 気 が 置か れ て る 」] 自分 
ー 気 を つか われ る 、 気 を 使わ せる 
自分 (相手 に 気 が ね させ る ) 





どちら も 緊張 で こわ ば っ て る 
互い に 気兼ね 、 遠 慮 が ち 
年 然 く つろ げ な い 
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・ 気 を 許す … 信 を お (信頼 、 信用 、 安心) 
・ 気 を 許さ な い 、 気 を 話せ な い … 信 じ て な い 





笑顔 の こと も あり ます 。 態 度 で 距離 を 
と る 関係 で す 。 





~ 気 を 許し て 
な い 





“ | 
| | 
| | 4 } 
Fi 1} 


無 加 慮 に 肩 に 触れ て くる 手 を 払い の ける 
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ら と ま ど い 、 困 惑 の 気持 ち に 流れ ます 。 


それ ぞ れ が 「 別 の 人 」 を 連れ 
て 歩い て いた … 


気まずい 空気 が 生じ る ケー ス 
「 や ば いと ころ で 会 っ ちゃ っ た 」 
「 ま ずい こと 言っ ちゃ っ た 」 


誤解 の こと も あれ ば 、 マ ジ や ば いこ と 
も あり ます 。 


幼なじみ 点 た D り 






@ 不意 打ち = 能 き 





ト 


骨 間 の こわ ば る 表情 。「 と ま ど い 」 は 、 こ の あと 来 ま す 。 普通 に 驚き 。 に っ こり 系 (こわ ば ぼっ た 疾 名 


る @ とまどい の 表情 と ま ど い の 顔 は 、 「 ヤ バイ ] 思い な 主体 に し た 区 き 顔 で す 。 驚き 顔 を も と に し て アレ ンジ し よう 


(も っ と 困っ た タイ プ ) 


微妙 な まゆ 毛 の ひ 
そめ 具合 、 目 を 少 驚き 「 え ?」 
し 小さ くす る 、 不 (少し 困惑 ぎみ ) の 1 
安 げ に 口開け る 「 ヤ バー |] 


どちら か の 比重 を 大 きく し まし ょ う 。 


[まず いとこ 見 られ た (ば れ た )」 な ど 





ば っ た り 会 っ た | 友達 」 同士 の 間 な ど で 瞬 間 的 に 生じ る | ヤバ イ 」 と いう 
思い で 、| 空気 が 変わ る 」 現象 で す 。 い わ ゆ る 「 気 まず い 空 気 ] は 驚き か 


| 合 き 顔 + 困 っ た 顔 で 表現 し ます が 、 性 格 や 状況 に 応じ て 「 驚 き 」 か 「 困 っ た 」 か 、 


139 


気 が 引 ける な ん ら か の 「 お 誘い ] に 対す る 拒否 反応 の ひと つ 。 微妙 に 「 つ らい 」 思い で す 。 
和俊 ろ め た い 感 じ や 、 な ん と な く ご 遠 虎 し た い … な ど で 、 困 り 顔 や 迷い 顔 を 描き 


ココ 
ま し ee os 
ま ウッ 占 727 寺 i N 
『 | i 






。 カレ 紹介 する か ら 
ー 緒 に いこ 〇 





っ | 
I 
| 
| | | | | 


\ N / | 


お し ゃ れ 、 お 化粧 、 
準備 18096 





| 
/ i 
普段 着 。 葉 ば さば 
| さ 、 も っ さり 服 
者 [驚き 」 か ら [思案 顔 ] へ 、 お 断り の 気持 ち が 多 い ほ ど 「 困 り 顔 ] に な り ま す 。 応 えた い 気 持ち が ある ほど 、「 迷 い 顔 」( 半 


分 困り 顔 ) に な り ま す 。 顔 の 中 身 だ け で な く 、 首 を か し げ る な どの 動き の 演技 も させ まし ょ う 。 





ーー が Lu ! 
mf | 
1 『 - 
ーー 1 / ー デ ! 
rr 1 


1. 驚き 顔 (少し 上 向き ) ら . 困っ た 顔 (少し 下向き ) 3. も っ と 困っ た 顔 ( 横 に 首 を か し げ る ) 


」 | | ト  - 頭 の 人 慣 さ な どの 動き の 演技 を 
ew ンジ せ ず 、 顔 の 中 身 だ け で 表情 演技 
NN ノ し た も の 。 2 流 の 俳優 さん に な 

っ て し まい ます 。 





140 


@ 迷い の 表情 困り 顔 で す 。 





まゆ 毛 が 困っ て る と 、 と っ 
て も 迷っ て る 感じ に 見 えま 


基本 は 「 困 る 」 顔 。 う つむ き ぎ み で す 。 す ( お 断り 気分 709% 以 上 )。 
結構 マジ に 迷っ て いる 顔 








まゆ 毛 を 変え た だ け で す 


※ イ メー ジ や 実際 の し ぐさ や 動き に は 個人 差 が あり ます 。 いこ か ソフ ト に [ 遂 っ て る 』 

困る と 天 を 仰ぐ 、 迷っ て うつ むく 、 と いう ケー ス も あり ます 。 [迷い 」 顔 に アレ ンジ 。 感じ に な り ます 。 行き た 

キャ ラ と シー ン の イメ ー ジ に 合わ せ て 演技 させ まし ょ う 。 アオ リ 顔 、 目 線 を 軸 に 泳 が す と 、 い 気分 と や め た い の が 五 
迷い の 感じ が 出 ます 。 分 石 分 くら い 。 


。 気 兼 ね す る | 吉 慮 、 心 づか い の 判 断 と 行動 で す 。 キ ャ ラ の 細やか さや や 人 柄 が 演出 され ます 。 





気兼ね する キャ ラ 
友達 が デー ト し て る と ころ に 出 食 わし た … 何 か と 気 を 使う 。 苦 労 性 キャ ラ な ど 
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怖 じ 気 づく 微妙 に 欧 れ る 、 後 ろ に 下がる な ど 、「 困惑 す る 」 系 の 状態 と 表情 で す 。 単 
練 に 「 困 る | より 「 了 緊張] [こわ ば る 」「 欧 れ る (お び え る ) | な どの 表情 
が 入り 交じり ます 。 


攻撃 され る 、 い じ め ら れる ん じゃ な いか ? な ど 、 精 神 的 な 圧迫 感 、 恐 怖 感 な どの 
不安 の 中 に あり ます 。 皿 張 し て こわ ば っ た 顔 を 描き まし ょ う 。 











ピン 


呼び 出し 人 。 怒っ て 
る わけ で は な く 、 無 
口 、 無 表情 で 、 た だ 
強面 (こわ も て ) な 
だ け 


1 こわ ば っ て いる 表情 と 演技 。 肩 が 上 が り ぎ み に な っ て 
ーー いま す 。 





アゴ を 引き ぎみ 
に し まし た 。 


リラ ックス 状態 (普通 の 
顔 ) を 描い て か ら 、 緊 張 
させ て みよ う 


緊張 し て 肩 が 上 
が っ て いま す 。 





まゆ 毛 … や や つり 上 が る 
瞳 、 小さ め 。 口 は キッ と 結 必 
ほお に 少し 青ざめ 線 
少し アゴ が 上 が り ぎ み 





14 ど 


気圧 され た 時 の 状態 (気持ち) の 基本 は 恐 頂 で す 。 恐怖 の 感情 は 「 哀 ] に な り ます 。 








迫力 に 気圧 され る 


@ 労 の コ の ひる み 顔 





た じ た じ 顔 未然 / ぼう ぜん 顧 


責め られ る 気 は し て い 予想 だ に し て いな か っ 
た が 、 や っ ぱり 怖い た 。 半分 苑 き 


@ 婦 の コ の ひる み 顔 … お び え る 表情 
es 


ョ コン 


, 7/ 不安 混じり の 「 ル ハッ 
| ) と し た 」 表情 。 こ 


こ か ら 、「 お び え 」 
に な り ま す 。 


お び え る 演技 に は 、 目 を そら せる 。 伏せ 目 
が ち に する 、 う つ お まき ぎみ に する 。 顔 を そ 
お むけ る な ど が あり ます 。 
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気後れ する ・ し な い [気後れ 」 と は 「 ひ る も 」「 ビ ビ る 」 状態 で す 。 


※ 気 持ち で 「 後 れ を 取る ] か ら で き た 言葉 か も し れ ま せん 。 な お 、「 後 れ を 取る 」 と は 、 
負け ちゃ っ て る と いう こと で す (「 遅 れ ]」 と いう 言葉 に は 「 負 け 」 と いう 意味 が あり ます )。 


] 





気後れ し て る と 、 Ll 目 
分 より 痛 の 低い 相手 で も 、 す ご く 大 き な 人 、 の 印象 が 残 
っ た り し ます 。 実際 に 巨体 の こと も あり ます 。 


SD 
な く 後 ろ に 下がり ます 。 




















“ 気後れ する ' 気後れ し て いる 表情 は ビビ り 顔 で す 。 恐れ て る 、 怖 が っ て る 、 負 け て る 状態 な の で 、 
條 4 す 9 る 泣き そう な 顔 な ど 、 情 け な い 顔 を 描き まし ょ う 。 


@ ビビ り 上 顔 










泣き ま 了 ゆ 毛 
上 目 づ か い 
ビビ ロロ (小さ め の 閉 じ 
た 口 で 、 広 角 を 下げ る 





上 目 づ か い 見 上 げ る 場合 





顔 を 長め に する ( 目 と 子ども 顔 の 時 も 同様 


に 寺 オ な べた ( ! と 
ES 品 の 距離 を 離す ) と 、 で す 。 
ビビ っ て る お び え の 表 

情 が 出し や すい で す 。 
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気後れ しない | ビビ 5 な い 、 ひる まな い 、 ケ ロッ と し て る 場合 を いい ます 。 


こん に ち は 一 | 
MN 








ご く 自 然 に 振る 舞い ます 。 


女のコ は 意外 と ビビ ら な い 





無邪気 に 
見 つめ る 





@ 気後れ Hk 会 っ た 時 の 顔 (男子 ) 










女のコ の 場合 
ニコ ニコ し て いて も 、 単純 に 度胸 
が ある よう に 見 えま す 。 
マジ メ に 相手 を 見 る 大 まじ め に 見 つめ る 戦闘 モー ド 。 に ら み つけ る SS 
(踏み と ど ま っ て る ) (相手 が 大 きか っ た 場合 、 少し アゴ を 引く な ど A ゃ 0 男子 の 場合 
上 向き 。 し か し あく まで まっ 26 の 笑 器 は 単に 「 へ ラ 
すぐ 見 つめ る ) LT 衣 N| | っ つい て いる 」 と か 、 
| /「 あ まじめ] に 見 
いずれ も キリ リ ま ゆ 、 キ リリ ロ 。 そ し て あく まで も ま 正 面 に 対 計 し ます 。 に えま す 。 


2 
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うさ 才 、 用 。 「 悪気 」 は 悪意 の こと 。 な ぜ か 、 反 対語 は あり ませ ん (あえ て 言え ば | 無 
選 和 ガ ある な い 邪気 | で す )。 な お 、「 悪気 ] を 「 あ っ き 」 と 読む 場合 、 悪 い 気 、 邪 気 


の こと を いい ます )。 








悪気 が あっ た 場合 (わざ と ・ 悪 意 の 行動 ) の 表情 、 態度 


「 悪 所 が ※ 悪 気 が な く て も これ ら の 態度 に 出る 
@ 「 悪 和 気 が あっ て や り ま し た 」 に 





「 あ た し 悪く な いも ん 」 [いい きみ |] 
「 重 力 の せい よ 」 


(フン ! ) 「 ぁ 、 手 が すべ っ た | 
| \ 


人 





「 悪 い ?」 (ひら き な お る ) 「 知 ら な いわ よ 」 (し ら を 切る ) 「 あ た し 悪く な いも ん 。 事故 よ 事故 ! 」 


人 @ 悪意 と 敵意 の 表情 敵意 や 悪意 は 根底 に 不満 や 怒り が あり ます 。 





1 a { コ 
ーー し 1 i 邊 i 
a EE, ; 1 
1 - i 
L Ph i | - W | | . 『 『 
LW | te a 
| LW - 上 
Pl a+ 取 リカ 
J 【 ・ り 0 
Ba デ me 
デ 


叩き つけ る 


悪気 が な か っ た 場合 の 表情 、 態 度 。 事故 落と し た 。 な ん か 壊れ た ! 





@ | な ん か 壊し ちゃ いま し た 」 


貞和 


PF っ 
PF YY 





「 あ 無邪気 は 「 あ ] で す 。 
(他意 が な い ・ 偶 然 ・ 事 故 ・ 不 注意 な ど ) 





| wm 


[すご い お と 一 」 (天然 ) 


1 
[落と し ちゃ っ た ! 」 


14/ 


本 


た = リテーナ 。 } > さ 気 に な る 、 気 に か か る 、 気 に か ける な どの 心 の 動き は 目 の 
ぇ いこ な る 人 が いる 動き で 表現 し ます 。 





つき 合う 前 : 普通 に すれ 違う 。 平常 心 。 何 の 関心 も な い 。 他 人 。 
な の に … 


た だ の 顔見知り 関係 





な ん と な く 気 に な り 出 し た 


= 1 


気 が な い ( そ 選 り の 場合 も ある / ツン デレ な ど ) 


人 @ 目 で 追う て いろ いろ な チラ 見 一 


こ 、 ど ー し て も っ て 
言う な らい いわ よ 





屋上 や 階 上 か ら 見 下ろ す 
(ジッ と 見 ) 


( EE PR [ ] 顔 の 上 下 の 向 き に 加え 、 ま ゆ 毛 と 瞳 (白目 が ち ・ 黒 目 が ち ) の 
深刻 に 気 に な る … 迷 いと 物 思 U * 描き 分 け で 、 微 妙 な 心 の 状態 を 描き ます 。 





ギー ユー と 十 ろ キキ 了 由 王 .… 告 が 2 [気がつく と 、 カ レ の こと を 思っ て いる 」。 ア オリ ぎみ で す 。 ま 了 ゆ 毛 は 
の か 5 %M [ 

@ ほ と する まゆ 毛 … 気 が つく と 思っ て る まだ 苦し く な く 、 瞳 は 幻想 を 追っ て いま す 。 目 は 自分 の 内 側 ( 心 ) を 

少し 夢 心 地 。 ア オリ ぎみ で す 。 見 て いる の で 、 実際 に は 見 えて いま せん 。 目 の 中 を 黒く し な い 白 目 演 

出 を 用 いま し ょ う 。 









人 @ 深刻 に 苦し いま ゆ 毛 … 


P 


少し 重い 気分 。 
うつ むき ぎみ で す 。 


瞳 を 黒目 が ち に し て 、 伏 せ 目 。 
まだ 、 現 実 の 中 に 自分 を 置い 
て 迷っ て いる 感 が 出 ます 。 自 
分 の 心 が つ か みき れ な い 徹 落 
な 迷い の 状態 で す 。 
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ほん と に 好き な の か な … 少 し ネガ ティ ブ な 思い に と ら わ 
れ て る 気分 の 瞳 。 日 日 が ちの 瞳 は 、 だ ん だ ん 現実 か ら 離 
れ て いる 状態 が 演出 され ます 。 


人 @ 迷い + 「 ほ ー…」 読者 を 見 な い 瞳 


希望 的 な 明る い 妄 想 と 、 悲 鯉 的 な 
思い や 、 現 実 の あれ これ な ど が 錯 
貫 し て いる 状態 で す 。 や や うつ お む 
まき ぎみ が 効果 的 で す 。 








ちょ っ と 苦し げに ひそ め た ま 
ゆ 毛 と 、 白黒 半分 の バラ ンス 
の 瞳 で 、 揺 れ 動く 心 、 同 時 に 
[ 心 こ こ に あら ず の 状態 」 を 
表現 し ます 。 


頭 の 中 が 思い で 一 杯 に な っ て 
いる 感じ を 、 小 さく 半開き の 
口 が 演出 し ます 。 








イメ ー ジ ラフ 。 こ の 段階 で は 正面 ナナ メ 向 ぎ + うつ つ お むき ぎみ 。 目 を 伏せ る 、 白い 瞳 、 ひ そめ た ま 了 ゆ 、 閉 じ た 口 
向き 、 白目 が ち で す 。 … 自 分 の 世界 に 入っ て し まい まし た 。 
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気 が あ る か ら 気 を 引く 態度 に 出 ま す 。 ま いり ゆ 毛 、 
日 線 、 口 も と 、 和 姿勢 か など に 気 を 使っ て 、 和 総合 
的 な 芝居 を 心がけ まし ょ う 。 











WU dl 


に っ こり 、 笑顔 を 向け る 。 好感 を さり げ 
な く 伝 える 正統 派 で す 。 


@ お 願い 作戦 2 
さび し げ 、 せつ な け な 表 情 で 、 意味 あり げに 見 つゆ る 


15 ど 





人 @ 無敵 の に っ こり 攻撃 


ほほ えみ か けら れる だ け で 、 男 は 「 あ いつ は 
俺 に 気 が あ る 」 と 錯覚 する 生き 物 の よう で す 。 
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+ り 積極 的 な ア ビ a ル 相手 に 対す る 好意 や 親しみ の 表現 。 恋心 と は 別に 、 単 純 に 自然 な 好意 の 場合 も わり ます 。 


= ニーーーー ーー ーー キーーーー ーー 
ーー 
a 
ご a 





f (| 一 
ここ = 1 = 
Sa 





= a 〆 
に 
RE 
= ーー 7 
EE 











: ! 1 


ナナ メ 向 き ア ング ル で 、「 ウ イン ク 」 + 「 ベ ロ 」。 キ ュー ト な 自分 の 可愛 らし さ + 相手 
へ の 親しみ を アビ ピール (正面 か ら の 場合 は ツン デレ 系 に な る ) 





見 下ろ し て 思わ せ 
上 ふり に 見 つめ る 。 








さら し た 肩 で 誘っ て 思わ せ 点 り に チラ リ 見 。 積極 派 キ ャ ラ ( 地 の 場合 と 演技 の 
場合 が ある ) 





あす か ら の アプ ロー チ 


贈り 物 





紫 張 の 顔 …・ こ わ ば り 。 成功 の 顔 … 顔 が ゆる む 。 
ひそ め た ま 了 ゆ 毛 と キッ と 結 笑顔 で す 。 
ん だ 口 も と で 表現 し ます 。 


まゆ 毛 と 口 も と は 気持 ちの 緊張 と 
ゆる み を 表現 する ポイ ント で す !| 





口説 さ 顔 「 少 し 困っ た まゆ 毛 」「 優 
し い 有 瞳 で 見 つめ る 」「 微 
笑 む ] こ れ が 利く の は [「 イ 
イオ トコ |] で ある こと が 
条件 で す 。 






ne 


じっと 見 つめ る 、 NS ぐ ) 1- NY 
Oo 間 N、 一 // V NN / と 0 / NN 
NR MM NK EE る | / A\ i 





式 を 引く た め の 努 力 … 伝 統 的 犯罪 / セク ハラ 
男子 は 犯罪 行為 に 及 点 こと に な る の が 多い 
みた いで す 。 


普通 の 男子 

誘い 慣れ て な い 。 口 も きけ な い 。 見 つ 
め る どこ ろ で な い (普通 の コ … 自 分 に 
自信 が な い の が 普通 ) 
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読者 目線 が 基本 で す 。 相手 を し っ か り 見 つめ る 演出 、 芝居 で 、 ま ゆ は 自然 優 
気 が あ る まな ざさ し : 見 つめ る 障 し げ な ライ ン 、 品 も と は 笑み で す 。 相手 キ ャ ラ (読者 ) の 心 を と ら えま し ょ う 。 


ーー 





少し うつ むき 。 ちょ っ ぴり 
上 目 づ か い の 演 出 





止 面 。 普 通 に 前 を 見 て いる や や 上 向き ぎ 。 見 上 げ る 
… だ け な の に ドキ ッ と させ 演出 
うつ お むき ぎみ に する と 、「 見 つめ ゆる] 感じ を 出し や すい で す 。 ます 。 







@ キャ ラサ イズ に も 注意 
「 気 が ある 」 そし て 「 見 つめ る 」 演出 で は 、 キ ャ ラ の 顔 を 大 きく 描き まし ょ う 。 





小 サ イズ 


大 サイ ズ 
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特大 サイ ズ 


顔 の アッ プ の 時 は 、 物 足り な く な ら な いよ うな 感じ に 
密度 感 を 出し ます 。 い わ 了 ゆる 「 画 像 の 拡大 ] で は な く 
て 、 カ メラ を ズーム し た 感覚 で 。 (森田 談 ) 
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mi 





柔らか そう な 捕 を アピール する トリ ミン 
グ 演出 


美女 設定 。 
少し 困っ た ま 了 ゆ 。 ま な ざし と 
慎 で 誘惑 





視線 、 目 線 で 誘う 


正面 か ら ま っ すぐ 向き 合っ て 見 つめ る 。 
※「 ま っ すぐ | を 強調 する た め 、 首 の ライ ン は 通常 より 「 ま っ す 
ぐ 」 の ライ ン で 描い て いま す (森田 談 )。 
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LL 


下 か ら 見 上 げ る よう | 
まっ すぐ 見 つめ る 
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SN 
っ 
SA 
de 
3S 
向 
3 ぐ 9 
い 
MTN 
S 








6 


1 





ラス 越し 


すり ガ 
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EE 


2 が 持ち を 措 く 喜 到 哀楽 + 驚 虎 の 全て と 、 そ の 交じり 合っ た 複雑 な 
伏 の 気 a 田 さま ざま な 気持 ち が 訪 れ ま す 。 徹 妙 な 表情 を 描く 技 
術 を 磨き まし ょ う 。 


まな ざし の 演技 で す 。 い ろ い ろ な 瞳 表 現 を 学び まし ょ う 。 








あこ が れ 、 期 待 、 わ くわ く 、 ド キ ド キ の | 想い 」 で す 。 う る うる し た 
瞳 を 描き まし ょ う 。 





恋 に 恋する 状態 。 部 の 中 ・ 剖 心地 で す 。 妄想 や さま ざま な 
思い の 中 に いる の で 、 目 は 心 の 中 を 見 て いま す 。 


る 瞳 の 変化 な に 落ち た ら 障 が 変わ り ま す 。 
AA oe | Pa 人 @ | 恋 を し た 」「 恋 に 落ち た 」 瞳 


の 


PH 1 1 1 
が 1 
ア | 1 
『 F 』 し | 
PF F 『 \ 1 
| す ! 1 
』 『 『 』 『 
jf 『 リア 』 1 
[ 1 / Ff ル 『 1 
『 
| 』 ーー 
| 」 | 
1 | 
1 





\ 
| > ゃ 
0 恋する 前 ハー ト が 浮き 上 


が る タイ ブ 





滴 む 感じ の タイ ブ 光 が 大 きく 宿る 
タダ イプ 





162 


! ろ し < 瞳 の 光 が 増 えま す 。 瞳 の 変化 だ け で な く 、 
本 の の 16 目 も と や ほお に も 赤み が 差し ます 。 





が する 前 








= 


AE // 恋 を し た 


恋する 前 


VF Ky 
44/) 


恋する 前 





な を し た 





恋する 前 





恋 大 し た 





恋する 前 
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@ まっ すぐ 見 つめ る 









本 人 は まっ すぐ の つも り 。 
実は 、 微 妙 に うつ お き 加 減 
で す 。 目 然 体 の コレ が 、 キ 
ャ ラ の 魅力 に つなが り ま す 。 


カレ が 気 に な っ て し ょ う が な い 。 心 の 中 で ガン 見 中 ちょ っ と 目 を そら す 。 横目 で チラ リ 見 
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恋 を し た ら 、 キ ラキ ラ さ せよ う 


重要 な の は 瞳 (まな ざし ) で す 。 
ラフ で も 、 目 の 作画 に 力 が 入り 
ます 。 


恋する 前 


訟 する 前 (最初 の 設定 。 
普通 の 顔 ) の 時 、 ど ん な 
目 の キ ャ ラ で も 訟 を し た 
ら 瞳 は 変わ り ま す 。 
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a 


積極 的 な お 姉さん 役 キ ャ ラ 。 う つむ き ぎ みよ と 伏せ 目 が ちの まつ 毛 の 効果 で 、 優し げ な 有 瞳 、 
まな ざし は 艶 っ ぼ ば さや うる うる 感 を 持た せま し ょ う 。 








顔 ( 頭 部 ) の 傾き を と ら え て 
描き さま し ょ う 。 


[愛し て る 」 


照れ を 交え た 告白 の 表情 。 ま 広 毛 を 
少し 困っ た 感じ に する 、 少 し うつ お む 
き ぎ み に し て 、 上 目 づ か い に す る こ 
と で 、 恥 じらい の 感じ が 出 て きま す 。 


mw 





顔 ( 頭 部 ) の 傾き 


大 好き 
ほん の 少し 首 を 横 に か し 
げ 、 見 上 げ て 訴え る 告 日 。 


フカ ン の 構図 で 、 う つむ き ぎ み を 演出 し ます 。 伏 せ 目 が ちの 目 と 、 非 対称 に ひそ ぬ た 
困っ た まゆ 毛 で 、「 口 ども りな が ら …」 の 恥じ らい 感 を 出し ます 。 


= | 哀 ] の 表情 で す 。 ひ そめ た まゆ 毛 や 、 つ ま ら な そう な 日 も と に 
切な い 気 持ち な り ま す 。 寂し さや 悲し さ の 交じっ た 了 暗 を 描き さま し ょ すう 。 
、 愛 い の 表情 と 有 瞳 a 










伏せ 目 が ち 、 目 の 力 が 弱い 、 
少し カゲ が 宿る 瞳 、 ち ょ っ 
と 困っ た まゆ 毛 、 微 妙 に 不 
満 そう な 口 も と な ど が 特徴 
で す 。 


曖 い を 言 ん だ まな ざし は 、 
上 ま 点 た を 厚め に 、 二 重 
ま 点 た に し まし ょ う 。 


級 の も で 、 風 の 中 に い 
る 状態 を 演出 し ます 。 


ぼん や り 下 の ほう 


を 見 つゆ て いる 目 を 伏せ る 
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る か ける 思い … 瞳 を めぐ ら す 





会 いた い の に 会 えな い 、 好 き な の に 会 えな い … 寂 し い 、 悲 し い 顔 、 つ らい 表情 で す 。 
ーー 口 も と は きり り タ イブ が 基本 で す 。 





思い 込む ' ' 


会 いた い 、 会 えな い 、 さ び し い 、 悲 しい | XK ン ン 
』 






遠く を 見 つめ る 


そこ に いな い 人 を 想う 。 複雑 で 複合 
的 な 気持 ち は 、 例 えば 嬉し い 思 い が 
159% ( 口 も と )、 寂 し いつ らい 
859% く らい ( ま 陣 毛 と 目 ) な どの 
よう に 考え て 作画 し ます 。 
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[ 恋し い … 会 いた い … 好 き で た ま ら な い 。 会 えな い … け ど 思 わな いで いら れ な いな どの 
つの る 思い ポジ ティ ブ か 気持 ち で す 。 





「 つ らい か ら 、 寂 し いか ら 会 いた い 」 … 願 うほ どの 強い 思い 。 「 で も 、 思 っ て いる と 嬉し い ] … あ た た か な 気持 ち 。 


苦し い 表 情 に な り ま す 。 
















| 
1 1 呈 
Ll | 1 1 |」 ] 
Tl | | yg H 間 目 ll 
| | 
F | 上 | A TN 
| | | | |] | HH 潮 1 貞 | | 
1 | HI il | | WT i 
上 H 帳 i "| 1 
『l 1 LN 1 
上 1 衣 引 目 ] 帳 3 
デー 1 | | - 
1 | 上 2 か 
Fa | | 
| “ = W 
| 
レー 1 
ザ 1 当 
リー デメ | 


会 いた い … 穏 や か な 気持 ち 。 思 い の 中 に 入り ます 。 や っ ぱり 会 いた い ! 泣き そう な ほど 会 いた い 強 い 気 持ち 。 


「 他 に 好き な 人 が いる 。 
で も や っ ぱり 好き で た ま 
ら な い 」。 … と て も 苦し 
い 思 い 。 苦し い 表 情 に な 
り ま す 。 


愛し いと 思う 気持 ち 






目 然 に 、 う つ お むき ぎみ に 
な り ま す 。 


ーー i 
穏やか な 表情 。 静か に つむ っ た 
目 と 、 口 も と の 笑み 、 ま 中 毛 を 
ほん の 少し だ けけ そめ ます 。 








ア 


同じ 構図 で も 、 口 を 開け る と 「 好 き ]」 | Ed 
と つぶ や いて いる 感じ に な り ま す 。 目 を 開け た ら 、 う る うる 瞳 で す 。 
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) 全身 で 表現 する 喜び 。 嬉し い 気持 ちの 爆発 で す 。 
身 で 表現 する 喜び 。 嬉し い 気持 ちの 爆発 











@ つむ っ た 目 に よる 喜び の 思い の 違い 


目 の ラ イン が 上 向き カー 
ブ ぎ み “の 場合 。 
喜び が 前 面 に 出 ます 。 


下向き の カー ブー に する と 、 静 か 
な 喜び に な り ま す 。 
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好き な 思い を 拒絶 され た 時 と 、 そ の 後 の 心 の 動き を 見 て み ま し ょ う 。 
ふら れ た 


@ ショ ッ ク ・ 絶 望 ・ 悲 し み 


1 1 6 + 
a Lh - 生 1 
1 ms 9 | 
rl 5 
1 TT [ 
i! F 
1 t 
Hc 3 、 は | | 
も 1 
HHT 
ll 』 
" J | 1 | り 
F [ | 
1 t 
E TE 
L 1 | 
1 
1 








ショ ッ ク ・ 正 面 向き (悲し みよ り 、 拒 絶 
され た 驚き ) 





ショ ッ ク ・ ほ ん の 少し うつ 
むく 動き が 出る 場合 


「 嫌 われ た 」 (ショ ッ ク ・ 悲 し み ) 「 嫌 われ た 」 (悲し い ) 
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の いろ い 時 間 が 経つ に つれ て 、 悪 し み の 中 か ら そ れ で も 光 を 見 よう と する 光 タ イプ と 、 
RD a ネガ ティ ブ に と ら わ れる 間 (暗黒 ) タイ プ に 分 か れ ま す 。 











目 に まだ 迷い が ある 場合 。 
瞳 が 白 っ つぼ いと 力 が 弱い 


| ん 。 


(ガブ \。 | 「 あ た し 待つ わ 」 (た だ し 、 

IS | 相手 や 関係 者 の 不幸 を 望む 

~、  / な どの 暗黒 面 に 流れ て いく 
場合 も あり ます )。 







| | | 
| 1 
還 。 [| | 1 1 
ーー | jh 記し | 
ぎり | (iF 
ER 『 十 」 き | | 
衣 旧 i Wf | | |] 江 1 
TE 上 中 
上 f T 
H 
| 『 
| 前 } | 


[死に た い 」 (総記 


i 


「 あ た し を 振る な ん て ! 」 (逆恨み / 怒り ・ 憎 し み ) 





(グラ サン + ィ マスク) 
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2 本 上 起 し み だ け で な く 、 奴 りや 喜び 、 恐 怖 (驚き ) な どの 圧縮 、 蓄 積 さ れ た 思い や 感情 
し 立 く ・ 汰 が こぼれ る の エネ ルギー は 、 行動 や 発言 な ど で 解放 され ます 。 泣く こと も 、 そ の ひと つ で す 。 


悲し み 、 寂し さ 、 信じ られ な いな ど 。 相 手 を 見 すえ 、 
訴え な が ら 涙 が こぼれ る 場合 。 と て つも な い 恐 怖 に 
さら され た 場合 も こん な 感じ で す 。 


号泣 。 声 を 上 げ て 泣く 。 悲 し み だ け で な く 、 安 載 の 場合 も 
UK で す 。 


泣き 叫 が 
(悲し み ) 


も | 
放す 4 1 F | 
| 本 0 リロ 
人 F 」 
HI 『 
』 
FF W 『』 『 
ザ J j 1 J RN 
F 『 ト 店 』 Hf | 
『 『 fi ザ 『 | 1 
が リ リオ " か j 
『 | ¢ 1 ず 『 | 『 
『 『 
主語 ド | 
| 
| 1 F 
| | ] | [ 1] 
1 |) 1 | 
1 | 1 も 
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_@ 涙 が こぼれ る (正面 ) 


涙 が て きた 


1. じ わ … 


泣き な が ら 訴 える 。 
怒り + 悲し み 


: 点 わ …。 涙 が あ 点 れる 


は 


3. つつ 一 。 ほ お を 伝わっ て 落ち る 


喜び 、 


K9 
HJ 
ロニ 
忠 
人 給 





涙 を 溜め る 表現 


涙 が あ 点 れる 、 


d. 涙 を 流す 


ら . 涙 が 出 て きた 


1. 潤 く 前 
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揺れ る 田 い 「 好き だ っ た り 、 キ ライ だ っ た り 、 ほ ん と は 好き で も 嫌い な そ ぶ り だ っ た り 0、 

“ いい | 自分 で も 自分 の 気持 ち が わ か ら な か っ た り 。 揺れ 動く 思い を 描き まし ょ う 。 

rr ー [ ( 特定 の 相手 に 対し て 、「 好 き ] か 「 キ ライ 」 か で 態度 が 変わ り ま す が 、 単 純 に 思い 通り の 
キ プ イ の 気持 ち 表情 が 出る と は 限り ませ ん 。 声 を か けら れ た 時 の 反応 を 見 て み ま し ょ う 。 


@ | ツウ ツン] の いろ いろ 


a NN, 


2 





フカ ン ぎ み は 、 口 で も る ニュ アン ス が 
出 ま す 。 口 に 出す 言葉 に 対し て 、 読 者 
に 想像 させ る 効果 が 出し や すい で す 。 





典型 的 な ツン 。 ほん と は 好き 






か わい く な い ツ ン 。 [お 人 忙し いん 
し ょ ?」 憎まれ 口 を 叩く 場合 


es 
驚き の ツン 。 予想 外 で と ま ど い 。 勢い で 「 い いえ 」 と ほん と に 興味 が な い 場 合 も 、 実は 好き だ っ た 場合 も 、 見 分 け は つき ませ ん 。 
いっ て し まう 場合 
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だ いっ きら い 
「 来 な いで よ ! 」 





尋 悪 感 、 さ げす み の 目 を 持つ 「 イ ヤ な モノ を 見 る 」 顔 。 左右 非対称 の まゆ 毛 と 、 ゆ が め た 口 も 
と も 効果 的 で す 。 こ うい う 表情 を つく る キャ ラ は 、 ド ラマ な ど で は 大 抵 殺 され ます 。 


本 気 で イヤ 、 心底 嫌い な 場合 。 嫌 
悪 の 表情 を 表 に 出し ます 。 怒 り の 
顔 が 基本 で す 。 ド ラマ 中 で は 一 時 
的 な ケー ス が ほとん どの よう で す 。 





[動き 」 の 効果 線 。「 び ぴく っ 」 
と いう 動き と 迫力 効果 を 
持つ 表現 。 毛 を 逆 立 て る 
ニュ アン ス で 、 総 所 立つ 
くら い 「 イ ヤ 」 と いう 嫌 
悪 感 を 演出 し ます 。 
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_ 迷い 考え 込む 表情 と ポー ズー | 





告白 され て 、「 勝 手 に 相手 の こと が 気 に な り 始め た 」 「 す で に 好き に 
な っ て いる | いずれ の 状態 で も 、「 迷 い ] は 生じ ます 。 


0 | どっ し よー が か な] 「 わ か れ よ ー か な 」 
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| 迷い の 表情 ]。 顔 パーツ の 特徴 は 、 
困っ た ま 了 ゆ 毛 、 や や 伏せ 目 が ちの 目 
や 小さ め の 口 で らし さ が 出 ます 。 


うつ むき ぎみ 。 ほ お づえ し て 考え る 


フカ ン ぎ み の 構 図 は 、 伏せ 目 が ちの 雰囲気 が 上 く 出 ま す 。 


信 物 思 う 構 顔 横顔 は さま ざま な 思い に 対応 し ます 。 目線 ( 瞳 の 位置 ) だ け で 、 思 い 悩 ん る で いる 様子 が 表現 され ます 。 









※ 迷 っ て あれ これ 考え 込む し ぐさ ( 首 の か し げ 方 ) は 、 人 に よっ て 「 下 を 向く 」 
タイ プ と 、「 上 を 向く 」 タ イプ が ある よう で す 。 イ メー ジ に ピッ タリ 来る も の 
を 描き まし ょ う 。 





前 を 見 つめ る 。 
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上 、 3 感情 の 市 、 混 乱 の 状態 た り 、 一 つの 結 計 に 至っ た 状態 で す 。 で も 、 迷い が 完全 に 吹っ切れ 
既 如 の 気持 ち 。 に 国 ます 。 


た わけ で は な い 分 、 慌 翌 (し ょ うす い / 疲れ ぎっ た 感じ な ど ) の 状態 が 顔 に 出 ます 。 目 の 
下 の ク マ や カゲ を つけ まし ょ っ う 。 


[殺し て や り た い ] ーーーー、、 [死ん じゃ いた い 」 


ae 
『 











i 


FT 


EU 


a 
a 


「 マ ジ メ 顔 |「 真 向 な 表情 | を 天外 に し た 、 悲 し み と 決 意 の 表情 で す 。 





8 
う 。 


悲し い 」 「 寂 しい] 表情 を 基盤 に し まし ょ 


状態 の イ x-z は 和 状態 の イメ ー ジ は 日 





狂気 は [怒り 」。 力 が こも り ま す 。 
反映 し ます 。 難 の 毛 も バ サ つ か せ て 、 女 り の 波動 を 演出 し ます 。 


まゆ 毛 を ゆる く 描 きま す 。 
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に イサ : 雑 如 の 延長 や すれ 違い 、 ま た 、 お つき 合い の 周 程 で の 感情 の も つれ が こじ れ 、 悪 化し た 

破壊 と 破滅 の 気持 ち 合 な どの 精神 状態 で す 。 口 の 開き 方 や 瞳 に 変化 を つけ まし ょ う 。 
0 考え 込む タイ ブ 
が エー | 1 


1 
1 ll 
1! 1 
1 












= | 1 
1 J i し 9*4 | | 
ょ ーー | 
| も NE 
i 
1 1 ET 
1 = kl Ti リ 
1 調 ャ つこ ーー ュ Et 
ーー きも し デ 
1 | | sei i 』 
1 ー ョ ーーーー ー ニ ュー ト 
- i [li 
= se HT 
1 = T | 
F 


っ 


1. 顔 も 見 た 
決意 、 苦 し み + 迷い の まゆ 、 怒り の ロ 内 向 タイ プ : 死に た い 、 消 えた い 


中 
ai 1 
0 本 』 | 
[ーー tt | 
ーー | 1 
『 


く な い 、 別 れ た い 8. 時 時 感情 の 悪化 や つれ 感 の 演出 。 目の下 に 
クマ 、 困 っ た まゆ 毛 (苦し 


和 Se ] い + 迷い )、 不満 の 口 、 伏 
外 罰 タイ プ : 壊し た い 、 殺 し た い せ 目 が ちな ど 


| 32. 更 に 悪化 、 狂 気 へ 死ぬ 決意 、 殺 す 決意 の 表情 は ぼぼ 同じ で す 。 








ーーT 


問 上 用 


| I 
| | 
| 
則 1 | | | | 
ll 民 | 軸 | 
me 1 io 
V 中 画 5 Lh i LE Ti 1 昌 
| Em れい | 
= a | 寺島 
FE Fr i [| 
1 i 1 TT l 【 
マー ドー PE 1 1 邊 き 1 1 I 
A 本 に UE | | 
回 四 ーー ll ll i 1 
i = a RH | 箇 | ML | 
= ーー EE, : 1 も IN | も | 1 
ーー 一 TLS MN MM | 
| ーー ーー | MMk | 
Eg | ; 必 き 1 | | 
1 i 1 R 1 l 
| ーー ーー- | 1 
『 


目線 … 上 を 見 る 場合 。 決意 の 度合 い が 強 く 見 えま す 。 





0 時間 に 反応 する タイ プ 


デフ ォ ル メタ イプ 
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カカ 恋 の は じ ま り 、 恋心 の 成就 、 よ り が 戻る な ど 。 大きな | は じ ま り 」 
や っ は り 好き a シー ン の 表情 。 驚き 顔 と 喜び 顔 


生 幅 され た ( 短 自 シー ン ) 不意 打ち の 場合 、 と ま ど い 、 照 れ 、 恥 じらい な どの 表情 に な り ま す 。 驚き 顔 が 基盤 で す 。 


0 不意 打ち - 盤 キ 。 駒 き の 表情 に 、 照 れる 、 は じらい 、 と ま ど い 感 な ど を 加え ます 。 





面 と 向かっ て 告白 され た 

少し アオ リ ぎ み に す る と 、 少 し 背 の 高い 「 相 手 」 を 見 上 げ る ほぼ 真正 面 向 き で す 。 目 を 丸く し まし ょ う 。 ま 了 ゆ 毛 も ひそ 
(見 つめ る ) 感じ が 出 ます 。 少し 「 困 っ た まゆ 」 で 戸惑い 感 め ず 、 ス ッ キ リ 描 きま し ょ う 。 驚 き 感 が 強調 され ます 。 
を 表現 し ます 。 


⑧ 驚き + 照れ の 表情 





『 ギヤ ア ワ グ レー ブ ーー ' 
目 と まゆ 毛 の 距離 を 広め に と る と 、 不 剖 打 ちの 驚き 感 が 出 = 
ます 。 照れ は 、 ほ お に 赤み の 終 線 を 入れ まし ょ う 。 目の下 に 鋼 線 を 細か く 入 れる と 、 [泣き は らし た あと 」 の 感じ が 出 ます 。 
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に = = と 1 プア ” 男子 に と っ て 一 世 一 代 の 告白 が 、 必ず し も 歓迎 され る と は 限り ませ ん 。 
日 さ れ に TV ろ ろ よ | と ま ご また 、 女 子 に と っ て も 必ず し も 意 中 の 人 だ け か ら 告 白 を 受け られ る と 
は 限り ませ ん 。 一 大 ドラ マ の 瞬間 は 、 感 動 の 物語 に も コメ ディ ー や ギ 
ャ グ に すら な り ま す 。 





ーー ブ いぶ 
「 ほ ん と に ?」 (疑い ) 


| ーーー 1 We 3 ュー FM J ア ーー 
【 Li t 『 d | ーー 
i 「 } 1! 『 ェ ューー 一 oi 
1 『 i ロ お F | | い ] 『 | J 
が il 『 i \ 5 L | 』 j デ 
『 デ J | 1 i 


「 う そ 」 (拒否 反応 ) 「 ば か 」 (相手 に し て いな い ) 
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人 @ 静か な 喜び 幸せ 、 評 び 感 に ひたる 





PP | 
a 衣 


NMWANN 


PF 
1 
| 1 1 1 | に 
ee 
] 補い 
| 多 NN 
| 回 Mn 
1 て 
1 1 
も NN 


思わ ず に っ こり い 


1 
『 
lI | TL | 
i | い 
WUWU WI 
』 Ll 
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喜び の 思い に ひたる 笑み が こぼれ る 
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相手 の ほう を 向い て 笑顔 を 見 せ する 。 ほお の 
赤 ら み の 表現 も 、「 ち ょ っ ぴり 」 「 多 め ] な ど 、 
キャ ラ や シー ン に よっ て 使い 分 け ま し ょ う 。 





0 目 を 開け た | 喜び の 笑 願 」 


顔 を 少し 上 げ て ちょ っ と 目 を 大 きく 。 大 きく 目 を 見 開く 。 ば あっ と 輝く 
ハッ と し た 感じ の 喜び 。 感じ に な り ま す 。 


見 つめ る まな ざし 

ほん の 少し 眼 を 細め る (黒目 が ち 
の 暗 効 果 。 優し い 感じ を 強調 し ま 
す ) 喜び に ひたる 感じ に な り ま す 。 


目 を 伏せ る 
… 味 わ う ・ ひ た る 


見 つめ な が ら 喜 びに 満た され る 。 静 か が な 喜び の 表現 で す 。 
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『 び 。 辛 せな 笑顔 を 描き まし ょ う 。 


党 


好き …・ 


@ サイ コー の 幸せ 気分 
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あと が き 


[キャラ の 気持 ち を 描く 」 

今回 実際 に ネー ム の 絵 を 描い て いて 、| キャ ラ の 気持 ち は 、 そ の 気持 ち に な ら な いと 捕 け 
な い | と いう こと を あら た め て 実感 し まし た 。 そ し て 、 わ か りき っ た こと で す が 、 例 え 
ば 「 辿 ] ひと つと っ て も 、 現 実に は さま ざま な 感情 や 、 ニ ュ ア ンス が 交じり 合っ て いる 
と いう こと 。 私 達 は 、 刻 々 た くさ ん の 言葉 に で き な い も の を 生み 、 感 じ て い る の で は な 
いで し ょ うか 。 

その 多く は 科学 や 学問 、 統 計 で ふる い 落 と され ます が 、 そ うい っ た も の に こそ 、 命 を 感 
じ る 気 が し ます 。 


| 気 が す る 」 … そ の 微妙 な ニュ アン ス ま で 描 さ た く な る 、 も し く は 描く 必要 が 出 て くる の 
が 、 イ ラス ト や マン ガ の 世界 で す 。 そ れ な り に も 言葉 以上 の |「 こ ん な 感じ ] を 、 絵 な ら 
栖 く と が で き 、 ま だ 、 伝え ん る こと が で きま す 。 

安易 に 描く こと も 、 命 削っ て 描く こと も 、 そ こ で は 絵 に 対す る スタ ンス の 違い も 出 ます 。 
また 、 ど ん な に 頑張 っ て も 、 数 千 枚 単位 の 作画 経験 値 に は 及ば な いも の も あり ます 。 し 
か し 、 マ ジ メ に 1] 枚 1 枚 に 向き 合っ て 描い た 積み 重ね と 、 込 め ら れ た 気合 い は 、 必 ず 絵 
に 反映 され て きま す 。 

佐 来 、 技 法 書 と いう の は | テク ニッ ク 」| を 伝え る る の で 、| こう いう 気持 ち で ] と いう こ 
と は 禁 旬 に 近い も の で す 。 し か し 、 こ と 今回 「 キ ャ ラ の 気持 ち ] に 関し て は 、 や は り 、「 描 
きた いそ の キャ ラ の 気持 ち に な っ て 描こ う ] と は っ きり 言い た いと 思い ます 。 

小手 先 の 形 だ け で も 、「 癌 的 哀 楽 + 驚 上 護 ] は 描け ます 。 し か し 、 そ の 形 を 超え た も の が 絵 
に 宿っ て こそ 、 そ れ は 人 に 伝わる よう に 思い ます 。「 届 くも の 」 に な る の で す 。 


「 気 」 それ は 、 い まだ 科学 的 に も 測定 され ず 、 言 語 的 に も 説明 すれ ば する ほど わか ら な く 
な る も の で す 。 た くさ ん の 意味 を 持ち 、 し か し それ だ け 、 何 より も [生き て いる こと | 「 人 
と 今 | 自分] と 共に ある の が 、| 気 |] で ある と いえ る よう に 思い ます 。 


楽し く 描 く と 、 そ こ に は な ぜ か 気 が こ も り ま す 。 

それ で も 、 疲 れ て きた ら | 気 が 抜け る 」。 そ し て 、 気 を 抜き た くも な る も の で す 。 

| キャラ を 描く ]」 こと 、 そ れ は 「 キ ャ ラ の 気持 ち を 描く 」 こと 。 

その 時 、 楽 し い 気分 で 、 最 後 ま で 気 を 抜か な いで 描く こと は 、 こ れ か ら も 大 切 に し て い 
きた いと 思い ます 。 


も ちろ ん 、 普 段 は の ん びり 気楽 に 、 気 を 抜き な が ら 。 
Gooffice 林 。 晃 
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Twittr : 回 mori_man 


(① 代表 作 ②⑧ 「 キ ャ ラ の 気持 ち を 描く ] に つい て 読者 に 向け て ひと 言 お 願い し ます 。 


森田 和 明 (も り た か ず あ き ) 


① 「 ダ ン ガ ン ロ ン バ 希望 の 学園 と 
絶望 の 高校 生 THE ANIMATIO] 
キャ ラク ター デザ イン 、 総 作画 
監督 、DP 作画 監督 ・ 原 画 
「 俺 、 ツ イン テー ル に な り ま す 。」 
キャ ラク ター デザ イン 、 ロ P 作画 
監督 、 作 画 監督 、 作 画 監督 補佐 、 
ゲー ム 画 面 作 画 監督 
「 暗 殺 教 室 キャ ラク ター デザ イ 
ン 他 多 数 


⑧⑥ ラフ が いい 感じ に 描け て も 、 最 
後 まで 気 を 抜か な いっ て こと が 大 事 
で す 。 


チー ム テ ィ ル ドー ン 公 式 ブ ログ http/ ョ mehlo.jp/tildawn200g/ 


新島 光 (あら し ま ひか る ) 


① 「 マ ジェ ステ ィ ッ ク ブ リン ス 」 
(原作 : 綾 峰 欄 人 ) 「 ヒ ー ロ ー ズ 」 
(小学 館 ク リエ イ テ ィ ブ ) 連載 中 


⑧ キャ ラ の 気持 ち を 描く こと は 
キャ ラ に 魂 を 吹き 込む 難し い 作 
業 で す が 、 人 を 楽し ませ る 楽し 
い 作業 で す 。 こ の 仕事 は 私 に と 
っ て と て も 勉強 に な り ま し た 。 
これ か ら も 楽し ん で 仕事 を し て 
いき た いと 思い ます 。 














アズ スマ サワ ヨシ 


N NN ① [単行 本 】「 ガ ー ル フレ ンド 


( 仮 ) クロ エ ・ ル メー ル 編 」 
(KADOKAWA) 

| ち ま カ ノ | (コア マガ ジン ) 他 
「 あ や か が し 館 へ よう こそ !」 「 コ ミ 
ッ ク ホ ッ ト ミ ルク 」 (コア マガ 
ジン ) 連載 中 


ーー ⑧ [描き た い 表 情 を イメ ー ジ し て 、 
1 実際 に 自分 で や っ た り 鏡 見 な が ら 
描け ば いい ん じゃ な いか が な と 。 
※ そ の 際 決 し て 「 俺 … 何 や っ て る 
ん だ ろ …| と か 考え な いこ と ! 大 
丈夫 、 誰 も 見 て な いか ら ! 


Blog :http://all0 1082.blog76.fc2.com 


Blxlv ID : 478617/ 


Twitter : AzSAWAODOD 


190 


選 白 黒 ( ゆき し ろ くろ ) 


①) 「 め まい は 自宅 で 治せ る 」 新 
井 基 洋 (SBB クリ エイ ティ ブ ) 
| 日常 生活 の ちょ っ と し た 工夫 
で 血圧 、 血 糖 値 は 下がる ! | 板 
門 弘 重 ( アン トレ ックス ) 等 。 
書籍 の 挿絵 を 描か せ て 頂い て 
ます ! 


、@ キャ ラク ター の 中 に 入り 込む 


=' つも り で 、 楽 し ん で 描き まし た 。 
- 楽し ん で 描く と キャ ラク ター の 表 
" 情 が 活き 活き し て きま す 。 
どう ぞ 、 楽し ん で 描い て 下さ い ! 


① 「 乙 女 武将 一 信玄 が 謙信 に 抱 
が れ た ワケ ー] 
[隠密 姫 一 信長 と 光秀 に 愛さ 
れ た 乙女 一 等 、 主 に 携帯 な 
どの モバ イル サイ ト で TL 漫 
画 を 中 心 に 活動 し て いま す 。 


@ キャ ラ の 気持 ち を 描く a 
な が ら 描 いて いま す 。 の 
表情 を 自分 の 顔 で 動か し な が ら 
描く の も オス ス メ で す 。 


Twittr : ryokuchan54 


お びょん 


① 電子 書籍 、 携帯 コ ミッ ク 、 者 
有名 販売 サイ ト で 「 お 仕置 き タ ク 
ジ シーー お 客 様 に 乗車 拒否 権 は ご ざ 
いま せん 一 」 連載 中 で す 。 

モバ イル サイ ト : めちゃ コミ ッ ク 


@ 顔 の 表情 が 決ま っ て いて も 、 
体 の 表情 の せい で 狙っ て いた 気持 
ちと は 違う も の に な っ て し まっ た 
り 、 キ ャ ラ の 気持 ち を 決め る の は 
[ 」 な か な が 難し いも の で す 。 キ ャ ラ 
は 、 順 と 人 の 表情 が うと すご く 自 然 な 演技 を し て くれ ます 。 顔 と 体 
の 表情 が バラ バラ で ヘン テコ な 絵 に な っ て も いい か ら 、 い ろ い ろ 描 い 
て 遊ん で くだ さい 。 そ の 中 で 顔 と 体 の 表情 が 合致 する も の が 見 つか る 
と 、 良 い 絵 が 描け る と 思い ます 。 


Twitter : @opyonn 





愛 上 陸 (あい うえ お か ) ーー いっち 


① エロ 同人 歴 2 年 //// A ① 技法 書 で の イラ スト カッ ト ( ホピ ー 
2 ジャ パン ) 
@) 描く 前 に 「 見 えな いと ころ を 考え る 」 AI MD た 、 マンガ と 図解 8 0 分 で わか る 生命 保 
と いう こと を し て は どう で し ょ うか が ? At "' で YA(( 陸 の し くみ (AT パブ リケーション 
例え ば 「 何 が 見 えて いる の か 」「 何 を 言 A ーー AA/ 出 販 ) 
っ つて る の か ] 「 何 を 思っ て いる の か が か] 「10 A へ  「 花 と ゆめ 」 (白泉社 ) G008 年 3 月 
1 1 ノ 秒 前 に は どう し て いた の か が 」。 そ し て 気 | / ヽ ジー ゾン グ | て 8009 年 3 月 まで 星 占い コー ナ 
Vr , 持ち と 言う の は 、 感 情 が 起き た 原因 が あ に 1 \ / ー カ ッ ト 担 当 で し た 。 
に 3 \/ | っ て 、 結 果 で ある は ず で す 。 つま り 、 一 / 『 ガリ 9 7 | 
「/ 枚 給 で あっ て も 、 地 続 き の ワ ン シ ー ン で | / 、 / | @ キャ ラク ター 達 が どん な 性 格 で 、 ど 
ある と いう 意識 が 必要 な ん だ と 思い ます 。 見 えな いと ころ は し っ か が かり \ 9 / ん な こと を 話し て いる の か 想像 する 。 
考え て 、 見 える と ころ は この 本 で 学ん で は いか が で し ょ うか が 。 ちょ っ と 大 製 度 か な 、 と いう ぐらい 思 
いき っ て 描き 込む と 、 生 き 生 き し た 表情 に な る と 思い ます 。 
ホー ムペ ー ジ アド レス http://aiueoka5Oon.blog.fc2g.com/ 
pixivlU http:f/pixiv.me/aiueoka113 ブロ グダグダ UHL http://amehlo.jp/hanabukI/ 


⑧ 表情 と 一 口 に 言っ て も 、 笑 顔 や 
泣き 顔 … ど れ を と っ て も 描く 人 の 
感性 に よっ て さま ざま な 違い が 出 
る と 思い ます 。 沢山 の 表情 を ご 目 
身 の 感性 で 表現 し 、 魅 力 的 な キャ 
フク ター を つく り 上 げ て 下さ い ! 


pixiv ID : 308134 


ロロ 
『 


『 
| 


(©) 


上 お せっ と 

@) | 気持 ち を 描く 」 時 に 、 感 情 的 

に 筆 を 走ら せ が ち で す が 、 狙 い の | ⑧@ 描い て る 給 の キャ ラ の 気持 ち 
ある 場面 を つく る た め に 、 知識 と | に な りき っ て 筆 を 動か す と ノリ ノノ 
技法 を 身 に つけ る こと は と て も 大 | リ に な れ て 楽し いと 思い ます ! 
事 と 思い ます ! 


/ / 


| 


ゆず PON 
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軒 著 独 引 介 

林 見 (は や し ・ ひ か る ) し 
1961 年 、 東 京 生ま れ 。 東 京都 立 大 学 人 文 。 馬 計 
学部 / 哲学 専攻 卒業 後 、 本 格 的 に マン ガ 雇 明 
家 十 動 を 始め る 。 ビ ジネス ジャ ンプ 奨励 
賞 、 佳 作 受 賞 。 マ ン ガ 家 ・ 古 川 華氏 、 井 還 還 還 - 
ト 紀 良 氏 に 師事 する 。 実録 マン ガ 「 ア ジャ ・ コ ング 物語 ] 
で プロ デビ ュー を 果たし た 人 後 、1997 年 に マン が ガ ・ デ ザイ ン 
制作 事務 所 Go office (ゴー オフ ィ ス ) を 設立 。「 マ ン ガ の 
基礎 デッサン | シリ ー ズ (ホビー ジャ パン 刊 )、「 コ スチ ュ 
ー ム 描き 方 図鑑 |、「 ス ー パ ー マ ン ガ デ ッ サ ン |、「 ス ー パ ー 
パー ス デ ッ サ ン | |「 キ ャ ラボ ー ズ 資料 集 ] (以上 ゲラ フィ ッ 
タ 社 刊 |「 マ ン ガ の 基本 ドリ ル 1 一 33] 「 表 服 の シワ 上達 ガ 
イド 1」( 雇 済 常 出版 刊 ) な ど 、 国 内 外 200 冊 以 上 に 邊 京 “ マ 
ン ガ 技法 書 " を 制作 し て いる 。 





介 http://www.go-office.jp/ 
才 httD//gooffice.blog79fc2.com/ 


キャ ラ の 吾 持 ちの 指 き 方 


表情 ・ 感 情 の 表 と 裏 を 所 き 分 け よ う 電子 版 
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画 莉 者 紹介 

九 分 くり ん ( く ぷ ぶ ・ く りん ) % 
ペン キ 職 人 と し て イマ イチ な 仕事 Pr 
ぶり を 、 た また ま 街 で 見 か けた 林 。 em"。 あ L 
見 氏 が 、「 ペ ン キ 職人 より も 、 本 ロー 一 邊 

づく り の 版 下 の 貼り 込み に 向い て て いい も 

いる か も | と スカ ウト し た の が き ーー キー 

っ か け で 、 以 来 、 ペ ン キ の か わり に ペー パー セメント を 使っ 
て 「 女 の コ の 描き 方 」 「 バ トル の 描き 方 | な ど 、 貼 り 込 み し 
イア ウタ ー と し て 活躍 。 と ころ が 時 代 は 変わ り 、 版 下 か ら デ 
ー タ 人 稿 に な り 、 職 を 失う 。 新 た に 書籍 編集 業 に 活路 を 見 い 
だ し 、「 ス ー パ ー マ ン ガ デ ッ サ ン | [スーパー キャ ラ デ ッ サン | 
(以上 ダラ フィ イッ ク 社 刊 ) な どの 編集 スタ ッ フ と し て 活躍 、 
現在 に 至る 。 


圏 ス タッ フ / Staff 

坦 作画 

森田 和 明 (Kazuaki MORITA) 
アズ スマ サワ ロワ ヨシ (Azumasawayoshi) 
〆 曰 寺 (Kuro YUKISHIRO) 
相崎 こう (Kau KIZAKI) 
いっ ち (lcchi) 

よ す い (Yosui) 

樹 奏 磨 (Souma ITSUKI) 

ぼ へ (Pohe) 

津島 千明 (Chiaki TSUSHIMA) 


新島 光 (Hikaru ARASHIMA) 

笹木 ささ (Sasa SASAKI) 

お びょん (Upyon) 

愛 上 陸 (Oka AIUE) 

お せっ と (Fossettg) 

アサ コ (Asakoj) 

える (Eru) 

公家 店 子 (Hukiko KUGE) 

引 ず pon (Yuzupon) 
(順不同 ) 

考 力 人 バ 一 原画 

アズ マサ ワ ヨ シ (Azumasawayoshi) 


筐 カバ ー デ ザイ ン 
島内 泰弘 デザ イン 室 (Yasuhira Shimauchi Design room inC.) 


形 掘 集 

林 晃 [Go office] (Hikaru HAYASHI -Gn nfficB-) 
人 レイ アウ ト テ ザイ ン 

林 晃 [Go nffice] (Hikaru HAYASHI -Gn nffice-) 


編集 協力 ・ 校 訂 
角 丸 つ 点 ら (Tsubura KADOMARU) 
ひめ (Hime) 


坦 企画 
谷村 康弘 [ホビー ジャ パン ] 
(Yasuhiro YAMUHA -HUBBY JAPAIN-) 


W 協力 
日 本 工学 院 専門 学校 
クリ エイ ター ズ カ レッ ジ マン ガ ・ ア ニメーション 科 


